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生
活
工
房
2
0
1
2
年
度

4
・
5
・
6
月

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

4
月
7
日
（
土
）
〜
5
月
20
日
（
日
）

日
本

の
伝
統
文
化

と
歳
時
記　

V
O
L
.
3

和

の
色
彩

と
紋
様

に
み
る
「
江
戸

の
粋
」

重

ね
色
・
合

せ
色
・
挿

し
色

「
春
の
色
」
を
テ
ー
マ
に
、
江
戸
時
代
を
中
心
に

庶
民
の
間
で
伝
承
さ
れ
て
き
た
色
彩
文
化
を
紹
介
し
ま
す
。

会
場
＝
３
F
生
活
工
房
ギ
ャ
ラ
リ
ー
　

9
時
〜
20
時
　
入
場
無
料

5
月
25
日
（
金
）
〜
6
月
17
日
（
日
）

異
郷　

西
江
雅
之
写
真
展

世
界
中
を
旅
し
、
様
々
な
民
族
や
文
化
に
触
れ
て
き
た

〝
ハ
ダ
シ
の
学
者
〞
西
江
雅
之
氏
の
初
と
な
る

大
規
模
写
真
展
で
す
。

会
場
＝
３
F
生
活
工
房
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ル
ー
ム
B

11
時
〜
19
時
　
入
場
無
料

6
月
24
日
（
日
）
〜
7
月
22
日
（
日
）

7
つ
の
海

と
手

し
ご
と
〈
第
3
の
海

〉

地
中
海

と
ト
ル
コ
の
イ
ー
ネ
オ
ヤ

イ
ス
ラ
ム
の
女
性
が
母
か
ら
娘
へ
と
伝
え
続
け
て
き
た

ス
カ
ー
フ
の
縁
飾
り
「
イ
ー
ネ
オ
ヤ
」
を
地
域
ご
と
に
紹
介
し
ま
す
。

会
場
＝
３
F
生
活
工
房
ギ
ャ
ラ
リ
ー
　

9
時
〜
20
時
　
入
場
無
料

「Stack-ing Design」展にて試作されたスタッキング可能な調味料入れ（デザイン＝ del ibab）。
 写 真 ＝ 平 野 太 呂



生
活
工
房
ア
ニ
ュ
ア
ル
レ
ポ
ー
ト
2
0
1
1

  
2
0
1
1
年
度
に
実
施
し
た
事
業
を

   

ギ
ュ
ッ
と
ま
と
め
ま
し
た
！
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「
暮
ら
し
の
デ
ザ
イ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

生
活
工
房
で
は
日
常
の
暮
ら
し
の
中
に
あ
る

モ
ノ
だ
け
で
な
く
様
々
な
事
柄
に
着
目
し
、

デ
ザ
イ
ン
・
文
化
・
環
境
と
い
っ
た
視
点
か
ら

ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
多
様
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

国
内
外
の
暮
ら
し
方
の
知
恵
や
美
し
い
手
工
芸
、

叡
智
を
結
集
し
た
技
術
と
デ
ザ
イ
ン
な
ど
を

伝
統
的
な
手
法
か
ら
最
先
端
の
考
え
方
ま
で
時
空
を
超
え
て

見
つ
め
な
お
し
て
み
る
と
、

日
常
の
創
意
工
夫
の
中
に
た
く
さ
ん
の

宝
物
が
あ
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、「
地
球
環
境
」へ
の
配
慮
を
切
り
口
に

次
の
世
代
へ
何
を
つ
な
い
で
い
く
の
か
を
考
え
る
こ
と
も

欠
か
せ
な
い
視
点
で
す
。

「
観
て
、触
れ
て
、感
じ
て
、考
え
る
」体
験
型
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

あ
ら
ゆ
る
世
代
の
皆
さ
ん
に
「
感
心
と
感
動
」と

「
発
見
」を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
創
造
的
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
案
す
る
と
こ
ろ
。

そ
れ
が「
生
活
工
房
」で
す
。

平
成
24
年
3
月

　
生
活
工
房

生活工房では展覧会やセミナー、ワークショップなど
多様な事業を展開しています。そして、その多岐に渡る事業は、
上図のような考え方や目的を組み合わせ実施されています。

“Lifestyle Design Center ” or “Seikatsu-Kobo” in Japanese sounds maybe more appropriate ,  
is the public facility where you can enjoy various programs like exhibitions ,  seminars and 
workshops for all ages .   We are mainly focusing on var ious things and issues in our everyday 
life ,  especially through designs of all kinds ,  significant cultures and environmental issues .   
Our object ive is to make our facility as “Design Museum of our way of life . ”

  Ar ts & crafts from all over the world ,  of course including Japan ,  show us aesthetic 
consciousness and diversity of sensitive hand works .   Focusing on technology and designs ,  
we appreciate the endeavor to make our life better .   And we think it is very important for us 
to reconsider our environment and create new value of our future life .  

  “Watch ,  Touch ,  Feel and Consider ” is what we think is important for our audience to 
experience.   From little children to grown-ups ,  we would like all of you to come and enjoy 
our programs and it will be our great pleasure if you feel something different and find out 
something special through them .   Thank you.We produce var ious programs along with the vision and missions of each category.

生活工房とは？生活工房の考え方
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L
ife

s
ty

le
 D

e
s

ig
n

 C
e

n
te

r

生
活
工
房

﹁
展
覧
会
﹂﹁
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
﹂﹁
セ
ミ
ナ
ー
／
イ
ベ
ン
ト
﹂﹁
地
域
と
市
民
活
動
﹂
の

４
つ
の
事
業
を
主
と
し
て
生
活
工
房
は
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

Lifestyle D
esign C

enter provides four m
ain figures of program

s: 
Exhibition, W

orkshop, Sem
inar/Event and Local C

om
m

unity.

⋮
世
田
谷
区
後
援　

⋮
世
田
谷
区
教
育
委
員
会
後
援　

⋮
世
田
谷
区
主
催

﹁
朗
読
講
座
・
豊
な
こ
と
ば
の
世
界
﹂　
年
4
回・
各
4
講
座
を
実
施
。

﹁
ギ
ャ
ラ
リ
ー
カ
フ
ェ
く
り
っ
く
﹂
の
展
示
に
関
し
て
は
P

64
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。



02 

生
活
工
房
に
つ
い
て

Interview

　

イ
ン
タ
ビ
�
�

08 

﹁
繊
維
を
紡
ぎ
、心
を
編
む
﹂ 

眞
田
岳
彦
︵
衣
服
造
形
家
︶

10 

﹁
作
家
と
し
て
の
羽
ば
た
き
﹂ 

玉
田
多
紀
︵
造
形
作
家
︶

12 

﹁
分
解
博
士
と
よ
ば
れ
て
﹂ 

伊
藤
敬
義
／
本
田
端
︵
株
式
会
社
東
芝
︶

30 

﹁
眠
り
の
旅
に
立
つ
前
に
⋮
﹂ 

佐
々
木
光
︵
セ
セ
ン
設
計
所
︶／

 

竹
村
真
由
子︵S

u
n

R
E

O
R

︶／
竹
田
由
美
︵
生
活
工
房
︶

Topics

　

事
業
関
連
ト
ピ
�
ク
ス

14 

季
節
を
折
る 

︱
﹁
日
本
の
伝
統
文
化
と
歳
時
記
﹂
作
品
紹
介

18 

ゆ
か
い
な
集
合
写
真
バ
ス
ツ
ア
ー
・
リ
ポ
ー
ト

20 

基
層
に
流
れ
る
も
の 

︱
﹁L

ife
 in

 F
ilm

﹂
作
品
紹
介

22 

彼
女
た
ち
の
14
歳 

︱
﹁
14
歳
の
ワ
ン
ピ
ー
ス
﹂

 

参
加
者
の
今
を
う
つ
す

26 

麺
の
世
界
︿
ト
リ
ビ
ア
編
﹀

28 

﹁
世
田
谷
お
は
な
し
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
﹂
が
選
ぶ
、

 

3
・
11
以
降
に
読
み
た
い
絵
本
10
冊

C
olum

n

　

コ
ラ
ム

16 

自
動
車
社
会
の
課
題
　
舘
内
端
︵
日
本
E
V
ク
ラ
ブ
︶

17 

普
段
着
の
国
際
交
流
　
林
部
宣
子
︵S

U
N

U
S

︶

24 

敦
煌
文
書
か
ら
見
え
る
麺
の
歴
史
　
勝
木
言
一
郎
　 

 

︵
東
京
文
化
財
研
究
所
︶

25 

14
歳
の
ワ
ン
ピ
ー
ス
　
飛
田
正
浩
︵spok

en
 w

ord
s project

︶

32 

イ
ヌ
イ
ッ
ト
の
壁
か
け
に
つ
い
て
　
笹
倉
い
る
美

 

︵
北
海
道
立
北
方
民
族
博
物
館
︶ 

 

モ
ラ
を
発
明
し
た
の
は
誰
？
　
宮
崎
ツ
ヤ
子
︵
モ
ラ
研
究
家
︶

Exhibition

︹
展
覧
会
︺
事
業
報
告

	

34 

電
気
自
動
車
が
約
束
す
る
未
来

	

35 
S

tack
-in

g
 D

esig
n

　
積
み
、重
ね
る
、
カ
タ
チ
。

	

36 
I'm

 so
 sleep

y

　
ど
う
に
も
眠
く
な
る
展
覧
会

	

37 

た
び
た
び
　
ひ
と
り
旅

 
B

o
o

jil

の
描
く
カ
ラ
フ
ル
な
世
界

	

38 

日
本
の
伝
統
文
化
と
歳
時
記

	

39 

ジ
ャ
ケ
買
い
の
ビ
ガ
ク
　
誘
惑
す
る
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
デ
ザ
イ
ン

	

40 

7
つ
の
海
と
手
し
ご
と
︽
第
1
の
海
︾ 

 
 

カ
リ
ブ
海
と
ク
ナ
族
の
モ
ラ

	

41 

7
つ
の
海
と
手
し
ご
と
︽
第
2
の
海
︾ 

 
 

北
極
海
と
イ
ヌ
イ
ッ
ト
の
壁
か
け

	

42 
D

A
Y

S
 JA

P
A

N

写
真
展
　
地
球
の
上
に
生
き
る
2
0
1
1

 
 

私
た
ち
が
世
界
の
未
来
に
で
き
る
こ
と

	

43 

玉
田
多
紀
　
作
品
／
活
動
発
表
展

 

﹁
創
造
す
る
ダ
ン
ボ
ー
ル
﹂

	

44 
JA

P
O

N
D

E
R

8

　
第
8
回
留
学
生
研
究
発
表
会

	

45 

写
真
館
の
写
真
展
︽
家
族
の
肖
像
︾

	

46 

1
0
0
年
あ
と
の
世
田
谷

W
orkshop

︹
ワ
�
ク
シ
�
�
プ
︺
事
業
報
告

	

48 

中
学
生
電
気
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
ー
カ
ー
教
室
／

 
 

中
学
生
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー
教
室

	

49 

手
か
ら
知
る 

う
つ
わ
と
や
さ
い
／

 
 

お
て
が
る
・
お
き
ら
く
・
コ
マ
撮
り
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

	

50 

分
解
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

 

家
電
製
品
の
仕
組
み
を
探
ろ
う
！ 

	

51 

14
歳
の
ワ
ン
ピ
ー
ス
／

 
 

D
J
体
験
教
室
︱S

E
T

A
G

A
Y

A

★M
IX

2
011

︱

Sem
inar / Event

︹
セ
ミ
ナ
�
／
イ
ベ
ン
ト
︺
事
業
報
告

	

53 

デ
ザ
イ
ン
で
読
む
﹁
本
﹂
と
﹁
電
子
書
籍
﹂

	

54 

眞
田
岳
彦
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン 

生い

の

ち命
を
つ
つ
む
未
来
繊
維

	

55 
L

ife in
 F

ilm

	

56 

食
の
文
化
史
　
世
界
を
旅
す
る
麺
之
路

	

57 

朗
読
講
座
﹁
豊
か
な
こ
と
ば
の
世
界
﹂
／

 
 

I
T
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
特
別
編

 
 

カ
メ
ラ
を
も
っ
て
世
田
谷
散
歩

	

58 

環
境
と
生
活
デ
ザ
イ
ン 

電
気
自
動
車
で
ご
飯
を
炊
こ
う
！
／

 
 

知
の
航
海
特
別
編
　
東
日
本
大
震
災
の
記
録

Local C
om

m
unity

︹
地
域
と
市
民
活
動
︺
事
業
報
告

	

60 

バ
ス
ツ
ア
ー
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

	

61 

市
民
活
動
の
た
め
の
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
／

 
 

第
20
回 

国
際
交
流 

i n
せ
た
が
や
2
0
1
2

	

62 

世
田
谷
ア
ー
ト
フ
リ
マ

	

63 

市
民
活
動
支
援
コ
ー
ナ
ー
／
世
田
谷
市
民
活
動
支
援
会
議

	

64 

お
は
な
し
い
っ
ぱ
い
／
ギ
ャ
ラ
リ
ー
カ
フ
ェ
く
り
っ
く

W
orks

　
生
活
工
房
で
つ
く
�
た
も
の

65 

生
活
工
房
の
美
味
し
い
レ
シ
ピ

68 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
レ
ビ
ュ
ー

72 
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ラ
シ
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー

76 

生
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房
お
で
か
け
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ベ
ー
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生
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房
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設
ガ
イ
ド
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協
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先
一
覧

目　

次

表 紙 イ ラ ス ト レ ー シ ョ ン ＝ 森 本 将 平

「Stack-ing Design 」展の体験するスタッキングコーナーで使用されたアルファベット 積み木（デザイン＝ del ibab ）。
 写 真 ＝ 平 野 太 呂
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先
端
繊
維
と
生
活
、
そ
し
て
心

︱
こ
れ
ま
で
も
眞
田
さ
ん
と
は
﹁
セ
タ
ガ

ヤ
ー
ン 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
︳
※

﹂
を
通
じ
て
、生

活
文
化
を
支
え
て
き
た
棉
を
栽
培
、収
穫
、紡

ぐ
と
い
う
過
程
を
参
加
者
と
共
有
し
て
作
品
を

提
案
す
る
こ
と
で
、心
の
豊
か
さ
に
つ
い
て
考

え
ま
し
た
。
そ
し
て
、今
年
度
は
先
端
繊
維
を

テ
ー
マ
に
、５
つ
の
領
域
︵
衣
、
医
療
、
食
、
移

動
、
住
︶
の
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。
い

ず
れ
の
事
業
に
お
い
て
も
、眞
田
さ
ん
の
活
動

は
、常
に
日
々
の
生
活
へ
の
眼
差
し
を
大
切
に

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。

眞
田
岳
彦
（
以
下
、
眞
田
）　
僕
は
衣
服
造
形
家
と
し

て
、衣
服
や
繊
維
を
素
材
と
し
た
作
品
づ
く
り

を
し
て
い
ま
す
。
流
行
を
生
み
出
す
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
と
し
て
の
服
で
は
な
く
、作
品
を
受
け

取
っ
た
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
そ
の
使
い
方
や
関

わ
り
方
に
つ
い
て
発
想
を
広
げ
る
も
の
を
つ
く

れ
た
ら
、人
は
自
分
な
り
の
幸
せ
を
手
に
入
れ

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

生
活
と
い
う
言
葉
は
〝
生
き
る
〟
を
〝
活
き

る
〟
と
書
く
。
生
活
工
房
も
、今
を
生
き
生
き

さ
せ
る
き
っ
か
け
を
見
つ
け
る
場
と
し
て
、僕

の
活
動
と
似
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
繊
維
︵
衣
服
︶
を
着
な
い
で
生
活
し
て
い
る

人
は
い
ま
せ
ん
し
、
み
ん
な
に
と
っ
て
繊
維

は
共
通
項
で
す
よ
ね
。
例
え
ば
、
ユ
ニ
ク
ロ
の

I N T E R V I E W　　「 生 命をつつむ未 来 繊 維 」の事 業 報 告は  P 5 4  をご 覧ください。

写真＝阿部健　取材・文＝生活工房

と
の
重
要
性
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
住
宅
資

材
に
つ
い
て
お
話
し
頂
い
た
竹
中
工
務
店
の
大

野
定
俊
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
の
芯
材
は
揺
れ
に

強
い
耐
震
性
を
求
め
て
開
発
し
て
き
た
が
、震

災
後
は
人
の
心
も
揺
れ
な
い
住
居
、
つ
ま
り
安

心
感
を
得
ら
れ
る
建
築
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
。

技
術
の
先
端
に
い
る
人
ほ
ど
、心
の
問
題
を
内

省
さ
れ
て
い
る
の
が
興
味
深
か
っ
た
で
す
。

　
豊
か
さ
を
問
い
続
け
る

︱
企
画
名
に〝
生
命
〟
と
い
う
言
葉
が
入
り

ま
し
た
が
、眞
田
さ
ん
が
各
回
で
制
作
さ
れ
た

作
品
で
も
人
の
根
源
的
な
部
分
を
照
ら
し
出
す

コ
ン
セ
プ
ト
が
印
象
的
で
し
た
。

眞
田
　
未
来
の
繊
維
は
こ
ん
な
に
夢
が
あ
る
と

伝
え
る
だ
け
で
は
な
く
、私
た
ち
が
未
来
の
繊

維
や
服
を
活
用
し
て
、
ど
の
よ
う
に
豊
か
に
生

き
る
か
を
生
活
工
房
で
は
提
案
す
べ
き
だ
と

思
い
ま
し
た
。
自
分
と
は
何
者
か
を
問
い
続
け
、

様
々
な
も
の
を
入
手
で
き
る
現
代
社
会
で
、
そ

の
知
識
と
具
体
性
を
ど
う
役
立
て
る
の
か
。
未

来
繊
維
が
生
命
や
生
活
、
そ
し
て
人
生
を
包
む

時
、
あ
な
た
は
ど
う
し
ま
す
か
？
　
と
問
い
か

け
る
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
一
般
的

な
先
端
繊
維
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、未
来
予
想
を
伝

え
る
だ
け
に
留
ま
る
こ
と
が
多
く
、人
間
不
在

と
い
う
か
自
分
と
の
関
係
が
見
え
づ
ら
い
。
人

ヒ
ー
ト
テ
ッ
ク
の
流
行
か
ら
、多
く
の
人
が
先

端
繊
維
の
存
在
を
知
り
ま
し
た
。
最
新
型
の
旅

客
機
や
震
災
後
の
防
護
服
な
ど
、先
端
繊
維
の

プ
ロ
ダ
ク
ト
を
目
に
す
る
機
会
が
増
え
た
の
で
、

タ
イ
ミ
ン
グ
的
に
も
、
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
に
関
心

を
も
っ
て
も
ら
え
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

︱
セ
タ
ガ
ヤ
ー
ン
は
地
域
の
方
と
、今
回
は

企
業
の
研
究
者
と
共
に
事
業
を
作
り
ま
し
た
。

眞
田
　
日
本
の
企
業
は
二
面
性
が
あ
り
、製
品
の

販
売
だ
け
で
な
く
、研
究
開
発
の
面
で
も
優
れ

て
い
ま
す
。
製
品
を
販
売
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

つ
ま
り
生
活
の
場
に
直
結
し
て
い
る
。
先
端
技

術
も
生
活
者
が
新
た
な
生
活
を
築
く
た
め
に
役

立
て
な
い
と
意
味
が
な
い
。
そ
こ
で
今
回
は
企

業
の
先
端
繊
維
を
知
る
こ
と
で
、私
た
ち
の
生

活
に
何
か
新
し
い
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

　
各
回
共
通
し
て
感
じ
た
の
は
、先
端
技
術
を

研
究
し
て
い
る
人
た
ち
こ
そ
〝
心
〟
と
い
っ
た

科
学
の
理
論
で
は
説
明
し
難
い
、見
え
な
い
も

の
を
重
要
視
し
て
い
る
こ
と
。
皮
膚
再
生
医
療

に
取
り
組
む
黒
柳
能
光
先
生
は
、心
と
医
療
の

関
係
性
に
触
れ
、
よ
り
美
し
く
再
生
さ
せ
る
こ

間
と
技
術
が
隔
た
り
な
く
、人
間
が
身
近
に
使

い
こ
な
せ
て
こ
そ
技
術
だ
と
思
い
ま
す
。

︱
大
震
災
を
経
て
、生
活
の
在
り
方
を
再
考

し
な
が
ら
、人
と
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
再

認
識
し
ま
し
た
。
今
後
は
文
化
的
に
も
公
共
的

に
も
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
必
要
性
が
問
わ
れ
、

そ
こ
で
は
デ
ザ
イ
ン
が
よ
り
力
を
発
揮
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

眞
田
　
そ
う
で
す
ね
。
震
災
に
よ
っ
て
多
く
の
人

が
死
に
つ
い
て
身
近
に
意
識
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
が
、
そ
の
こ
と
で
毎
日
を
見
つ
め
直
し
、

生
き
る
こ
と
の
本
質
に
つ
い
て
向
き
合
え
た

気
が
し
ま
す
。
僕
た
ち
が
デ
ザ
イ
ン
を
通
し
て
、

単
に
楽
し
さ
だ
け
で
は
な
く
、
ど
う
し
た
ら
日

常
と
非
日
常
の
双
方
を
意
識
し
な
が
ら
、今
日

の
暮
ら
し
に
活
か
せ
る
よ
う
な
仕
組
み
を
つ
く

れ
る
か
考
え
て
い
ま
す
。

︱
そ
れ
が
心
の
豊
か
さ
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

眞
田
　
セ
タ
ガ
ヤ
ー
ン
で
棉
を
育
て
、
自
分
た

ち
の
身
近
に
あ
る
幸
福
を
発
見
し
た
。
そ
し
て
、

企
業
の
先
端
技
術
を
見
知
っ
た
こ
と
で
、身
の

ま
わ
り
に
広
が
る
幸
福
を
知
っ
た
。
次
年
度
は

こ
う
し
た
先
端
繊
維
が
、
ど
う
し
た
ら
自
分
た

ち
の
生
活
の
豊
か
さ
や
安
心
に
つ
な
が
る
か
、

そ
う
い
う
実
用
例
を
示
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
そ
れ
は
備
蓄
で
き
る
も
の
で
も
、

毎
日
使
う
も
の
で
も
、心
の
拠
り
所
に
な
る
も

の
に
し
た
い
で
す
ね
。
拠
り
所
っ
て
楽
し
い

時
に
は
感
じ
ま
せ
ん
が
、困
っ
た
時
や
立
ち
止

ま
っ
た
時
に
、初
め
て
こ
れ
が
あ
っ
て
よ
か
っ

た
と
痛
感
す
る
。
そ
ん
な
提
案
を
企
業
や
専
門

的
な
団
体
と
手
を
組
み
な
が
ら
、生
活
工
房
と

共
に
発
信
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

※セタガヤーンプロジェクト（ 2007 ～ 2009 ）
眞田氏の衣服造形家の視点を軸に「 世田谷らしさ」「 家族の幸福」を考察したプロジェクト。棉の栽培には区民や学童約500人が参加した。

眞田岳彦（さなだ・たけひこ）

衣服造形家。衣服とテキスタイルによるアート・デザ
イン 活動を行い、国内外で作品を発表する。女子美術
大学・大学院教授。東北芸術工科大学客員教授。
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活
工
房
な
人
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ダ
ン
ボ
ー
ル
で
作
る
生
き
も
の

︱
玉
田
さ
ん
は
2
0
1
0
年
に
世
田
谷
区
が

主
催
し
た
芸
術
ア
ワ
ー
ド
〝
飛
翔
〟
で
﹁
生
活

デ
ザ
イ
ン
部
門
﹂
を
受
賞
し
、今
年
度
、生
活

工
房
で
活
動
発
表
展
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
特

徴
は
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
造
形
作
品
で
す

が
、
こ
の
手
法
は
ど
の
よ
う
に
始
ま
り
ま
し
た

か
？

玉
田
多
紀
（
以
下
、
玉
田
）　
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
使
い
始

め
た
の
は
2
0
0
6
年
く
ら
い
で
す
。
大
学
で

は
油
絵
を
専
攻
し
、平
面
作
品
を
作
っ
て
い
ま

し
た
が
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
に
触
れ
る
う
ち
に
立
体

も
作
り
始
め
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
立
体
造
形
を

学
ん
だ
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、最
初
は
作
品

を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
立
た
せ
る
こ
と
す
ら
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の
難
し
さ
や
思
う
よ
う
に

い
か
な
い
と
こ
ろ
が
楽
し
く
な
り
、立
体
作
品

に
の
め
り
込
み
ま
し
た
。
見
た
目
に
も
立
体
は

訴
え
る
も
の
が
あ
り
ま
す
し
ね
。

︱
4
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
大
作
も
小
さ
な
作

品
も
、
そ
の
多
く
が
動
物
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
ば
か
り
で
す
よ
ね
。

玉
田
　
動
物
園
に
取
材
に
行
っ
た
り
は
し
て
い

ま
す
が
、制
作
の
前
に
設
計
図
な
ど
は
作
ら
ず
、

手
を
動
か
し
な
が
ら
造
形
し
て
い
き
ま
す
。
ダ

ン
ボ
ー
ル
を
潰
す
作
業
の
中
で
、偶
然
、素
材

の
形
に
生
き
も
の
ら
し
さ
を
見
つ
け
、
そ
こ
か

ら
閃
い
て
作
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
ね
。
本
物
と

同
じ
よ
う
に
作
ろ
う
と
し
て
も
、
ダ
ン
ボ
ー
ル

︱
小
学
生
と
は
、小
学
校
に
お
邪
魔
し
て
4

年
生
の
図
工
の
授
業
で
行
っ
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
と
、
そ
し
て
夏
休
み
に
参
加
し
て
く
れ
た
小

学
生
た
ち
と
は
2
日
間
に
渡
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
行
い
ま
し
た
。
小
学
生
は
そ
れ
ぞ
れ
玉
田

さ
ん
と
同
じ
制
作
工
程
を
体
験
し
ま
し
た
。

玉
田
　
図
工
の
時
間
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
す

る
希
望
も
ず
っ
と
持
っ
て
い
た
の
で
す
が
、芸

術
ア
ワ
ー
ド
の
よ
う
な
機
会
で
な
い
と
実
現
が

難
し
い
の
で
、
と
て
も
よ
い
経
験
で
し
た
。

　
作
家
性
の
確
立
へ

︱
今
回
の
展
覧
会
で
は
、過
去
の
作
品
も
含

め
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
参
加
者
作
品
も
一
緒

に
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

玉
田
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
作
品
発
表
展
だ
と
、

単
な
る
工
作
展
に
な
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。

そ
れ
を
ア
ー
ト
と
し
て
見
せ
る
に
は
ど
う
す
れ

ば
よ
い
か
、
そ
こ
で
私
は
ど
の
よ
う
な
作
品
を

作
れ
る
の
か
。
今
回
の
活
動
や
展
示
を
通
じ
て

自
分
の
成
長
や
変
化
を
見
た
い
と
い
う
想
い
が

強
く
あ
り
ま
し
た
ね
。

︱
前
述
の
﹁
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
﹂
だ
け

で
は
な
く
、今
回
は
生
き
も
の
の
身
体
の
一
部

だ
け
を
精
緻
に
表
し
た
新
作
も
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
作
品
の
延
長
に
あ
り
ま
す
が
、

ア
プ
ロ
ー
チ
が
異
な
り
ま
す
ね
。

玉
田
　
こ
れ
ま
で
は
﹁
こ
れ
は
ダ
ン
ボ
ー
ル
で

作
っ
て
い
ま
す
。
す
ご
い
で
し
ょ
﹂
と
い
う
気

が
言
う
こ
と
を
聞
い
て
く
れ
な
い
︵
笑
︶。
だ

か
ら
リ
ア
ル
な
よ
う
で
、
リ
ア
ル
で
な
い
生
き

も
の
が
生
ま
れ
る
ん
で
す
。

︱
展
覧
会
で
お
披
露
目
さ
れ
た
大
き
な
鳥

の
作
品
﹁
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
﹂︵
羽
化
す

る
︶
も〝
火
の
鳥
〟
の
よ
う
な
想
像
上
の
生
き

も
の
を
思
わ
せ
る
雰
囲
気
が
あ
り
ま
し
た
。

玉
田
　
あ
の
作
品
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通

じ
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
卵
を
高
齢
者
の
方
と

作
り
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
小
さ
な
恐
竜
を
小

学
生
と
作
っ
て
、
そ
れ
が
成
長
し
羽
ば
た
く
と

い
う
、地
域
の
人
と
の
活
動
か
ら
生
ま
れ
た
ス

ト
ー
リ
ー
を
カ
タ
チ
に
し
た
作
品
で
す
。

︱
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て
、参
加
者
と

創
造
性
を
共
有
す
る
こ
と
が
受
賞
理
由
の
ひ
と

つ
で
し
た
。
子
ど
も
は
普
段
か
ら
接
す
る
機
会

が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、養
護
施
設
で
高
齢
者

と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
ど
う
で
し
た
か
？

玉
田
　
た
ま
に
親
子
参
加
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
行
う
と
、親
の
方
が
楽
し
ん
で
い
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
普
段
は
あ
ま
り
参
加
さ
れ

な
い
高
齢
者
の
方
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
し
て

み
た
い
と
い
う
想
い
が
あ
り
ま
し
た
。
力
の
い

る
作
業
な
ど
は
難
し
い
と
思
い
、卵
を
作
る
た

め
に
、
は
が
し
た
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
風
船
に
貼
る

と
い
う
作
業
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、単
純

作
業
過
ぎ
て
⋮
⋮︵
笑
︶。
参
加
し
た
方
は
手

を
動
か
す
の
も
得
意
な
方
が
多
く
、
も
う
少
し

作
り
込
ん
で
も
よ
か
っ
た
か
な
と
。
や
っ
て
み

て
気
づ
い
た
こ
と
は
多
か
っ
た
で
す
ね
。

持
ち
が
少
な
か
ら
ず
あ
り
ま
し
た
。
で
も
制
作

を
続
け
、
そ
の
段
階
を
超
え
た
時
に
、
テ
ー
マ

や
フ
ォ
ル
ム
に
し
っ
か
り
と
足
を
伸
ば
し
て
い

な
か
っ
た
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。
爪
の
形

や
尻
尾
の
形
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
よ
う
に
、身

体
の
一
部
だ
け
を
リ
ア
ル
に
追
求
し
て
も
、
そ

の
も
の
ら
し
さ
が
出
て
く
る
。
顔
な
ど
の
分
か

り
や
す
い
部
分
で
は
な
い
と
こ
ろ
に
、
そ
の
生

き
も
の
を
感
じ
さ
せ
る
作
品
を
作
る
こ
と
で
、

初
め
て〝
自
分
の
作
品
〟
と
し
て
見
れ
る
も
の

に
な
っ
た
気
が
し
ま
し
た
。
作
品
の
テ
ー
マ
に

気
持
ち
を
入
れ
る
よ
う
に
変
わ
っ
た
ん
で
す
。

︱
そ
う
い
う
意
味
で
は
今
回
の
展
示
は
玉
田

さ
ん
に
と
っ
て
節
目
に
な
っ
た
よ
う
で
す
ね
。

過
去
の
集
大
成
で
あ
り
、次
へ
の
第
一
歩
に
も

な
っ
た
。
ま
さ
に
飛
翔
と
い
え
る
よ
う
で
す
。

玉
田
　
作
家
と
し
て
は
展
示
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
け
ど
、自
分
の
強
み
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
も
あ
る
。
そ
れ
を
組
み
合
わ
せ
た
作
家

に
な
る
た
め
に
、
い
ろ
い
ろ
と
模
索
し
て
い
ま

し
た
。
今
回
、一
年
程
の
活
動
期
間
を
通
じ
て
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
展
示
の
あ
り
方
を
自
分
な

り
に
確
立
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
や
り
た

い
こ
と
が
す
べ
て
実
現
で
き
ま
し
た
し
、今
後

の
活
動
に
も
つ
な
が
る
充
実
し
た
時
間
だ
っ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。

玉
田
多
紀
（
た
ま
だ
・
た
き
）

造
形
作
家
。
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
レ
リ
ー
フ
状
に
貼
り
合
わ
せ
る
技
法

で
大
型
の
立
体
造
形
作
品
を
制
作
、
個
展
や
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
で
発

表
し
て
い
る
。
2
0
1
0
年
に
第
二
回
世
田
谷
区
芸
術
ア
ワ
ー
ド

〝
飛
翔
〞
生
活
デ
ザ
イ
ン
部
門
を
受
賞
。

生
活
工
房
な
人
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博
士
の
秘
か
な
楽
し
み

︱
小
学
生
を
対
象
に
し
た
生
活
工
房
の
人
気

企
画
﹁
分
解
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
﹂︵
以
下
、
分

解
W
S
︶
は
、東
芝
グ
ル
ー
プ
の
従
業
員
の
み

な
さ
ん
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
〝
分
解
博
士
〟
と

し
て
協
力
頂
い
て
い
ま
す
。
博
士
に
は
子
ど
も

た
ち
に
製
品
の
分
解
の
仕
方
や
そ
の
仕
組
み
を

教
え
て
頂
い
て
い
ま
す
が
、
お
二
人
は
普
段
ど

の
よ
う
な
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
？

伊
藤
敬
義
（
以
下
、
伊
藤
）　
私
は
ア
ン
テ
ナ
の
研
究

開
発
を
し
て
い
ま
す
。
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
、

自
動
車
、
人
工
衛
星
用
な
ど
多
種
多
様
で
す
。

ア
ン
テ
ナ
の
研
究
者
に
は
電
波
が
目
に
見
え
る

ん
で
す
よ
︵
笑
︶。
ア
ン
テ
ナ
を
見
る
と
電
波
の

出
方
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
の
で
す
。

本
田
端
（
以
下
、
本
田
）　
私
は
半
導
体
部
品
の
開

発
・
設
計
を
し
て
い
ま
す
。
基
板
に
た
く
さ
ん

付
い
て
い
る
の
に
、子
ど
も
た
ち
に
は
馴
染
み

が
な
い
の
で
、分
解
W
S
で
も
一
番
人
気
が
低

い
の
が
半
導
体
で
す︵
笑
︶。
で
も
半
導
体
が
優

れ
て
い
る
の
は
、小
さ
な
体
で
大
き
な
仕
事
を

す
る
と
こ
ろ
。
電
化
製
品
自
体
が
小
型
に
な
っ

た
の
も
半
導
体
の
お
か
げ
で
す
よ
。

︱
お
二
人
が
分
解
W
S
に
参
加
し
よ
う
と

思
っ
た
き
っ
か
け
を
教
え
て
下
さ
い
。

伊
藤
　
社
内
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
募
集
を
見
て
知
り
ま
し
た
。
子
ど
も
の
頃
か

ら
工
作
が
好
き
で
し
た
し
、
パ
ソ
コ
ン
の
分
解

が
で
き
る
と
い
う
の
で
、自
分
も
ぜ
ひ
分
解
し

た
い
と
思
っ
て
。
で
も
後
か
ら
聞
く
と
、
そ
う
い

う
動
機
の
博
士
ば
か
り
で
し
た︵
笑
︶。
子
ど
も

と
接
す
る
こ
と
も
楽
し
み
で
す
ね
。
実
は
自
分

の
子
ど
も
が
通
う
小
学
校
で
も
、
P
T
A
の
企

画
と
し
て
分
解
W
S
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

本
田
　
私
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
。
も
と
も

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
が
あ
り
、技
術
者
で

分
解
好
き
だ
っ
た
こ
と
も
一
致
し
て
、
す
ぐ
に

応
募
し
ま
し
た
。
技
術
者
は
専
門
性
が
強
く
視

野
が
狭
く
な
り
が
ち
な
の
で
、
い
ろ
ん
な
世
界

を
見
た
い
と
い
う
意
味
も
あ
り
ま
し
た
。
あ
ま

り
理
解
さ
れ
な
い
で
す
が
、他
人
に
説
明
す
る

こ
と
が
好
き
な
の
か
も
し
れ
な
い
で
す︵
笑
︶。

︱
専
門
外
の
製
品
を
分
解
す
る
こ
と
に
も
な

り
ま
す
が
、事
前
に
博
士
同
士
で
準
備
を
し
た

り
す
る
の
で
す
か
？

伊
藤
　
常
連
の
博
士
た
ち
が
定
期
的
に
集
ま
っ

て
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て
発
見
し
た
こ

と
を
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。
疑
問
点
が
あ
れ
ば

解
決
方
法
を
調
べ
、次
回
に
活
か
し
て
い
ま
す
。

そ
う
い
う
準
備
は
み
ん
な
喜
ん
で
し
て
い
ま
す

ね
。
子
ど
も
た
ち
に
は
、分
解
を
通
じ
て
製
品

の
仕
組
み
を
理
解
し
て
欲
し
い
の
で
す
が
、口

で
伝
え
る
だ
け
で
は
難
し
い
の
で
、色
々
と
ア

イ
デ
ア
を
練
っ
て
、工
夫
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、製
品
か
ら
部
品
を
冷
や
す
た
め
の
フ
ァ
ン

が
出
て
き
た
時
、扇
風
機
み
た
い
に
回
る
と
言

葉
で
伝
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
場
で
電
池

に
つ
な
げ
て
フ
ァ
ン
を
回
し
て
見
せ
る
と
﹁
本

当
だ
！
﹂
っ
て
、
よ
り
実
感
し
て
も
ら
え
る
。
そ

う
い
う
小
ネ
タ
を
毎
回
楽
し
み
な
が
ら
準
備
し

て
い
ま
す
。

本
田
　
説
明
の
難
し
さ
は
毎
回
気
づ
か
さ
れ
ま

す
ね
。
ド
ラ
イ
バ
ー
の
使
い
方
に
し
て
も
、
い

く
つ
も
説
明
を
考
え
、毎
年
ち
ょ
っ
と
ず
つ
変

え
た
り
し
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
所
は
非
常
に

苦
心
し
ま
す
が
、分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
こ

と
を
永
遠
の
テ
ー
マ
に
、改
善
し
続
け
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
が
説
明
を
し
っ
か
り
理
解
し

て
く
れ
た
と
い
う
感
触
を
得
た
時
に
や
り
が
い

を
感
じ
て
い
ま
す
。

伊
藤
　
寸
劇
で
説
明
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す

︵
笑
︶。
今
は
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
も
人
に
伝
え
る
能

力
が
強
く
求
め
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
活
動
が
訓

練
に
も
な
り
、職
場
で
も
活
か
さ
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

　
社
会
貢
献
を
越
え
て

︱
生
活
工
房
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
、子
ど
も
た
ち
が
普

段
接
す
る
こ
と
の
な
い
企
業
の
研
究
者
や
開
発
者

と
触
れ
合
う
機
会
も
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

本
田
　
私
も
小
学
生
の
頃
の
課
外
授
業
を
い
ま

だ
に
覚
え
て
い
ま
す
。
分
解
W
S
も
間
違
い
な

く
参
加
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
将
来
に
良
い

影
響
を
与
え
る
と
思
っ
て
い
て
、私
た
ち
の
よ

う
な
初
め
て
会
っ
た
大
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
も
と
て
も
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

伊
藤
　
子
ど
も
の
理
科
離
れ
が
言
わ
れ
ま
す
が
、

I N T E R V I E W　　「 分 解ワークショップ 」の事 業 報 告は  P 5 0  をご 覧ください。

分解博士の伊藤敬義さん（右）と本田端さん。この日も

撮影用にノートPC の分解をして 下さいました。

写真＝平野太呂　取材・文＝生活工房
協力＝株式会社東芝  CSR 推進室

本
質
的
に
は
今
も
昔
も
変
わ
っ
て
い
な
い
と
、

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て
感
じ
ま
し
た
。

ド
ラ
イ
バ
ー
を
使
え
な
い
子
が
い
ま
す
が
、
そ

れ
は
手
先
が
不
器
用
だ
か
ら
で
は
な
く
、経
験

が
な
い
か
ら
。
き
ち
ん
と
教
え
る
こ
と
で
使
え

る
よ
う
に
な
り
ま
す
し
、
そ
の
集
中
力
は
す
ご

く
て
、途
中
で
飽
き
て
投
げ
出
す
子
は
ほ
と
ん

ど
い
ま
せ
ん
。
疲
れ
て
、
フ
ラ
フ
ラ
に
な
っ
て

帰
る
子
は
い
ま
す
が︵
笑
︶。
で
も
、
そ
の
子
に

と
っ
て
、新
し
い
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

︱
博
士
の
み
な
さ
ん
が
部
署
を
越
え
て
集
い
、

熱
心
に
お
考
え
頂
く
こ
と
で
分
解
W
S
が
支
え

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

相
馬
季
子
（
東
芝 

C
S
R
推
進
室
）　
様
々
な
部
署
の

従
業
員
が
集
ま
り
、互
い
の
専
門
性
や
知
見
を

活
か
す
こ
と
で
、活
動
の
幅
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
東
芝
で
は
、
こ
の
よ
う
な
社
会
貢
献

活
動
を
通
し
て
社
内
交
流
の
活
性
化
を
は
か
る

こ
と
も
大
切
と
考
え
て
い
ま
す
。

生活工房な人 　 I N T E R V I E W  3

分解博士とよばれて

I N T E R V I E W
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「
日
本
の
伝
統
文
化
と
歳
時
記
」に
み
る
カ
タ
チ

青 海 波

連鶴とは折り紙の 1 種で、1 枚の和紙に切り込みを入れて

つくられる数羽の連続した折鶴のこと。「青海波」は江戸時

代から伝承された連鶴。9 羽の鶴を折りこみ、波を表現し

ている。日本の風土と独自の手法で育まれた和紙文化は、

現代も生活の様々な場面に使われるだけではなく、文化的

な視点からみても、私たちの暮らしに深く根付いている。

折 形

贈答や室礼などの際に用いた、紙を折って物を包む、古来よ

り伝承されてきた日本の礼作法のひとつ「折形」。祝いごと

や他者への配慮を忘れない日本人の“気配りの心”が表現

された文化でもある。写真はその雛型で、実際の 4分の1の

大きさに折り、これを後世に代々伝え残した。正しい折手

順が分かるように、雛型には家元の印が押されている。

写
真
＝
平
野
太
呂
　
協
力
＝
お
茶
の
水
・
お
り
が
み
会
館
／
花
村
孝
子

季節を折る　　「 日 本の伝 統 文 化と歳 時 記 」の事 業 報 告は  P 3 8  をご 覧ください。 季節を折る

季
節
を
折
る
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自
動
車
に
乗
る
前
に
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
が
２
つ
あ
る
。
そ
ん
な
時

代
に
な
っ
た
。

　
ひ
と
つ
は
、
排
気
管
か
ら
出

る
二
酸
化
炭
素
＝C

O
2

の
排
出

量
だ
。
も
う
ひ
と
つ
は
エ
ン
ジ
ン

で
燃
や
す
ガ
ソ
リ
ン
＝
石
油
に
つ

い
て
で
あ
る
。

　
1
リ
ッ
ト
ル
の
ガ
ソ
リ
ン
が
燃

え
る
と
2
・
32
キ
ロ
グ
ラ
ム
のC

O
2

が
排
気
管
か
ら
出
て
し
ま
う
。
燃
費
を

リ
ッ
タ
ー
10
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
す
る
と
、

私
た
ち
は
10
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
走
る
ご
と

に
2
・
32
キ
ロ
グ
ラ
ム
のC

O
2

を
排
出
し

て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
　

　
そ
の
結
果
、
平
均
的
な
自
家
用
車
オ
ー

ナ
ー
は
1
年
間
に
4
〜
5
ト
ン
のC

O
2

を

排
出
し
て
し
ま
う
の
だ
。
日
本
の
自
動
車

は
、
日
本
全
体
の
お
よ
そ
17
％
も
のC

O
2

を
排
出
す
る
。
私
た
ち
自
動
車
利
用
者
の
責

任
は
ま
ぬ
か
れ
な
い
。

　
ご
存
じ
の
よ
う
にC

O
2

は
地
球
温
暖
化

の
原
因
物
質
だ
。
地
球
の
平
均
気
温
が
工

業
化
前
に
対
し
て
プ
ラ
ス
2
℃
を
超
え
る

と
、
地
球
の
気
候
は
大
き
く
変
動
し
、
危
険

な
領
域
に
入
る
。
そ
れ
を
防
止
す
る
に
は
、

2
0
5
0
年
に
は
現
在
のC

O
2

排
出
量
の

　
オ
ー
プ
ン
当
初
の
祖
師
谷
国
際
交
流
会
館

は
、
学
生
さ
ん
が
生
活
を
始
め
る
準
備
が
で

き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
調
理
器
具
や
食
器

も
何
も
無
く
て
。
家
族
棟
も
あ
り
ま
す
か
ら

奥
さ
ん
や
お
子
さ
ん
を
伴
っ
て
留
学
さ
れ
て

い
る
方
も
い
る
の
に
、
お
子
さ
ん
の
も
の
は

二
段
ベ
ッ
ド
だ
け
で
布
団
が
な
い
の
で
す
。

ミ
ル
ク
を
沸
か
す
お
鍋
も
無
い
。
言
葉
も
通

じ
な
く
て
買
い
物
に
も
不
便
し
て
い
て
。
こ

れ
は
サ
ポ
ー
ト
し
な
け
れ
ば
、
と
い
う
母
親

と
し
て
の
気
持
ち
か
ら
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

半
分
に
減
ら
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自
動

車
はC

O
2

を
排
出
し
な
い
よ
う
に
な
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　C
O

2

排
出
量
が
少
な
い
自
動
車
の
一
番

の
候
補
が
電
気
自
動
車
だ
。
ガ
ソ
リ
ン
車
に

く
ら
べ
て
お
よ
そ
4
分
の
1
の
排
出
量
で

あ
る
。
エ
ン
ジ
ン
で
走
る
自
動
車
か
ら
電
気

で
走
る
自
動
車
へ
。
私
た
ち
の
自
動
車
の
選

び
方
を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
に

な
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
世
界
の
自
動
車
は
世
界
の
石

油
生
産
量
の
半
分
を
使
っ
て
し
ま
う
こ
と
を

ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
現
在
9
億
台

も
の
自
動
車
保
有
台
数
は
2
0
2
0
年
に
は

15
億
台
に
増
大
す
る
と
い
わ
れ
る
。
そ
う
な

る
と
自
動
車
の
石
油
消
費
量
は
世
界
全
体
の

77
％
に
も
増
え
る
。
こ
れ
を
賄
う
に
は
世
界

最
大
の
石
油
生
産
国
で
あ
る
サ
ウ
ジ
ア
ラ

ビ
ア
が
あ
と
2
つ
必
要
に
な
る
。

　
一
方
、
石
油
生
産
は
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
い

て
こ
れ
以
上
増
え
な
い
。
と
て
も
サ
ウ
ジ
ア

ラ
ビ
ア
2
国
分
も
の
増
産
は
不
可
能
だ
。
増

え
る
石
油
需
要
、
減
る
供
給
量
。

　
そ
の
結
果
、
残
り
少
な
い
石
油
の
確
保
を

め
ぐ
っ
て
世
界
の
紛
争
が
激
化
す
る
。
そ
の

主
た
る
原
因
は
エ
ン
ジ
ン
自
動
車
だ
。
私
た

ち
は
、
世
界
を
安
定
さ
せ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安

全
保
障
を
確
か
な
も
の
に
す
る
た
め
に
、
エ

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
国
際
交
流
と
い
う
と
、

こ
ち
ら
側
が
や
っ
て
あ
げ
た
い
と
思
う
こ
と

を
し
た
り
イ
ベ
ン
ト
的
な
も
の
が
多
い
の
で

す
が
、
そ
う
で
は
な
く
て
、
学
生
さ
ん
た
ち

が
欲
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
応
え
ら
れ

る
こ
と
が
あ
れ
ば
一
緒
に
や
り
ま
し
ょ
う
、

と
い
う
既
存
の
団
体
と
は
違
う
活
動
を
し
た

い
と
思
い
会
館
オ
ー
プ
ン
以
来
活
動
を
始
め

今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
外
国
人
だ
か
ら
と
特

別
扱
い
す
る
の
で
は
な

く
、
普
段
私
た
ち
が
隣

近
所
の
人
た
ち
と
交
流

す
る
よ
う
に
彼
ら
と
接

す
る
こ
と
が
一
番
い
い

の
で
は
な
い
か
。
彼
ら

が
今
の
日
本
、
今
の
日

本
人
と
い
う
も
の
に
触

れ
て
い
っ
て
く
れ
れ
ば
、

過
去
の
歴
史
の
こ
と
も

塗
り
か
え
て
も
ら
え
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い

う
思
い
は
す
ご
く
強
い
で
す
。

　
数
多
く
の
中
国
の
学
生
さ
ん
か
ら
「
林

部
さ
ん
っ
て
本
当
に
日
本
人
で
す
か
？
」
と

聞
か
れ
ま
し
た
。
あ
ん
ま
り
そ
の
質
問
が
多

い
の
で
「
ど
う
し
て
？
」
と
聞
い
た
ら
、
信

じ
が
た
い
ん
で
す
よ
っ
て
。
教
え
ら
れ
て
き

た
日
本
人
の
イ
メ
ー
ジ
と
あ
ま
り
に
も
か
け

ン
ジ
ン
自
動
車
か
ら
石
油
を
使
わ
な
い
自
動

車
へ
と
、
自
動
車
の
選
び
方
を
変
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
時
代
を
迎
え
て
い
る
。

　
電
気
自
動
車
は
、
そ
の
名
前
の
と
お
り
電

池
に
蓄
え
た
電
気
で
走
る
。
電
池
に
蓄
え
る

電
気
を
発
電
す
る
に
は
、
石
油
に
限
ら
ず
多

様
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
使
え
る
。
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
発
電
し
た
電
気
を
使
え
ば
、C

O
2

排
出
量
は
ゼ
ロ
と
な
り
、
脱
石
油
も
可
能
だ
。

　
し
か
も
、
日
本
の
自
動
車
が
す
べ
て
電
気

自
動
車
に
な
っ
て
も
、
必
要
な
電
気
は
発
電

設
備
能
力
の
6
％
ほ
ど
で
す
む
。
そ
れ
ば
か

り
か
電
力
使
用
量
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
と
き

に
は
、
使
っ
て
い
な
い
電
気
自
動
車
か
ら
電

気
を
吸
い
出
し
て
、
ピ
ー
ク
を
和
ら
げ
る
こ

と
も
で
き
る
。
さ
ら
に
、
災
害
時
に
停
電
し

た
と
き
に
も
電
気
自
動
車
の
電
気
を
家
庭
で

使
う
こ
と
が
で
き
る
。
平
均
的
な
家
庭
で
2

日
分
の
電
気
が
蓄
え
ら
れ
る
か
ら
だ
。

　
電
気
自
動
車
が
増
え
る
と
、
私
た
ち
は
ま

す
ま
す
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

離
れ
す
ぎ
て
い
て
、
自
分
た
ち
と
心
の
交
流

が
で
き
る
よ
う
な
日
本
人
が
想
像
つ
か
な
い
、

と
。
そ
れ
を
言
わ
れ
た
時
に
は
本
当
に
嬉
し

か
っ
た
で
す
ね
。

　
言
葉
で
苦
労
し
た
こ
と
は
な
い
で
す
ね
。

私
は
日
本
語
し
か
で
き
な
い
か
ら
、
と
明
言

し
て
い
る
ん
で
す
。
そ
う
す
る
と
逆
に
学
生

さ
ん
が
協
力
し
て
く
れ
る
。
来
た
ば
か
り
の

学
生
さ
ん
の
日
本
語
が

た
ど
た
ど
し
く
て
こ
ち

ら
の
言
う
こ
と
が
理
解

で
き
な
い
時
は
、
半
年

な
り
一
年
な
り
先
輩
の

学
生
さ
ん
に
声
を
か
け

ま
す
。
そ
う
す
る
と
そ

の
学
生
さ
ん
は
自
分
も

言
葉
や
生
活
文
化
の
違

い
で
戸
惑
っ
て
い
た
時

期
が
あ
る
の
で
、
必
ず

快
く
協
力
し
て
く
れ
ま

す
。
た
だ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
留
学
生
の
た
め

に
活
動
す
る
の
で
は
な
く
て
、
必
ず
留
学
生

と
一
緒
に
活
動
す
る
。
私
は
日
本
語
し
か
で

き
な
い
け
ど
、
で
も
私
で
も
で
き
る
こ
と
が

あ
れ
ば
、
っ
て
。
国
際
交
流
イ
コ
ー
ル
英
語

が
で
き
な
い
と
、
と
い
う
意
識
は
塗
り
か
え

て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　
会
館
に
は
2
年
間
し
か
住
め
ま
せ
ん
か
ら
、

舘
内
端
（
た
て
う
ち
・
た
だ
し
）

1
9
4
7
年
群
馬
県
生
ま
れ
。
日
本
大
学
理
工
学
部
卒
業
。
東

京
大
学
宇
宙
航
空
研
究
所
勤
務
の
後
、
レ
ー
シ
ン
グ
カ
ー
の
設

計
に
携
わ
る
。
94
年
に
日
本
E
V
ク
ラ
ブ
を
設
立
し
代
表
を
務

め
る
。
生
活
工
房
で
は
、
中
学
生
を
対
象
に
し
た
電
気
自
動
車

や
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー
の
組
み
立
て
教
室
を
は
じ
め
環
境
セ
ミ

ナ
ー
の
講
師
を
務
め
る
。

h
ttp

://w
w

w
.je

vc
.g

r.jp
/

林
部
宣
子
（
は
や
し
べ
・
の
り
こ
）

留
学
生
や
元
留
学
生
、
世
田
谷
区
、
祖
師
谷
国
際
交
流
会
館
と

協
働
し
、
外
国
人
と
共
生
す
る
住
み
良
い
環
境
作
り
の
た
め
に
、

国
際
間
の
理
解
、
親
善
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
団
体

S
U

N
U

S

（
サ
ナ
ス
）
の
代
表
。
生
活
工
房
で
は
留
学
生
の
研
究

発
表
会
「J

A
P

O
N

D
E

R

」
を
主
催
。
本
年
度
で
８
回
目
を
数

え
る
。

h
ttp

://su
n

u
s.jp

/

本コラムに関する事 業 報 告は  P 3 4  、 P 4 8  、 P 5 8  をご 覧ください。　　コラムコラム　　 本コラムに関 する事 業 報 告は  P 4 4  をご 覧ください。

継
続
し
て
勉
強
す
る
人
た
ち
は
民
間
の
ア

パ
ー
ト
に
移
ら
な
い
と
い
け
な
い
わ
け
で
す

が
、
交
渉
す
る
の
が
と
て
も
難
し
い
ん
で
す
。

ま
だ
ま
だ
外
国
人
お
断
り
が
当
た
り
前
な
ん

で
す
ね
。
借
り
る
の
も
大
変
で
す
が
、
学
生

に
ど
う
し
て
だ
め
な
の
か
を
理
解
さ
せ
る
の

も
大
変
で
…
。
日
本
人
と
し
て
恥
ず
か
し
い

と
同
時
に
、
や
り
き
れ
な
い
気
持
ち
が
す
ご

く
大
き
い
で
す
。
私
た
ち
が
関
わ
る
こ
と
に

よ
っ
て
少
し
で
も
早
く
地
域
に
溶
け
込
ん

で
、
心
細
さ
か
ら
解
放
さ
れ
安
心
し
て
勉
強

が
続
け
ら
れ
れ
ば
と
。
そ
う
い
う
時
に
地
域

の
人
た
ち
に
お
力
添
え
い
た
だ
く
た
め
に
も
、

留
学
生
に
つ
い
て
多
く
の
人
に
理
解
し
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
会
館
で
暮
ら
し
た
人
は
1
万
人

を
超
え
ま
す
が
、
世
界
中
か
ら
来
て
い
る
若

者
が
国
に
戻
っ
た
時
に
、
日
本
と
い
う
存
在

が
い
つ
ま
で
も
忘
れ
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
に
、
心
の
通
っ
た
交
流
を
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

普 段 着 の 国 際 交 流 自 動 車 社 会 の 課 題

談＝林 部 宣 子（ S U N U S ）　 文＝舘 内 端（日本 E Vクラブ ）

 コラム 0 2  コラム 0 1
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撮影＝小山遥

撮影＝高橋希

撮影＝高橋希

撮影＝ゆかい

撮影＝高橋希

こどものひろば公園

昭和48年開園。東京100 年記念祭事業として区内

の小学校から募集した、子どもたちの遊び場プラ

ンをもとに設計。園内は、噴水や少年野球場があ

るケヤキとヒマラヤスギに囲まれた「 山の公園 」

と、川とその上にかかるスカイウェイやトリデな

どの遊具がたのしい「 川の公園 」から成る。

世田谷八幡宮

寛治五（10 91）年 に、後三年の役の帰途、源義家

が雨宿りのため、宮の坂に滞在。この度の戦勝は、

日頃氏神としている八幡大神の御加護に依るも

のと思い、豊前国の宇佐八幡宮の御分霊をこの地

に勧請しお祭りしたのが始まりという。

善養寺

本尊は大日如来坐像。開山は祐栄阿闍梨（1652

年遷化）。総本山は智積院。深沢村から移され、鎮

守野毛六所神社の神輿をいれる神輿堂や閻魔堂

があったとされている。境内には都の天然記念物

に指定されるカヤの大木がある。

「こどもの ひろば 公 園」撮 影 終 了。
お昼に向けて移動中です。

tweet

池
田
晶
紀
（
ゆ
か
い
）

写
真
家
。
1
9
7
8
年
横
浜
生
ま
れ
。
2
0
0
6
年

写
真
事
務
所
「
ゆ
か
い
」
設
立
。
国
内
外
で
個
展
・

グ
ル
ー
プ
展
多
数
。

h
ttp

://yu
k

a
istu

d
io

.c
o

m
/

バ
ス
ガ
イ
ド
に
扮
す
る
は
、

生
活
工
房
の
ス
タ
ッ
フ
◎

大
型
バ
ス
で

キ
ャ
ロ
ッ
ト
タ
ワ
ー
を
出
発
で
す
！

写
真
家
の
池
田
晶
紀
さ
ん
率
い
る
＂
ゆ
か
い
＂
の
み
な
さ
ん
と

参
加
者
38
名
が
、区
内
屈
指
の
集
合
写
真
ポ
イ
ン
ト
を

め
ぐ
る
バ
ス
ツ
ア
ー
に
出
発
！　

当
日
の
様
子
を
実
況
し
た

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
で
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
し
ま
す
。

世
田
谷
の
イ
ー
ス
タ
ー
島

！？

神
秘
的
な
石
像
が
迎
え
て
く
れ
る

パ
ワ
ー
・
ス
ポ
ッ
ト
！

夢
の
よ
う
な
ひ
と
と
き
で
し
た
⋮
⋮

通
称
＂
ア
リ
の
巣
＂

！？

ゆ
か
い
な
遊
具
が
あ
る
公
園

撮
ら
れ
た
ら
負
け
よ
！

ハ
ッ
ケ
ヨ
イ
！

移
動
も
た
の
し
く
♪

ワ
ン
マ
ン
シ
ョ
ー

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
な
う
。

ホ
ッ
ト 

de
一
息

やっと落ち着き、江山観光の横田
さんのおもしろご 挨 拶です。さ
すがのプロの“べしゃり道 ”～。

お 昼 は、駒 沢 大 学 駅 そ ば の、コ
ロッケ西郷亭のお弁当を、世田谷
八幡宮で、いっただきま～すっ。

勝運・開運の神様 世田谷八幡宮。

最後の撮影 ポイント、多摩川沿い
の「善養寺」にて、御住職のお話
を伺い、石仏群の前で記念撮影。

tweet

tweet

tweet

tweet

バスの中で、ひとりずつ、それぞれ
のストーリーで撮影中。プロの機
材で、本日の初シュート。

tweet

「ゆかいな集合写真」バスツアー出発
します！ 本日、できる限り実況中継を
試みますので、ご参加いただけなかっ
た方もお楽しみください。

tweet

tweet

1 つ目のシュートポイント「こどもの
ひろば公園」に到着。「ゆかい」の池田
さんから、今日をどんな風に過ごすの
か、おもしろおかしく紹介中です。

tweet

本日の世田谷を巡るバスツアーは、多摩川河川
敷で、見知らぬ野球 チームの練習を背景にお借
りしながら、38人の参加者による集団 パフォー
マンスをもって、みごと大団円を迎えました。
写真の完成をお楽しみに！ゆかいな仲間とも
ども、またのご乗車をお待ちしております～。

集
合
写
真
バ
ス
ツ
ア
ー

移 動 中、恒 例 の ホ ッと ド リ ン
クサービスです。エプロンで
ギャルソンに早がわり。

tweet

ゆ
か
い
な
写
真
を
撮
っ
て
、

未
来
の
自
分
を
笑
わ
せ
よ
う
☆

集合写真バスツアー　　「 バスツアーワークショップ 」の事 業 報 告は  P 6 0  を、関 連マップは  P 7 6  をご 覧ください。 集合写真バスツアー
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忘
れ
か
け
た
時
に
は

よ
み
が
え
ら
せ
な
い
と

　
記
憶
の
点
と
点
と
が
つ
な
が
る
。
民
族
文
化
映
像
研
究
所

（
以
下
、
民
映
研
）
の
姫
田
所
長
と
お
話
し
て
い
る
と
、
い
つ

も
そ
ん
な
瞬
間
が
お
と
ず
れ
ま
す
。

　
民
映
研
は
、
人
間
の
生
活
・
文
化
の
「
自
然
と
の
深
い
対
応

と
共
生
」
の
在
り
よ
う
を
「
基
層
文
化
」
と
呼
び
、
日
本
や
世

界
の
農
山
村
・
漁
村
の
生
活
を
記
録
し
て
き
ま
し
た
。
長
年

の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
、
そ
の
出
会
い
に
培
わ
れ
た
姫
田

さ
ん
の
対
話
力
が
、
人
の
内
面
を
引
き
出
し
、
話
し
た
い
と
い

う
思
い
を
引
き
出
す
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
「
し
ゃ
べ
り
た
く
な
る
ま
で
３
年
で
も
５
年
で
も
通
う
」

と
い
う
姿
勢
は
、
今
回
上
映
し
た
17
作
品
の
中
に
も
表
れ
て

い
ま
す
。『
奥
会
津
の
木
地
師
』
は
、
土
地
の
人
々
と
の
共
同

作
業
に
よ
っ
て
木
地
屋
敷
を
建
て
、
木
地
師
の
生
活
と
技
術

を
再
現
記
録
し
た
作
品
で
す
。
そ
れ
は
そ
の
土
地
に
身
を
置

き
、
肉
声
で
話
し
合
い
、
信
頼
関
係
を
築
か
な
け
れ
ば
な
し
得

な
い
大
仕
事
で
す
。

　
生
活
に
身
を
寄
り
添
わ
せ
る
こ
と
。
そ
う
し
て
初
め
て
分

か
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
や
機
微
。「
人
生
の
ひ
だ
、生
き
る
と
い
う

こ
と
の
ひ
だ
、
そ
れ
を
可
能
な
限
り
わ
き
ま
え
る
」
と
い
う
姫

田
さ
ん
の
姿
勢
、
被
写
体
と
な
る
人
々
へ
の
敬
意
は
、
ど
の
作

品
に
も
通
底
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
上
映
会
の
来
場
者
か
ら
は
「
何
か
を
求
め
て
来
て

い
る
」
と
い
う
静
か
な
熱
気
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
特
集
し
た

布
・
木
・
紙
の
映
像
に
は
、
草
木
か
ら
繊
維
を
取
り
出
し
、
紡

ぐ
、
織
る
、
漉
く
、
木
を
は
つ
る（
削
る
）
と
い
う
手
仕
事
が
記

録
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
暮
ら
し
と
遠
く
離
れ
、
消
費
に
傾

い
た
都
市
に
生
き
る
私
た
ち
。
民
映
研
の
作
品
を
世
田
谷
で

上
映
す
る
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。

　
「
忘
れ
や
す
い
都
市
生
活
者
に
想
起
さ
せ
る
こ
と
」

―
。

映
像
に
は
、
現
代
人
が
便
利
さ
と
引
き
換
え
に
手
放
し
て
き

た
知
恵
と
技
術
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
先
人
た
ち
が
積
み

重
ね
て
き
た
歴
史
の
重
層
。
映
像
は
、
そ
の
奥
深
く
の
基
層
に
、

自
然
に
依
拠
し
た
暮
ら
し
と
、
人
の
生
き
る
底
力
が
あ
る
こ

と
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
忘
れ
か
け
た
時
に
は
よ
み
が
え
ら
せ
な
い
と
」

―
。

映
像
は
人
の
生
を
動
的
に
記
録
し
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
観

る
人
に
多
く
の
こ
と
を
伝
え
、
大
切
な
記
憶
を
思
い
出
さ
せ

ま
す
。
今
を
生
き
て
い
く
た
め
の
力
、
自
分
の
中
に
も
あ
る
だ

ろ
う
力
を
思
い
出
し
た
い
。
そ
れ
を
喚
起
さ
せ
る
出
会
い
を
、

私
た
ち
は
求
め
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
映
像
か
ら
発
見
し
た
こ
と
を
糧
に
、
ど
の
よ
う
に
自
ら
の

暮
ら
し
を
築
い
て
い
く
か
、
更
な
る
歴
史
の
層
を
重
ね
て
い

く
の
か
。
そ
し
て
、「
自
分
は
ど
こ
か
ら
生
き
て
い
く
か
、
ど

の
光
を
求
め
て
い
く
の
か
」。
民
映
研
の
映
像
は
、
そ
ん
な
問

い
を
投
げ
か
け
続
け
ま
す
。

姫
田
忠
義
（
ひ
め
だ
・
た
だ
よ
し
）

1
9
2
8
年
兵
庫
県
生
ま
れ
。1
9
6
1
年
か
ら
映
像
に
よ
る
民

族
文
化
の
記
録
作
業
を
開
始
。
1
9
7
6
年
民
族
文
化
映
像
研
究

所
設
立
し
所
長
と
な
る
。
日
本
映
画
大
学
特
任
教
授（
民
俗
学
）。

徹
底
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
基
礎
と
す
る
そ
の
活
動
は
、
日

本
記
録
映
画
史
に
お
い
て
も
ユ
ニ
ー
ク
な
立
場
を
築
き
、
海
外

の
研
究
者
か
ら
は
「
映
像
人
類
学
」
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
上
映
会
「L

ife
 in

 F
ilm

」。
そ
の

映
像
に
は
、
自
ら
の
手
で
衣
食
住
の
暮
ら
し
を
築
い
て
き

た
先
人
た
ち
の
姿
が
映
っ
て
い
ま
す
。
自
然
を
生
か
し
、

自
然
に
生
か
さ
れ
た
生
活
。
フ
ィ
ル
ム
の
中
に
、
現
代
社

会
が
失
い
つ
つ
あ
る
も
の
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

文
＝
天
野
典
子
（
生
活
工
房
）　
協
力
＝
民
族
文
化
映
像
研
究
所

基
層
に
流
れ
る
も
の

姫
田
忠
義
さ
ん
の
言
葉
に
想
う

Vo l . 1  布 と 生 活 　

Vo l . 2  木 と 生 きる

Vo l . 3  紙 にこ める

L i f e  i n  F i lm　上 映 作 品 紹 介

『津軽こぎん―高橋寛子―』

1978年／25分／

制作：伊勢真一

『新島の真田織り』

1997年／ 32分

『武州藍』

1986年／31分

『茂庭のしなだ織』

1991年／ 31分

『遥かなる記録者への道―

姫田忠義と映像民俗学』

2007年／ 75分

『うつわ―食器の文化』

1975年／41分

『奥会津の木地師』

1976年／ 55分

『草・つる・木の恵み―

飛騨国白川郷』

1998年／57分

『信州木曾あげまつサワラの

木工芸』

2004年／58分

『遥かなる記録者への道―

姫田忠義と映像民俗学』

2007年／75分

『小川和紙』

1992年／40分

『神と紙 その郷のまつり』

1993年／58分

『遥かなる記録者への道―

姫田忠義と映像民俗学』

2007年／75分

『埼玉の木地師』1990年／40分

奥秩父の山々には鉢、椀、盆などの木の彫り物や
挽き物を作る木地師が活躍していた。こね鉢作り
を中心に木地師の技術と信仰を記録。乾燥のため
の伝統的なイブシ小屋も再現。

『越前和紙』1990年／ 57分

日本の紙漉きは自然の植物の繊維構造を再構築
する微妙な技である。その典型を越前奉書にみた。
紙祖神や「火」と「水」への深い信仰心がそれら
を支える。

『薩摩の紙漉き』1990年／30分

薩摩の紙漉きは古代に始まり、江戸時代は藩の御
用紙として郷士たちによって作られた。カジの木
を材料にした伝統的な紙漉きの工程を記録。恵ま
れた風土と薩摩郷士の気質が丈夫な紙を生む。

『茂庭のしなだ織』1991年／ 31分

ダムに沈む奥茂庭の記録第 3 作目。シナの木の皮
から繊維をとり、糸にして織る。糯米をふかすと
きの敷布や、桑をとるときに使う袋などに利用さ
れてきた古代布である。

『アイヌの丸木舟』1978年／47分

川を軸としたアイヌの伝統生活にとって丸木舟は
なくてはならない必需品であった。材料の木の選
択から丸木舟作りに至る技術とそれにまつわる精
神文化を記録。

※特記以外すべての映像制作は民族文化映像研究所

L i f e  i n  F i lm　　「 L i f e  i n  F i l m 」の事 業 報 告は  P 5 5  をご 覧ください。 L i f e  i n  F i lm

L i f e  i n  F i lm

©民族文化映像研究所「 遥かなる記録者への道 」より

『奄美の泥染』1989年／ 31分

大島紬の名で知られる奄美の泥染。テーチギの煮
汁と田の泥により染める技法。奄美独特の締機な
どの工程。驚くべき緻密さをもつ絣模様に仕上げ
られる。
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彼
女
た
ち
の
〝
14
歳
〟

﹁
14
歳
の
ワ
ン
ピ
ー
ス

﹂
参
加
者
の
今
を
う
つ
す

ワ
ン
ピ
ー
ス
を
身
に
ま
と
っ
て
の
撮
影
会
。

こ
れ
ら
の
写
真
は

生
活
工
房
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
展
示
し
た
。

撮
ら
れ
る
こ
と
の
恥
ず
か
し
さ
も
緊
張
感
も

彼
女
た
ち
の
全
て
の
表
情
が
ま
ぶ
し
い
。

布
に
記
録
し
た
14
歳
の
気
持
ち
。

写
真
に
記
録
さ
れ
た
14
歳
の
自
分
。

み
ん
な
が
大
人
に
な
っ
て
、そ
れ
を
見
た
時

ど
ん
な
気
持
ち
に
な
る
の
だ
ろ
う
。

ど
ん
な
こ
と
を
思
う
の
だ
ろ
う
。

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は

ま
だ
終
わ
ら
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

写
真
＝
池
田
晶
紀
（
ゆ
か
い
）

モ
デ
ル
＝
世
田
谷
区
の
中
学
生
女
子
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敦 煌 文 書 か ら 見 た
麺 の 歴 史

14 歳 の ワ ン ピ ー ス

我
々
が
夏
に
涼
を
求
め
て
食

べ
る
「
そ
う
め
ん
」、
そ

し
て
具
を
た
く
さ
ん

入
れ
て
食
べ
る
山
梨

名
物
「
ほ
う
と
う
」

は
、
意
外
な
こ
と
に

東
ア
ジ
ア
の
麺
食
文

化
史
上
き
わ
め
て
古

い
麺
類
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
六
世
紀
半
ば
に
書
か
れ
た
農
書

か
つ
料
理
書
『
斉
民
要
術
』
に
は
、「
白
ま

ん
じ
ゅ
う
」「
か
た
や
き
」「
ふ
と
」「
み

ず
も
ち
」「
ほ
う
と
う
」
な
ど
の
作
り
方
が

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。「
白
ま
ん
じ
ゅ
う
」

は
現
代
の
中
国
人
が
食
べ
る
饅
頭
、「
か
た

や
き
」
は
今
日
の
お
や
き
に
近
い
食
物
で
す
。

「
ふ
と
」
は
平
安
時
代
の
索
餅
、
現
代
の
中

国
人
が
食
べ
る
油
條
に
近
い
食
物
で
す
。
ま

た
「
み
ず
も
ち
」
や
「
ほ
う
と
う
」
は
や
は

り
今
日
の
う
ど
ん
や
ほ
う
と
う
に
近
い
食
物

で
す
。

　
『
斉
民
要
術
』
か
ら
は
六
世
紀
半
ば
中

国
人
が
麺
類
も
い
わ
ゆ
る
中
華
ま
ん
の
類

も
麺
食
と
見
な
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
麺
は
あ
く
ま
で
も
小
麦
粉
や
粉
食
を
、

ま
た
餅
は
小
麦
粉
を
こ
ね
た
も
の
や
そ
の

食
品
を
意
味
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
麺
類
は

　
言
葉
に
な
っ
て
は
じ
め
て
、
気
持
ち
は
認

識
出
来
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
嬉
し
い
や

ら
哀
し
い
や
ら
、
た
や
す
く
言
い
切
れ
る
よ

う
な
気
持
ち
と
気
持
ち
の
間
の
グ
ラ
デ
ー

シ
ョ
ン
の
中
に
も
、
何
か
は
あ
り
ま
す
。
青

と
青
緑
の
間
に
も
、
名
も
な
い
色
が
無
限
に

あ
る
よ
う
に
。

　
「
14
歳
の
ワ
ン
ピ
ー
ス
」
と
題
し
た
4
日

間
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
彼
女
た
ち
の
今
の

心
情
に
フ
ィ
ッ
ト
す
る
「
気
に
入
っ
た
一

節
」
を
集
め
る
所
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
詩

「
水
引
」「

飩
」「
ふ

　と

」
な
ど
と
よ
ば

れ
て
い
た
の
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
七
〇
〇
年
後
、
麺
の
歴
史
に
も

変
化
が
現
れ
ま
し
た
。

　
十
三
世
紀
後
半
に
書
か
れ
た
百
科
全
書

『
居
家
必
用
事
類
全
集
』
に
は
、「
み
ず
づ

く
り
麺
」「
掛
け
延
べ
麺
（
そ
う
め
ん
）」

「
山
芋
ほ
う
と
う
」「
わ
ん
た
ん
」「
な
が

い
も
つ
な
ぎ
の
胡
麻
餅
」「
か
た
焼
き
」
な

ど
の
作
り
方
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。「
み

ず
づ
く
り
麺
」「
掛
け
延
べ
麺
（
そ
う
め

ん
）」「
山
芋
ほ
う
と
う
」「
わ
ん
た
ん
」
は

い
ず
れ
も
今
日
に
通
ず
る
麺
類
で
す
。「
な

が
い
も
つ
な
ぎ
の
胡
麻
餅
」「
か
た
焼
き
」

は
い
わ
ゆ
る
お
焼
き
や
ね
り
焼
に
近
い
食
物

で
す
。

　
『
居
家
必
用
事
類
全
集
』
か
ら
も
十
三
世

紀
後
半
、
中
国
人
が
麺
類
と
中
華
ま
ん
の
類

を
麺
食
と
見
な
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
し
か
し
麺
を
茹
で
る
小
麦
粉
食
品
、
餅

を
焼
く
小
麦
粉
食
品
と
区
別
す
る
よ
う
に
も

な
り
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
中
国
で
は
い
つ
ご
ろ
麺
を
小
麦

粉
や
粉
食
だ
け
で
な
く
、
麺
類
を
意
味
す
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
れ
に
つ
い
て
考
え
る
ヒ
ン
ト
と
な
る

の
が
、《
衆
僧
東
窟
等
油
麺
抄
》
と
《
辛
巳
年

十
二
月
東
窟
油
麺
抄
》
と
い
う
十
世
紀
前
半

や
小
説
、
ま
た
身
近
な
誰
か
の
一
言
な
ど
、

何
処
か
か
ら
一
文
を
借
り
て
く
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
む
し
ろ
赤
裸
裸
な
部
分
を
垣
間
見

る
こ
と
が
出
来
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
彼
女

達
の
こ
こ
ろ
に
あ
る
名
も
な
い
色
に
共
鳴
し

た
形
跡
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
筆
の
メ
モ
に
並

ん
で
い
ま
し
た
。

　
テ
ニ
ス
、
水
泳
、
演
劇
部
、
怖
い
話
が
好
き

な
子
。
何
か
を
頑
張
る
環
境
や
興
味
の
あ
る

こ
と
は
違
っ
て
も
、
そ
の
中
で
た
く
さ
ん
の

感
情
を
経
験
し
て
い
る
と
い
う
の
が
、
選
ん

だ
言
葉
の
断
片
に
現
れ
リ
ア
リ
テ
ィ
と
し

て
生
々
し
く
光
る
の
で
す
。
口
に
出
す
の
が

恥
ず
か
し
い
よ
う
な
く
さ
い
台
詞
で
も
、
そ

こ
に
あ
る
の
は
ま
ぎ
れ
も
な
く
本
音
。
こ
の
、

ま
る
で
嘘
の
な
い
「
言
葉
の
発
表
」
を
丁
寧

に
行
え
た
こ
と
が
、
ま
ず
最
初
の
表
現
に
な

り
ま
し
た
。
そ
し
て
ワ
ン
ピ
ー
ス
、
ポ
ー
ト

レ
イ
ト
と
表
現
は
続
い
て
行
く
。

　
も
し
学
校
で
、
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
上
手
さ
が
優
劣
に
な
る
の
な
ら
、

布
の
上
で
は
そ
の
序
列
は
全
く
関
係
あ
り

ま
せ
ん
。
デ
ザ
イ
ン
の
材
料
と
し
て
与
え
ら

れ
た
折
り
紙
で
、
持
ち
寄
っ
た
言
葉
と
と
も

に
浮
か
ぶ
風
景
を
黙
々
と
切
り
取
っ
て
い
る

姿
は
そ
れ
に
気
づ
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
し

か
し
ア
プ
ロ
ー
チ
は
様
々
で
、
中
に
は
デ
ザ

イ
ン
に
お
け
る
次
の
一
手
を
ど
う
す
る
か
を
、

に
書
か
れ
た
二
点
の
敦
煌
文
書
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
敦
煌
文
書
は
小
麦
粉
を
麺
と
記

し
、「
勃
託
」「
餬
餅
」「
燒
併
」
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
小
麦
粉
食
品
が
登
場
し
ま
す
。「
勃

託
」
は
ほ
う
と
う
、「
餬
餅
」
は
ビ
ス
ケ
ッ

ト
、「
燒
併
」
は
お
焼
き
や
練
り
焼
に
近
い

食
物
で
、
今
日
の
中
国
で
も
羊
の
し
ゃ
ぶ

し
ゃ
ぶ
を
食
べ
る
際
に
登
場
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
敦
煌
文
書
か
ら
は
、
十
世
紀
前

半
、
中
国
人
が
麺
類
と
中
華
ま
ん
の
類
を
麺

食
と
見
な
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

ま
だ
麺
は
麺
類
を
意
味
し
て
い
な
い
よ
う
で

す
が
、
餅
は
焼
く
小
麦
粉
食
品
を
指
す
よ
う

で
す
。
ま
さ
に
こ
れ
ら
の
敦
煌
文
書
に
記
さ

れ
た
小
麦
粉
食
品
は
、『
斉
民
要
術
』
か
ら

『
居
家
必
用
事
類
全
集
』
へ
と
推
移
す
る
中

間
に
位
置
す
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
ど
う
や
ら
麺
と
餅
の
区
別
は
十
世
紀
後

半
か
ら
十
二
世
紀
に
か
け
て
始
ま
っ
た
こ

と
が
こ
れ
ら
の
史
料
か
ら
裏
付
け
ら
れ
る
の

で
す
。

勝
木
言
一
郎
（
か
つ
き
・
げ
ん
い
ち
ろ
う
）

東
京
文
化
財
研
究
所 

文
化
遺
産
国
際
協
力
セ
ン
タ
ー 

国
際
情

報
研
究
室
長
。
東
洋
美
術
史
を
専
攻
し
、
日
本
の
仏
教
美
術
作

品
を
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
視
野
に
投
影
し
、
そ
の
歴
史
的
な
意

味
や
評
価
を
位
置
づ
け
直
す
試
み
を
進
め
て
い
る
。
生
活
工
房

で
は
、「
世
界
を
旅
す
る
麺
之
路
」
で
講
師
を
務
め
る
。

h
ttp

://w
w

w
.to

b
u

n
k

e
n

.g
o

.jp

飛
田
正
浩
（
と
び
た
・
ま
さ
ひ
ろ
）

1
9
6
8
年
生
ま
れ
。
多
摩
美
術
大
学
卒
業
。〝
詩
の
よ
う
な

服
〞
を
つ
く
る
「sp

o
k

e
n

 w
o

rd
s p

ro
je

c
t

」
の
デ
ザ
イ

ナ
ー
。
テ
キ
ス
タ
イ
ル
を
中
心
と
し
た
洋
服
づ
く
り
を
展
開
し

て
い
る
。
生
活
工
房
で
は
、
女
子
中
学
生
と
と
も
に
ワ
ン
ピ
ー

ス
つ
く
り
を
行
う
「
14
歳
の
ワ
ン
ピ
ー
ス
」
で
講
師
を
つ
と
め
る
。

h
ttp

://sp
o

k
e

n
w

o
rd

sp
ro

je
c

t.c
o

m
/

本コラムに関する事 業は  P 5 6  をご 覧ください。　　コラムコラム　　 本コラムに関 する事 業は  P 5 1  をご 覧ください。

文＝勝 木 言 一 郎（ 東 京 文 化 財 研 究 所 ）
文＝飛 田 正 浩（ s p o k e n  w o r d s  p r o j e c t ）　 　

私
達
と
の
や
り
取
り
の
中
で
導
き
だ
そ
う
と

す
る
タ
イ
プ
も
い
ま
す
。
最
初
は
自
分
で
決

め
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
出
来

上
が
っ
た
ワ
ン
ピ
ー
ス
を
見
る
と
、
前
者
と

は
違
う
良
さ
が
あ
る
。
こ
れ
は
こ
れ
で
ま
た

や
り
方
。
彼
女
達
は
す
で
に
自
分
な
り
の
や

り
方
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ラ
ム
の
テ
ー
マ
は
「
14
歳
の
揺

ら
ぎ
」
と
い
う
こ
と
で
依
頼
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
揺
ら
ぎ
と
い
う
よ
り
も
、
ポ
ー
ト
レ

イ
ト
に
映
る
彼
女
達
の
最
後
の
自
己
表
現
に

は
、
繊
細
だ
け
ど
も
ど
こ
か
ま
っ
す
ぐ
さ
を

感
じ
ま
す
。
そ
れ
は
当
然
で
、
そ
の
渦
中
に

い
る
彼
女
達
は
ま
だ
「
14
歳
」
と
い
う
特
別

な
響
き
の
意
味
を
知
ら
な
い
の
で
す
。「
14

歳
」
と
聞
い
て
、
当
時
に
つ
い
て
ぼ
ん
や
り

考
え
る
私
達
。
ど
ん
な
色
が
心
に
あ
っ
た
の

か
、
思
い
出
し
て
絵
の
具
を
調
合
し
て
も
全

く
同
じ
に
は
な
ら
な
い
の
で
す
。
ふ
と
、
揺

ら
い
で
い
る
の
は
そ
れ
を
見
る
大
人
の
方
な

の
で
は
、
と
思
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

 コラム 0 3 コラム 0 4
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麺
の
世
界
―
ト
リ
ビ
ア
編

ご
祖
先
さ
ま
は
一
緒
! ?

お
中
元
の
定
番“
そ
う
め
ん
”は
、

い
つ
か
ら
？

そ
う
め
ん
は

ど
う
や
っ
て
伝
来
し
た
の
？

中
国
へ
逆
輸
入
さ
れ
る

日
本
の
麺
！

世
田
谷
は
麺
激
戦
区
! ?

　
ラ
ー
メ
ン
の
ラ
ン
キ
ン
グ
で
上
位
に

あ
が
る
有
名
店
も
多
い
世
田
谷
区
で
す

が
、実
際
は
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
か
？ 

統
計
を
さ
が
し
て
み
た
と
こ
ろ
、残
念

な
が
ら
ラ
ー
メ
ン
店
は
、中
華
料
理
店

と
一
緒
に
集
計
さ
れ
る
た
め
単
独
の

数
字
は
不
明
で
し
た
が
、事
業
所
数
の

数
で
比
較
す
る
と
、世
田
谷
区
は
、昼

間
の
人
口
が
多
い
商
業
地
に
引
け
を

取
ら
ず
都
内
で
も
常
に
上
位
で
す
。

食
か
ら
見
え
る
世
界
と
の
つ
な
が
り
を

テ
ー
マ
と
し
た
企
画
「
食
の
文
化
史

世
界
を
旅
す
る
麺
之
路
」
か
ら
、

「
へ
ー
」
な
話
題
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ト
リ
ビ
ア
壱

ト
リ
ビ
ア
弐

ト
リ
ビ
ア
参

ト
リ
ビ
ア
肆

ト
リ
ビ
ア
伍

※
「
平
成
21
年
経
済
セ
ン
サ
ス
ー
基
礎
調
査
」
よ
り

◉
水す
い
い
ん
べ
い

引

◉
索さ
く
べ
い

湯ユ
ー
ピ
ン

麺
の
系
譜
図

不ふ
た
く托

索さ
く
べ
い

そ
う
め
ん

水す
い
い
ん
べ
い

引

ラ
ー
メ
ン
（
手
延
べ
麺
）

う
ど
ん
・
そ
ば
（
切
り
麺
）

※
〈〈 

め
ん
の
系
譜
図
〉〉よ
り

◉
＝
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
作
っ
た
麺

◉ ◉

〈〈 

め
ん
の
系
譜
図
〉〉と
は

日
清
食
品
の
創
業
30
周
年
に
あ

た
り
、麺
が
ど
こ
で
生
ま
れ
、
ど

の
よ
う
に
し
て
世
界
に
伝
搬
さ

れ
た
の
か
を
調
査
し
、
ま
と
め

ら
れ
た
。
加
筆
・
訂
正
を
経
て

1
9
8
8
年
3
月
完
成
。

1 位 ＿ 新  宿  区
2 位 ＿ 港   　区
3 位 ＿ 大  田  区
4 位 ＿ 千代田区
5 位 ＿ 世田谷区
6 位 ＿ 杉  並  区
7 位 ＿ 足  立  区
8 位 ＿ 中  央  区
9 位 ＿ 板  橋  区
10位 ＿ 品  川  区

1 位 ＿ 港   　区
2 位 ＿ 千代田区
3 位 ＿ 中 央 区
4 位 ＿ 新 宿 区
5 位 ＿ 大  田  区
6 位 ＿ 足  立  区
7 位 ＿ 台 東 区
8 位 ＿ 世田谷区
9 位 ＿ 葛  飾  区
10位 ＿ 板  橋  区

 中華料理店舗数

麺の記念日を祝おう！

あなたは何味 ?
 “麺占い”

そば・うどん店舗数

 毎月11日  麺の日

 7月2日 さぬきうどんの日

10月17日 沖縄そばの日

10月26日 きしめんの日

11月3日 チャンポン麺の日

11月11日 大変縁起が良いめんの日

麺について調べていたら、こんなサイトを発見。

「ズバリ！ あなたにピッタリの麺を占います！」

とのこと。

サイトU R L

http://u-maker.com/79120.html

図 ＝『 麺の文化史 』P138より抜粋。東京国立博物館
所蔵の『 七十一番職人尽歌合 』。元絵は室町時代末と
いわれている。

　
麺
の
系
譜
は
、大
き
く
分
け
て
、古

代
ロ
ー
マ
に
端
を
発
す
る
パ
ス
タ
類

と
中
国
の

の
、
2
つ
の
潮
流
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が
日

本
で
親
し
ん
で
い
る
、
そ
う
め
ん
、
う

ど
ん
、
そ
ば
、
ラ
ー
メ
ン
な
ど
は
、
中

国
の

に
起
源
を
も
ち
、海
を
渡
っ
て

伝
え
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
中
国
で
は
、

4
0
0
0
年
前
の
新
石
器
時
代
の
遺

跡
か
ら
、雑
穀
を
原
料
と
し
た
麺
の
よ

う
な
形
状
の
遺
物
が
発
見
さ
れ
た
と
い

う
事
例
が
あ
り
ま
す
。
日
本
で
み
ら
れ

る
古
い
記
録
は
、
平
安
時
代
の
文
献

『
延
喜
式
』（
9
2
7
年
完
成
）
か
ら
、

「
索さ
く
べ
い

」
の
記
載
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
『
麺
の
文
化
史
』
に
よ
る
と
、中
国

と
日
本
で
同
じ
技
術
が
別
々
に
発
生
し

た
と
は
考
え
に
く
い
た
め
、索さ
く
べ
い

の
製

麺
技
術
が
、日
宋
貿
易
と
と
も
に
中
国

か
ら
日
本
に
伝
え
ら
れ
、
そ
う
め
ん
と

い
う
名
で
室
町
時
代
に
普
及
し
て
い
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
考
察
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、朝
鮮
半
島
に
は
、
そ
う

め
ん
を
作
る
伝
統
が
な
く
、現
在
の
中

国
福
建
省
が
そ
う
め
ん
に
近
い
麺
の
主

産
地
だ
そ
う
で
す
。

 ①
おまけ

 ②
おまけ

　
資
料
に
よ
る
と
、江
戸
時
代
の
中
期

以
降
に
は
、七
夕
に
そ
う
め
ん
を
贈
答

す
る
の
が
一
般
的
な
習
慣
に
な
っ
て

い
た
と
あ
り
ま
す
。
小
麦
の
収
穫
後
に

あ
た
る
旧
暦
七
月
七
日
の
七
夕
に
、収

穫
儀
礼
と
し
て
初
物
を
食
べ
る
習
慣

に
起
源
を
も
ち
、平
安
時
代
や
鎌
倉
時

代
に
は
、中
国
の
故
事
か
ら
、
こ
の
日

に
そ
う
め
ん
の
祖
先
と
さ
れ
る
索

を

食
べ
る
と
流
行
病
に
か
か
ら
な
い
と
い

わ
れ
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、精
進
料
理

と
し
て
広
ま
っ
た
と
も
い
わ
れ
る
麺
食

文
化
で
す
が
、庶
民
の
間
で
は
、七
夕

な
ど
季
節
の
吉
事
や
慶
弔
で
人
が
集
ま

る
際
の
膳
の
一
品
、
つ
ま
り
、
ご
ち
そ

う
と
な
り
、地
域
の
数
だ
け
食
べ
方
が

あ
る
と
言
っ
て
い
い
く
ら
い
多
く
の
メ

ニ
ュ
ー
を
生
み
出
し
ま
し
た
。

　
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
の
発
明

者
・
安
藤
百
福
氏
が
創
業
し
た
日
清
食

品
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
。
開

催
に
先
立
ち
、同
社
常
勤
顧
問
で
カ
ッ
プ

ヌ
ー
ド
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
館
長
の
筒
井

之
隆
氏
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

【 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
抜
粋 

】

―
中
国
へ
渡
り
麺
の
調
査
を
は
じ
め
る
以

前
か
ら
、
日
清
食
品
は
日
本
の
郷
土
料
理
の

調
査
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
現
在
に
伝
わ
っ

て
い
る
日
本
の
郷
土
料
理
に
は
、
保
存
の
知

恵
が
豊
富
に
詰
ま
っ
て
い
て
、
お
い
し
く
て

体
に
良
い
も
の
だ
け
が
残
っ
て
い
ま
す
。
日

本
の
郷
土
料
理
と
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ

ン
は
、
一
見
遠
い
よ
う
に
感
じ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
保
存
食
で
あ
る
イ
ン
ス
タ
ン
ト

ラ
ー
メ
ン
に
は
、
そ
れ
ら
の
技
術
が
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。（
中
略
）
中
国
に
端
を
発
し
た

め
ん
食
文
化
は
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン

と
し
て
、
今
、
中
国
に
里
帰
り
し
て
い
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

―

参考文献 ＝『 麺の文化史 』石毛直道／講談社／2006年、『 聞き書 ふるさとの料理 』農山漁村文化協会／2003年

「 世 界を旅する麺 之 路 」の事 業 報 告は  P 5 6  をご 覧ください。
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 るるるるる
 作：五味太郎　出版社：偕成社（1991年）

遠くの方から飛行機がるるるるる飛んでくる。
昼も夜も飛び続ける。るるるるる。時には、雲
の中や向こうから来る沢山の飛行機にも出会
う。るるるるる。ある時、調子が悪くなって、
大変！でも大丈夫。元気がでる「 る 」。頑張り
ます！

 どうながのプレッツェル
 文： M・レイ　絵：H・A・レイ　訳：渡辺茂男
 出版社：福音館書店（1978年）

好きな人に振り向いてもらえるよう、ひたすら
努力するプレッツェルはいじらしくもあり頼
もしくもある。窮地に陥った時、はじめて真実
の愛に気付くグレタ。結婚し子犬がうまれた２

人の自信に満ちた表情に明るい未来が見える。

 しげちゃん
 作：室井滋　絵：長谷川義史
 出版社：金の星社（2011年）

名前は、誕生した瞬間から両親の素敵な贈り物。
最近は個性的であるが故に、心ない中傷に苦し
むこともあるかもしれない。でも、親の想いを
胸に、自分自身を生き抜いて欲しい。終りの滋
の表情が、晴れやかで力強く、美しい。

  ロバのシルベスターとまほうの小石
 作：ウィリアム・スタイグ　訳：せたていじ
 出版社：評論社（初版1975年、新版2006年）

ロバのシルベスターは魔法の赤い小石を見つ
けるがうっかり、岩になってしまう。両親は
必死で探すが見つからない、両親が悲しむ最
後のシーンで親子の愛情の強さを感じさせる。
絶望してはいけないことも伝わる。

 山に木を植えました
 著：スギヤマカナヨ　監修：畠山重篤
 出版社：講談社（2008年）

山に木を植えることで、自然のサイクルが蘇
り、海を豊かにすることが出来る。今回の地震
で、畠山さんの実践された事はゼロになって
しまったように思えたが、自然の力は海を山
を蘇えらせようとしている。

 まのいいりょうし
 再話：瀬田貞二　画：赤羽末吉
 出版社：福音館書店（1975年）

日本の昔話、猟師が息子のお祝のために、曲っ
た鉄砲を持って出かけた。度重なる幸運は、楽
しくて、愉快！解り易くスピード感あふれる話
は最後の御馳走のおおばんぶるまいでおわる。
御馳走様でした！赤羽さんの絵がまたいい。

 かあさんのいす
 作・絵：ベラ・B・ウィリアムズ　訳：佐野洋子
 出版社：あかね書房（1984年）

おばあちゃんとかあさんと 3人で暮らすわた
し。火事で全てを失い、大きなビンに皆で小銭
をためて、かあさんにステキなイスをプレゼ
ントする。家族のお互いを思いやる心、大切に
思う心が伝わる。

 王さまと九人のきょうだい ―中国の民話―
 訳：君島久子　絵：赤羽末吉
 出版社：岩波書店（1969年）

顔も体つきもそっくりな九人の兄弟が、悪い
王様をたおす奇想天外なお話。九人の兄弟が
名前（ちからもち・くいしんぼう等）にちなん
だ力を発揮して、ストーリーは豪快にまっす
ぐに展開してゆく。中国イ族の昔話。

 ピリカ、おかあさんへの旅
 文：越智典子　絵：沢田としき
 出版社：福音館書店（2006年）

川で生まれ、海で育ち再び生まれた川に戻り
出産して子孫を残すサケの一生の物語。生命
の繋がりを感じさせる。生まれた川がなぜわ
かるのか不思議。最後のたくさんのお母さん
の声が聞こえてくるシーンは感動的。

  ここが家だ
 絵：ベン・シャーン　構成・文：アーサー・ビナード
 出版社：集英社（2006年）

 1954年3月にアメリカの水爆実験によって、
死の灰を浴びた日本の漁船員の話。ページをめ
くるたびに、詩人の文と簡潔な線画から伝わる
迫力に圧倒させられる。文中から、「けれど わす
れるのを じっと まっている ひとたちもいる 」

「
世
田
谷
お
は
な
し
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
選
ぶ
、

3
・
11
以
降
に
読
み
た
い
絵
本

あの日の2 時から
私達は「 子どもの本の勉強会 」をしていました。
それからは、心が固まり、時は止まり、涙を流し、
そして自分の出来る事は何かと考えました。
ここに10 冊の絵本を紹介します。
絆、元気、自然環境などを
感じて、考えて頂ければうれしいです。

1 ～10の順番で、小さな子向けから小学生向けまで、対象年齢順に並んでいます。世田谷おはなしネットワーク
世田谷区内でおはなし会をするグループが、ゆるやかなつながりをもって連携し、組織
の垣根を越えて紙芝居や素ばなしなど様々な表現がある活動を行っている。1997年よ
り活動開始。現在、56のグループから成る。

3 .11 以降に読みたい絵本　　「 おはなしいっぱい 」の事 業 報 告は  P 6 4  をご 覧ください。

文・選＝世田谷おはなしネットワーク（天野、市川、倉島、鈴木、牧野）
写真＝平野太呂

3 .11 以降に読みたい絵本
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写真＝阿部健　取材・文＝生活工房

I N T E R V I E W　　「 I ' m  s o  s l e e p y  どうにも眠くなる展 覧 会 」の事 業 報 告は  P 3 6  をご 覧ください。

　
眠
り
を
感
じ
る
と
い
う
こ
と

︱
私
た
ち
に
と
っ
て
当
た
り
前
の
行
為
で
あ

り
な
が
ら
、未
知
の
領
域
で
あ
る〝
眠
り
〟
と

い
う
テ
ー
マ
の
展
示
が
生
ま
れ
た
き
っ
か
け
を

教
え
て
下
さ
い
。

竹
田
由
美
（
以
下
、
竹
田
）　
生
活
工
房
は
生
活
を
扱

う
施
設
で
す
が
、人
間
は
人
生
の
1
／
3
を
寝

て
い
る
と
い
わ
れ
る
の
に
、
こ
れ
ま
で
眠
り
を

テ
ー
マ
に
し
た
企
画
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

何
か
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
な
い
か
、
と
考
え
て
い

た
時
に
出
会
っ
た
の
が
、竹
村
さ
ん
が
発
行
さ

れ
て
い
る
﹃L

O
U

P
E

﹄
と
い
う
科
学
雑
誌
で
、

３
号
の
テ
ー
マ
が
﹁
ね
む
り
と
感
覚
﹂
で
し
た
。

快
眠
に
関
す
る
ハ
ウ
ツ
ー
的
な
本
は
、読
者
も

一
緒
に
考
え
る
の
で
は
な
く
、受
け
止
め
る
感

じ
に
な
っ
て
し
ま
う
。
だ
け
ど
、眠
り
に
対
す

る
〝
感
覚
〟
を
大
事
に
す
れ
ば
、来
場
者
も
そ

の
感
覚
を
拓
く
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
た
ん
で
す
。﹃L

O
U

P
E

﹄
を
見

た
時
に
企
画
の
半
分
が
で
き
ま
し
た︵
笑
︶。

竹
村
真
由
子
（
以
下
、
竹
村
）　
眠
り
は
自
分
で
意
識

で
き
な
い
、意
識
し
た
く
て
も
寝
て
い
る
あ
い

だ
の
こ
と
は
自
分
で
も
解
ら
な
い
の
が
面
白
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
夢
で
は
痛
み
や

匂
い
を
感
じ
な
い
と
い
う
噂
や
定
説
を
耳
に
す

る
け
ど
、本
当
に
そ
う
な
の
か
な
と
。
そ
こ
を

突
き
詰
め
た
く
て
、寝
て
い
る
あ
い
だ
を
敢
え

て
感
じ
て
み
よ
う
と
﹃L

O
U

P
E

﹄
で
は
﹁
ね
む

り
と
感
覚
﹂
を
テ
ー
マ
に
し
ま
し
た
。
竹
田
さ

ん
と
展
示
企
画
を
始
め
た
当
初
は
、〝
感
じ
る
〟

を
ど
う
体
感
さ
せ
る
か
を
考
え
て
い
ま
し
た
が
、

単
に
感
じ
て
も
ら
う
だ
け
で
は
行
き
詰
ま
っ
て

し
ま
い
⋮
⋮
。
で
す
が
、会
場
の
環
境
デ
ザ
イ

ン
を
お
願
い
し
た
佐
々
木
さ
ん
に
関
わ
っ
て
も

ら
う
中
で
、眠
り
の
基
本
的
な
解
説
か
ら
感
じ

る
部
分
ま
で
を
ト
ー
タ
ル
で
表
現
す
る
方
向
に

進
ん
で
い
き
ま
し
た
。

竹
田
　
企
画
途
中
で
大
き
な
転
機
に
な
っ
た
の

が
、佐
々
木
さ
ん
が
見
つ
け
た〝
体
の
声
を
聴

け
る
社
会
を
目
指
す
〟
と
い
う
言
葉
。
眠
く
な

る
の
は
体
が
寝
た
が
っ
て
い
る
シ
グ
ナ
ル
だ
と

思
う
ん
で
す
。
で
も
、
そ
れ
を
無
視
し
て
、
つ
い

つ
い
テ
レ
ビ
を
見
続
け
た
り
、明
日
で
も
構
わ

な
い
仕
事
を
し
て
し
ま
う
。
本
当
は
自
分
の
体

の
声
を
聴
い
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
だ
ろ
う
と

気
づ
い
た
ん
で
す
。

　
自
然
の
眠
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
眠
り

佐
々
木
光
（
以
下
、
佐
々
木
）　
生
き
方
は
多
様
で
自

由
に
な
っ
た
け
ど
、眠
り
は
自
由
に
な
っ
て
い

な
い
と
い
う
話
を
し
て
い
て
、自
由
な
眠
り
と

は
何
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
単
純
に
全

員
が
自
由
な
眠
り
を
と
り
始
め
る
と
無
秩
序

な
社
会
に
な
っ
て
し
ま
う
。
だ
け
ど
、自
由
と

い
う
言
葉
を
議
論
し
て
い
る
う
ち
に
、自
由
を

〝
自
然
〟
と
い
う
言
葉
に
置
き
換
え
る
と
し
っ

く
り
き
ま
し
た
。
で
は
自
然
な
眠
り
を
ど
う
手

に
入
れ
る
か
、
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
自
分
に
し

か
発
見
で
き
な
い
。
個
々
人
が
そ
の
自
然
さ
に

気
が
つ
く
に
は
、映
し
鏡
の
よ
う
に
、実
際
の

自
然
か
ら
自
分
の
リ
ズ
ム
を
感
じ
取
る
こ
と
が

ヒ
ン
ト
に
な
る
と
思
っ
た
ん
で
す
。

︱
会
場
に
は
地
球
の
サ
イ
ク
ル
に
同
調
す
る

よ
う
に
、
24
時
間
周
期
で
リ
ズ
ム
を
刻
み
、機

能
を
変
化
さ
せ
る
動
植
物
の
生
理
現
象
で
あ
る

サ
ー
カ
デ
ィ
ア
ン
リ
ズ
ム
を
立
体
的
に
表
し
た

展
示
物
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
に
は
カ
タ
バ
ミ

が
さ
り
げ
な
く
置
い
て
あ
り
ま
す
ね
。

竹
村
　
カ
タ
バ
ミ
の
よ
う
に
身
近
な
草
花
が

サ
ー
カ
デ
ィ
ア
ン
リ
ズ
ム
で
開
い
た
り
、閉
じ

た
り
す
る
の
を
知
る
だ
け
で
、見
方
が
違
っ
て

く
る
と
思
い
ま
す
。

佐
々
木
　
例
え
ば
、洗
濯
す
る
人
は
誰
よ
り
も
空

模
様
を
意
識
す
る
だ
ろ
う
し
、
ど
こ
か
で
自
分

な
り
の
自
然
と
の
つ
な
が
り
方
の
き
っ
か
け
が

見
つ
か
れ
ば
い
い
で
す
よ
ね
。

竹
村
　
洗
濯
す
る
人
に
と
っ
て
雨
は
嫌
な
も
の

で
、自
分
の
す
る
こ
と
を
阻
害
す
る
要
因
と
し

て
そ
れ
を
否
定
し
て
し
ま
う
。
だ
け
ど
、
そ
の

見
方
を
変
え
る
こ
と
が
楽
し
い
。
眠
り
に
関
し

て
も
、寝
て
い
る
あ
い
だ
は
何
も
で
き
な
い
と

思
う
と
つ
ま
ら
な
い
け
ど
、
そ
こ
で
何
が
起
き

て
い
る
か
を
知
る
と
、
も
っ
と
眠
り
に
積
極
的

に
な
れ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

竹
田
　
昨
年
の
節
電
で
看
板
が
消
え
た
時
に
、

夜
が
暗
く
な
る
感
覚
を
す
ご
く
自
然
な
こ
と
と

し
て
思
い
出
し
ま
し
た
。
自
然
な
眠
り
を
手
に

入
れ
た
い
と
思
う
一
方
で
、社
会
の
た
め
に
不

規
則
な
勤
務
や
時
差
の
あ
る
生
活
を
す
る
人

が
背
後
に
は
い
る
。
今
回
取
材
し
た
消
防
士
さ

ん
や
パ
イ
ロ
ッ
ト
さ
ん
に
は
、本
当
は
﹁
無
理

を
し
て
い
る
﹂
と
い
う
話
を
聞
き
た
か
っ
た
け

ど
、
み
な
さ
ん
意
外
と
慣
れ
て
し
ま
う
そ
う
で

︵
笑
︶。
そ
れ
も
人
間
の
す
ご
さ
だ
と
思
う
し
、

自
然
に
同
調
し
て
生
き
た
い
け
れ
ど
、
そ
れ
だ

け
で
は
な
い
と
い
う
提
示
が
、今
回
の
展
示
の

ミ
ソ
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
夢
の
フ
シ
ギ

竹
村
　
﹃L

O
U

P
E

﹄
で
は
夢
を
扱
わ
な
か
っ
た

の
で
、今
回
新
し
く
い
ろ
ん
な
情
報
を
知
り
ま

し
た
。
す
る
と
寝
る
楽
し
み
が
夢
を
見
る
楽
し

み
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。
夢
で
見
た
こ
と
が
、

自
分
の
内
面
を
見
る
き
っ
か
け
に
な
る
し
、眠

り
の
気
づ
き
に
も
な
る
。

佐
々
木
　
夢
で
面
白
か
っ
た
の
が
、夢
の
中
で
頬

を
つ
ね
る
と
痛
く
な
い
と
言
い
ま
す
よ
ね
。
で

も
、
あ
る
本
に
は
痛
い
と
書
い
て
あ
っ
た
ん
で

す
。
夢
の
中
で
葉
っ
ぱ
の
感
触
や
色
な
ど
も
鮮

や
か
に
再
現
し
て
い
る
人
も
い
る
そ
う
で
、僕

ら
の
頭
に
は
そ
れ
ほ
ど
リ
ア
ル
に
世
界
を
構

築
で
き
る
イ
メ
ー
ジ
が
入
っ
て
い
る
。
今
、
み

か
ん
の
形
を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
は
で
き
ま
す

よ
ね
。
そ
れ
を
ず
っ
と
念
じ
て
い
る
と
目
の
前

に
出
せ
る
よ
う
な
気
も
す
る
け
ど
絶
対
に
出
な

い
。
で
も
夢
の
中
な
ら
そ
れ
が
で
き
る
。
つ
ま

り
、能
力
と
し
て
は
あ
り
あ
り
と
み
か
ん
の
イ

メ
ー
ジ
を
出
せ
る
け
れ
ど
、起
き
て
い
る
と
き

は
出
し
て
い
な
い
だ
け
だ
と
。
そ
の
想
像
力
の

た
く
ま
し
さ
と
い
う
か
、人
の
イ
メ
ー
ジ
す
る
力

の
す
ご
さ
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。

竹
村
　
そ
の
話
を
聞
い
て
か
ら
、起
き
て
い
て

も
本
当
に
見
え
る
よ
う
な
気
が
し
ち
ゃ
っ
て
。

一
同
　
︵
笑
︶

佐
々
木
　
夢
の
世
界
を
無
意
識
に
自
分
が
作
っ

て
い
る
な
ら
、
そ
れ
は
す
ご
く
面
白
い
。
自
然

や
世
界
と
は
自
分
の
外
と
の
つ
な
が
り
か
と

思
っ
て
い
た
ら
、自
分
の
中
に
も
世
界
の
広
が

り
を
見
つ
け
た
。
眠
り
を
通
じ
て
そ
こ
に
気
が

つ
く
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

「 I ' m  so  s l e e p y  ど う に も 眠 く な る 展 覧 会 」が で き る ま で

佐
さ さ き

々 木 光
ひかる

（セセン 設 計 所 ）／ 竹
た け

村
む ら

真
ま

由
ゆ

子
こ

（ S u n R E O R ）／ 竹
た け

田
だ

由
ゆ

美
み

（ 生 活 工 房 ）

どうにも眠くなる展示会場にて、

手前からタイの三角枕に竹村さ

ん、ケニアの木の枕に佐々木さん、

中国の抱き枕に生活工房・竹田。

竹
村
真
由
子
（
た
け
む
ら
・
ま
ゆ
こ
）

S
u

n
R

E
O

R

代
表
。
科
学
や
自
然
、
環
境
の
分
野
を
中
心
に
、
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
や
イ
ラ
ス
ト
を
制
作
す
る
。
科
学
誌
『LO

U
P

E

』
を
出
版
。

佐
々
木
光
（
さ
さ
き
・
ひ
か
る
）

セ
セ
ン
設
計
所
代
表
。
自
然
の
あ
り
よ
う
を
記
録
し
な
が
ら
、
そ
の

営
み
を
も
う
い
ち
ど
感
じ
考
え
る
こ
と
を
テ
ー
マ
に
活
動
。

生
活
工
房
な
人
　IN

T
E

R
V

IE
W

4

眠
り
の
旅
に
立
つ
前
に
・・・
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北
海
道
の
網
走
市
に
あ
る
北
海
道
立
北
方

民
族
博
物
館
で
は
、
カ
ナ
ダ
、
ア
ラ

ス
カ
、
ロ
シ
ア
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
に

暮
ら
す
イ
ヌ
イ
ト
（
イ
ヌ
イ
ッ
ト
）

の
文
化
を
紹
介
し
て
い
ま
す
（
イ
ヌ

イ
ト
よ
り
エ
ス
キ
モ
ー
の
名
称
の
ほ

う
が
な
じ
み
が
あ
る
方
も
多
い
で
し
ょ

う
）。
ト
ナ
カ
イ
毛
皮
製
の
服
や
靴
、
ア
ザ
ラ

シ
を
捕
ら
え
る
銛
や
、
海
上
を
移
動
す
る
船
、

北
の
大
地
を
す
す
む
橇
な
ど
多
彩
な
資
料
を

収
蔵
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
生
活
工
房

で
展
示
し
て
い
た
だ
い
た
の
は
「
壁
か
け
」

で
す
。
色
鮮
や
か
な
ダ
ッ
フ
ル
地
や
フ
ェ
ル

ト
を
材
料
に
、
ア
ッ
プ
リ
ケ
や
刺
繍
を
ほ
ど

こ
し
、
と
り
ま
く
自
然
環
境
や
日
常
生
活
の

様
子
、
神
話
世
界
な
ど
が
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

イ
ヌ
イ
ト
の
壁
か
け
自
体
の
歴
史
は
そ
れ
ほ

ど
古
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
中

に
は
イ
ヌ
イ
ト
の
縫
製
の
技
術
や
、
物
事
の

捉
え
方
な
ど
彼
ら
の
文
化
が
凝
縮
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
回
の
展
示
は
そ
れ
ほ
ど
多
い
数
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
大
勢
が
ご
覧
に

な
り
、
楽
し
ん
で
く
だ
さ
っ
た
こ
と
を
私
た

ち
も
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ボ
デ
ィ
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
を
し
て
い
た
パ

ナ
マ
の
ク
ナ
族
が
民
族
衣
装
モ
ラ
を
着
始

め
た
の
は
1
8
8
0
年
頃
か
ら
と
言
わ
れ
る
。

衣
服
を
着
る
習
慣
は
キ
リ
ス
ト
教
関
係
な
ど

欧
米
人
か
ら
の
影
響
だ
と
言
わ
れ
る
。
し
か

し
、
ク
ナ
の
女
性
は
欧
米
風
の
ブ
ラ
ウ
ス
・

ス
カ
ー
ト
を
そ
の
ま
ま
着
用
す
る
こ
と
な
く
、

交
易
で
入
手
し
た
布
と
糸
・
針
・
ハ
サ
ミ
を

用
い
て
、
50
年
足
ら
ず
の
短
い
期
間
に
、
民

族
衣
装
モ
ラ
を
作
り
上
げ
た
。

　
大
英
博
物
館
な
ど
が
所
蔵
す
る
1
9
2
0

年
代
の
モ
ラ
を
見
る
と
、
素
朴
な
布
を
使
い
、

縫
い
方
も
稚
拙
な
が
ら
、
既
に
手
芸
と
し
て

の
「
モ
ラ
」
の
手
法
が
確
立
し
て
い
る
の
が

わ
か
る
。
モ
ラ
は
モ
チ
ー
フ
を
表
現
す
る
と

き
、
周
り
を
布
の
溝
（
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
）
で

囲
む
。
ラ
イ
ン
が
複
雑
に
な
る
と
背
景
も
そ

れ
に
応
じ
て
複
雑
に
変
化
す
る
。
色
使
い
に

も
規
則
が
あ
り
、
ト
ッ
プ
布
は
赤
、
黒
、
オ
レ

ン
ジ
と
決
ま
っ
て
い
る
。

　
ク
ナ
の
神
パ
ブ
・
ト
ゥ
ン
マ
ッ
ト
が
霊
界

に
モ
ラ
の
秘
密
を
隠
し
、
偉
大
な
る
ム
ー

 （
祖
母
）
オ
ロ
ワ
キ
ス
テ
ィ
リ
が
発
見
し
た

と
い
う
神
話
が
あ
る
。

笹
倉
い
る
美
（
さ
さ
く
ら
・
い
る
み
）

日
本
で
唯
一
の
北
方
地
域
を
専
門
と
す
る
民
族
学
博
物
館
「
北

方
民
族
博
物
館
」（
北
海
道
網
走
市
）
学
芸
主
幹
。
生
活
工
房
で

は
「
北
極
海
と
イ
ヌ
イ
ッ
ト
の
壁
か
け
」
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
講
師
を
務
め
た
。

宮
崎
ツ
ヤ
子
（
み
や
ざ
き
・
つ
や
こ
）

1
9
3
5
年
東
京
都
生
ま
れ
。
モ
ラ
研
究
家
。
1
9
7
3
年
に

パ
ナ
マ
で
モ
ラ
と
出
合
い
、
以
降
、
そ
の
紹
介
と
普
及
に
努
め

る
。
生
活
工
房
で
は
、「
カ
リ
ブ
海
と
ク
ナ
族
の
モ
ラ
」
に
て
監

修
・
講
師
を
務
め
る
。

「 イヌイットの壁かけ 」に関する事 業は  P 4 1  、 
「 モラを発 明したのは誰？」に関する事 業は  P 4 0 をご 覧ください。 コラム

イ ヌ イット の 壁 か け に つ い て

モ ラ を 発 明 し た の は 誰 ？

文＝笹 倉いる美（ 北 海 道 立 北 方 民 族 博 物 館 ）　

文＝宮 崎ツヤ子（モラ研 究 家 ）　

 コラム 0 5

 コラム 0 6
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椅
子
や
収
納
ボ
ッ
ク
ス
、
コ
ッ
プ
な
ど
、
私

た
ち
の
身
の
回
り
に
は
ス
タ
ッ
キ
ン
グ
（
＝

重
ね
る
こ
と
が
可
能
な
）
機
能
を
付
加
し
た
製

品
が
数
多
く
存
在
す
る
。
昨
年
度
実
施
し
た

「D
E

S
IG

N
 fo

r L
E

F
T

Y

」
展
に
続
き
、
若
手

デ
ザ
イ
ン
ユ
ニ
ッ
トd

e
lib

ab

（
デ
ー
リ
バ
ー

ブ
）
の
企
画
制
作
の
も
と
、
デ
ザ
イ
ン
の
視
点

か
ら
「
積
み
」「
重
ね
る
」
行
為
に
注
目
し
、
生

活
に
関
す
る
優
れ
た
「
カ
タ
チ
」
を
提
案
し
た

本
展
。
シ
ン
プ
ル
で
ス
タ
イ
シ
ッ
シ
ュ
な
空

間
に
、
積
み
重
な
っ
た
状
態
で
展
示
さ
れ
た
30

点
あ
ま
り
の
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
の
ほ
か
、

d
e

lib
ab

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
作
品

の
発
表
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
収
集
し
た
積

み
重
な
る
デ
ザ
イ
ン
の
数
々
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
積
み
木
に
よ
る
「
体
験
す
る

ス
タ
ッ
キ
ン
グ
」
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
多
角
的
に

「
積
み
」「
重
ね
る
」
行
為
を
考
え
た
。

　
食
器
や
椅
子
と
い
っ
た
日
常
生
活
で
目
に
す

る
こ
と
の
多
い
プ
ロ
ダ
ク
ト
も
、
単
体
で
は
見
え

て
こ
な
か
っ
た
計
算
さ
れ
た
フ
ォ
ル
ム
が
、
重
ね

る
こ
と
で
際
立
っ
て
見
え
て
く
る
不
思
議
を
来

場
者
は
実
感
し
た
。

　
電
気
自
動
車
と
い
う
次
世
代
を
担
う
モ
ビ
リ

テ
ィ
を
テ
ー
マ
に
す
る
こ
と
で
、
私
た
ち
の
生

活
環
境
の
変
革
と
こ
れ
か
ら
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
変
化
に
つ
い
て
探
求
し
な
が
ら
、
深
刻
化

す
る
地
球
環
境
を
取
り
巻
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題

な
ど
、
私
た
ち
人
類
が
抱
え
て
い
る
課
題
を
再

認
識
す
る
機
会
と
し
た
。

　
電
気
自
動
車
に
つ
い
て
の
素
朴
な
疑
問
を
、

質
問
形
式
で
回
答
し
、
そ
の
基
礎
的
な
知
識
の

習
得
機
会
を
設
け
な
が
ら
、
同
時
に
電
気
自
動

車
の
活
用
の
コ
ツ
を
実
際
の
ユ
ー
ザ
ー
へ
の
取

材
を
通
じ
て
紹
介
し
た
。

　
ま
た
、
生
活
工
房
で
2
0
0
5
年
度
よ
り
6

年
間
、
中
学
生
を
対
象
に
実
施
し
て
き
た
「
次

世
代
車
組
立
教
室
」
の
報
告
、
企
画
を
制
作
し

て
き
た
日
本
E
V
ク
ラ
ブ
の
16
年
間
に
わ
た

る
活
動
記
録
の
紹
介
、
電
気
自
動
車
を
販
売
し

て
い
る
企
業
の
次
世
代
へ
む
け
て
の
取
り
組
み

な
ど
も
紹
介
し
、
近
い
将
来
の
私
た
ち
の
生
活

と
の
関
わ
り
を
探
っ
た
。
会
場
入
口
に
は
日
本

E
V
ク
ラ
ブ
が
制
作
し
た
「
ジ
ャ
メ
コ
ン
タ
ン

ト
号
」
も
展
示
さ
れ
た
。
会
期
中
「
分
解
＆
組

立
」
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
た
。

S t a c k - i n g D e s i g n　積み、重ねる、カタチ。 E V（電気自動車）が約束する未来

E
x

h
i

b
i

t
i

o
n

展
　
覧
　
会

スタッキングできる飲料ケースで構成された会場（ワークショップB）の様子

「電気自動車って本当に必要 ?」そんな基本的な疑問について考える企画展

キッズデザイン ワークショップの様子

日本E Vクラブの活動についても報告を展示

アルファベットを立体的に積み重ねられる積
み木コーナー

会場（生活工房ギャラリー）の
様子

日本E Vクラブの手で「ジャメコンタント号」の分解作業および組み立て作業を実演

「
積
み
」「
重
ね
る
」か
ら
、「
カ
タ
チ
」を
考
え
る

40
代
男
性
の
声

重
ね
る
だ
け
と
い
え
ば
そ
れ
だ
け
な
の
で
す
が
、

そ
れ
が
と
て
も
深
い
こ
と
だ
と
感
じ
ら
れ
た
。

震
災
後
、
私
た
ち
は
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
つ
い
て
真

剣
に
再
考
す
べ
き
こ
と
を
報
告
展
で
も
実
感
し
た
。

電
気
自
動
車
は
私
た
ち
の
生
活
を

ど
の
よ
う
に
変
え
て
い
く
の
だ
ろ
う
か

30
代
女
性
の
声

開催日 2011年3月20日（日）～ 4月5日（火）11 : 00～19 : 00
会場 ワークショップA B、生活工房ギャラリー　来場者数 1,404
名　協力 三菱自動車株式会社、日産自動車株式会社、三洋電
機株式会社、日本ミシュランタイヤ株式会社、トヨタ自動車
株式会社、本田技研工業株式会社、三工機器株式会社、横浜
ゴム株式会社、東京都立総合工科高校、次世代自動車振興セ
ンター　企画制作 日本E Vクラブ、有限会社アイエイチ・ファ
クトリー

D ATA
開催日 2011年6月16日（火）～7月12日（火）　会場 生活工房
ギャラリー、ワークショップB　展示来場者数 3,500名　関連企
画参加人数 121名　後援 社団法人日本インダストリアルデザ
イナー協会　企画制作 d e l i b a b（デーリバーブ）
関連企画1 トークイベント「D E S I G N _素材と身体から」　開
催日 6月25日（土）14 : 00～ 15 : 30　会場 セミナールーム
A B　講師 黒川雅之（建築家／プロダクトデザイナー）　参加
費 500円　参加人数 68名
関連企画2 トークセミナー「未来のプロダクトデザインを考え

る」　開催日 7月2日（土）14 : 00～ 15 : 30　会場 セミナー
ルームA B　講師 下川一哉（日経デザイン編集長）　参加費 
500円　参加人数 37名
関連企画3 キッズデザイン ワークショップ「心を重ねる・想

いを重ねる」つながるコトをデザインしよう

開催日 7月10日（日）11 : 00～17 : 00　会場 ワークショップ
A　講師 村田桂太、福田一郎（共にプロダクトデザイナー）　
対象 小学3～6年　参加費 1,000円　参加人数 16名

D ATA



3637

　
若
手
人
気
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
あ
るB

o
o

jil

（
ブ
ー
ジ
ル
）
の
個
展
と
し
て
実
施
し
た
本
展
。

作
家
は
、
海
外
ひ
と
り
旅
か
ら
イ
ン
ス
ピ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
得
た
極
彩
色
で
ピ
ー
ス
フ
ル
な
作
風

と
、
飾
ら
な
い
人
柄
で
人
気
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
だ
が
、
本
展
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
訪
問
し

た
国
々
を
作
家
目
線
の
テ
キ
ス
ト
と
写
真
で
紹

介
し
た
ほ
か
、
旅
先
で
集
め
た
各
国
の
不
思
議

な
雑
貨
な
ど
、
作
品
紹
介
だ
け
に
留
ま
ら
な
い

形
で
展
示
を
行
な
っ
た
。
ま
た
、
週
末
は
作
家

本
人
が
在
廊
し
、
自
身
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ

や
著
書
を
販
売
し
た
。

　
過
去
10
年
余
り
の
作
家
活
動
の
集
大
成
と

し
て
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
非
常
に
多
く
の
来

場
者
が
あ
っ
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
以
前
旅

し
た
異
国
を
思
い
出
し
た
」「
海
外
旅
行
に
ま

た
行
き
た
く
な
っ
た
」
と
い
っ
た
感
想
が
多
く
、

作
品
の
魅
力
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
展
示
意
図
も

理
解
し
や
す
か
っ
た
よ
う
だ
。

　
人
気
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
活
動
お
よ
び
作
品
を
、

生
活
工
房
独
自
の
視
点
を
加
味
し
て
タ
イ
ミ
ン

グ
良
く
紹
介
で
き
た
。

たびたび   ひとり旅　B o o j i lの描くカラフルな世界

本展示に合わせて制作した 3ｍを超える大作を来場者に
説明するB o o j i l氏（右）

週末限定のグッズショップもB o o j i lファンで賑わった

ワークショップ大人の部。お互いに質問をしなが
ら自然と笑顔になっていたのが印象的だった

ワークショップ小学生の部。積極的にお友達を
作ろうとする子どもが目立った カ

フ
ェ
の
よ
う
に
ゆ
っ
く
り
お
茶
を
飲
ん
で
、

ず
っ
と
こ
の
空
間
に
い
た
い
気
分
に
な
り
ま
し
た
。

世
界
を
旅
す
る
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
作
品
か
ら

透
か
し
見
る
異
国
の
魅
力

30
代
女
性
の
声

　
24
時
間
休
む
こ
と
な
く
動
き
続
け
る
現
代
社

会
。
も
と
も
と
昼
に
活
動
し
、
夜
に
眠
る
体
内

時
計
を
持
っ
た
昼
行
性
の
生
き
も
の
で
あ
る
ヒ

ト
が
、
昼
夜
の
区
別
が
曖
昧
に
な
っ
た
世
界
で

ど
の
よ
う
に
眠
り
と
向
き
合
っ
た
ら
い
い
の
か
、

と
も
に
考
え
る
展
覧
会
と
し
て
開
催
し
た
。

　
会
場
で
は
、
地
球
の
24
時
間
の
リ
ズ
ム
に
連

動
し
た
生
命
の
リ
ズ
ム
を
立
体
的
に
表
現
し
、

あ
わ
せ
て
睡
眠
中
に
体
の
中
で
何
が
起
き
て
い

る
か
を
絵
巻
物
の
よ
う
に
展
示
。
ま
た
、
夢
の

仕
組
み
を
探
る
実
験
室
、
世
界
の
人
々
の
夢
の

価
値
観
が
わ
か
る
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
、
消
防
士

や
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
方
な
ど
へ
の
睡
眠
リ
ズ
ム
に

つ
い
て
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
生
き
も
の
の
寝
姿

の
イ
ラ
ス
ト
展
な
ど
、
眠
り
を
多
様
な
角
度
で

掘
り
下
げ
た
。「
こ
の
星
の
眠
り
」
と
題
し
た

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ア
フ
リ
カ
の
木
の
枕
、
ス
イ
ス

の
干
草
ベ
ッ
ド
、
日
本
の
蚊
帳
な
ど
、
色
々
な
寝

具
で
来
場
者
が
自
由
に
眠
る
こ
と
も
可
能
に
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
・
気
候
に
あ
わ
せ
た
眠

り
の
工
夫
を
知
る
と
同
時
に
、
世
界
の
半
分
は

常
に
夜
で
、
そ
の
世
界
の
半
分
の
人
と
と
も
に

眠
る
よ
う
な
実
感
を
届
け
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

I’m s o s l e e p y　どうにも眠くなる展覧会

天体の動きと人の体温や眠気、自然の営みのリズムを表した立体

「生きものたちの眠り」展（文・さくまひろこ、
絵・たけむらまゆこ）

世界の寝床で眠ることができる。どうにもねむ
くなるカフェも

夢の仕組みを探る実験室

何
十
年
と
眠
り
に
つ
い
て
悩
ん
で
い
ろ
い
ろ
試
し
て
い
る
が
、
ナ
チ
ュ

ラ
ル
に
睡
眠
に
入
れ
る
き
っ
か
け
が
つ
く
れ
そ
う
だ
と
感
じ
た
。

70
代
女
性
の
声

眠
ら
な
い
街
で
、眠
り
を
感
じ
、考
え
、眠
る
展
覧
会

開催日 2012年3月2日（金）～ 3月18日（日）　会場 生活工房
ギャラリー、ワークショップA B　展示来場者数  4 , 305名
関連企画参加人数 804名　共同企画制作 S u n R E O R　環境デザイン 

セセン設計所　特別協力 N PO法人睡眠文化研究会　企画協力 株
式会社L D & K、オムロンヘルスケア株式会社、有限会社菊屋、
S U N U S、株式会社三度、世田谷消防署、T S U TAYA三軒
茶屋店、全日本空輸株式会社、h a m m o c k 2000、パイオニ
ア株式会社、B r e a v o - p a r a、無印良品くらしの良品研究
所、ロフテー株式会社
関連企画1 どうにもねむくなるカフェ　開催日 会期中の土日
12 :00～18 : 00　出店 N E X T K I T C H E N　利用人数 591名 

開催日 2011年8月19日（金）～ 9月11日（日）11 : 00～19 : 00
会場 生活工房ギャラリー　展示来場者数 9 ,109名　関連企画参
加人数 137名
関連企画1  「似てない似顔絵でコミュニケーション」　開催日
8月28日（土） 14 : 00～ 15 : 30／ 17 : 00～ 18 : 30　会場
ワークショップA　講師 Boo j i l　参加費 小学校の部500円／

関連企画2 安眠ヨガ＋ハーブアイピローづくり　開催日 3月4日
（日）14 :00～16 :00　講師 牧野里砂（ヨガインストラクター／
J A M H Aハーバルセラピスト）　参加費 3,000円　参加人数 19名
関連企画3 ママのためのおやすみL I VE　開催日 3月12日（月） 
14 : 00～15 : 30　出演 羊毛とおはな　参加費 2,000円　参加
人数 102名
関連企画4 睡眠文化フォーラム “SLEEP SWITCH”　開催日 

3月18日（日） 14 : 00～17 : 00　講師 重田眞義（京都大学教
授）、藤本憲一（武庫川女子大学教授）、豊田由貴夫（立教大
学教授）、土谷貞雄（無印良品くらしの良品研究所コーディ
ネーター）参加人数 92名

大人の部1, 000円　参加人数 34名／28名
関連企画2 「おかっぱちゃん旅に出る劇場版」上映会＆トー

ク＆サイン会 　開催日 9月4日（日）14 :00～16 :30　会場 セ
ミナールームA B　トークホスト B o o j i l　トークゲスト 能町み
ね子（漫画家／エッセイスト）　参加費 800円　参加人数 75名

D ATA

D ATA

E
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音
楽
の
デ
ー
タ
配
信
が
一
般
化
す
る
中
で
、

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
デ
ザ
イ
ン
の
魅
力
を
「
ジ
ャ
ケ
買

い
」
と
い
う
行
為
を
通
じ
て
再
発
見
す
る
展
示

企
画
。
ジ
ャ
ケ
買
い
と
は
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
良
し

悪
し
を
基
準
に
レ
コ
ー
ド
や
C
D
を
購
入
す
る
、

音
楽
フ
ァ
ン
に
は
お
馴
染
み
の
習
慣
で
あ
る
。

本
展
で
は
、
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
デ
ザ
イ
ン
を
数
多

く
手
掛
け
る
伊
藤
桂
司
氏
（
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
）

と
森
本
千
絵
氏
（
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）
の

ジ
ャ
ケ
買
い
や
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
制
作
に
密
着
し
た

映
像
、
そ
し
て
32
名
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
選
ん
だ

レ
コ
ー
ド
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
展
示
し
た
。

　
ま
た
会
場
に
は
約
3
0
0
0
枚
の
中
古
レ

コ
ー
ド
を
設
置
し
、
来
場
者
が
擬
似
ジ
ャ
ケ

買
い
を
楽
し
め
、
そ
の
試
聴
も
可
能
に
し
た
。

会
期
中
に
は
参
加
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
招
い
た
ト
ー

ク
イ
ベ
ン
ト
も
2
度
実
施
し
、
い
ず
れ
も
盛
況

で
あ
っ
た
。
レ
コ
ー
ド
世
代
で
は
な
い
10
〜
20

代
が
新
鮮
な
眼
差
し
で
レ
コ
ー
ド
を
〝
掘
る
〞

姿
が
印
象
的
で
あ
っ
た
が
、
音
楽
の
街
、
下
北

沢
と
の
連
携
を
強
化
し
、
今
後
も
地
域
資
源
と

し
て
の
音
楽
文
化
へ
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
て
い

き
た
い
。

昔
ジ
ャ
ケ
買
い
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。
再
び
下

北
沢
、
吉
祥
寺
あ
た
り
を
散
歩
し
た
く
な
り
ま
し
た
。

“
ジ
ャ
ケ
買
い
”で
再
発
見
す
る

 

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
デ
ザ
イ
ン

70
代
男
性
の
声 日

本
人
と
し
て
伝
統
文
化
に
触
れ
る
こ
と
は
大
切
だ
と
思
う
。

折
鶴
な
ど
は
見
る
だ
け
で
も
な
ん
だ
か
ホ
ッ
と
し
ま
す
。

60
代
女
性
の
声

　
自
然
と
共
存
し
て
き
た
日
本
の
伝
統
文
化

を
再
確
認
す
る
こ
と
で
、
現
代
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
を
再
考
す
る
展
覧
会
を
定
期
シ
リ
ー
ズ

で
開
催
。
本
年
度
は
、
日
本
の
四
季
の
う
ち
、

「
夏
」
と
「
冬
」
か
ら
テ
ー
マ
を
と
っ
た
。

　
第
1
回
で
は
、
日
本
の
伝
統
文
化
を
代
表
す

る
素
材
で
、
そ
の
用
途
は
文
化
芸
術
の
み
な
ら

ず
生
活
様
式
を
含
め
て
多
様
な
「
和
紙
」
を
紹

介
。
折
り
紙
文
化
や
江
戸
の
風
物
を
表
現
し
た

和
紙
人
形
な
ど
、
幅
広
い
年
齢
層
に
楽
し
ん
で

も
ら
え
る
作
品
を
集
め
た
。
開
催
時
は
節
電
が

求
め
ら
れ
る
暑
い
夏
で
あ
り
、
庶
民
が
粋
と
し

て
楽
し
み
な
が
ら
涼
を
得
て
い
た
江
戸
の
文
化

か
ら
、
先
人
の
知
恵
を
感
じ
て
も
ら
い
た
い
と

い
う
意
図
を
こ
め
た
。

　
第
2
回
で
は
、
室
町
時
代
か
ら
武
家
の
礼
法

と
し
て
受
け
継
が
れ
た
「
折
形
」
や
「
水
引
」

と
い
っ
た
伝
統
美
と
機
能
美
を
備
え
た
文
化
を

紹
介
。
会
期
中
に
新
年
を
迎
え
る
祝
い
の
季
節

に
相
応
し
く
、
日
本
の
文
化
の
持
つ 「
人
へ
の

気
遣
い
の
心
」
を
「
礼
」
の
心
の
表
現
と
し
て

伝
え
た
。

日本の伝統文化と歳時記

伝統的な形から現代風にアレンジされたものまで 「折形」「水引」など、約120点を展示

体験セミナー「折形にみる伝統的な表現」 シリーズ第1回は、「和紙」文化について 連鶴など和紙文化にこめられた
心遣いを学んだ体験セミナー

日
本
人
の
こ
こ
ろ
の
文
化
を
再
考
す
る

ジャケ買いのビガク　誘惑するジャケットデザイン

レコードショップさながらの会場風景。スクリーンを設置し上映も行った

見つけたレコードと伊藤桂司氏 レコードを探す森本千絵氏

伊藤氏と森本氏が制作したジャケットも
展示した

E
x

h
i

b
i

t
i

o
n

展
　
覧
　
会

開催日 2011年4月10日（日）～ 5月8日（日）　会場 生活工房
ギャラリー　来場者数 7, 594名　関連企画参加人数 140名　印
刷協力 株式会社金羊社、東洋化成株式会社　協力 d u b l a b、
d i s q u e s c o r d e、イエローポップ下北沢店、シティ・カン
トリー・シティ、ディスクユニオン下北沢店、フラッシュ・
ディスク・ランチ、ベスタクス株式会社　制作協力 伊藤桂司、
森本千絵　映像制作 D B K N　参加デザイナー 阿部周平、井口弘
史、石浦克（T G B d e s i g n .）、石岡良治（e n a m e l .）、伊藤
弘（g r o o v i s i o n s）、伊藤ガビン（N N N N Y）、井上嗣也、浮
舌大輔、江森丈晃、大島慶一郎、大西隆介（d i r e c t i on Q）、
大原大次郎、小田島等、片山中藏、河村康輔（Z A I D E）、北山

vo l .1  和紙がおりなす日本のこころ～連鶴・折形・和紙人形
開催日  2011年7月16日（土）～8月14日（日）9 : 00～20 : 00
会場 生活工房ギャラリー　来場者数 7, 726名　関連企画参加人
数 53名　協力 お茶の水・おりがみ会館　企画制作 有限会社
アイエイチ・ファクトリー
関連企画 体験セミナー「夏文様を折る おりがみでみる和紙

文化」　開催日 8月6日（土）14 : 00～16 : 00　会場 セミナー
ルームA B　講師 小林一夫（おりがみ会館館長／N PO法人国
際おりがみ協会理事長）　参加費 1,000円

雅和（h e l p !）、木村豊（C e n t r a l67）、小島史郎（R i c h B lack 
I n c .）、小辻雅史、佐々木暁、軸原ヨウスケ（c o c h a e）、白根
ゆたんぽ、スケートシング、千原航、中澤耕平（A S Y L）、生意
気、ヒロ杉山、藤枝憲（C o a G r a p h i c s）、前田晃伸、溝端貢、
ムーグ山本
関連企画1 トークイベント1　開催日時 4月29日（金・祝）　会場 

ワークショップB　講師 千原航、江森丈晃、小田島等　参加費 

500円　参加人数 58名
関連企画2 トークイベント2　開催日時 4月30日（土）　会場 ワー
クショップB　講師 伊藤桂司、森本千絵、D B K N　参加費 
500円　参加人数 82名

v o l . 2　感謝をつなぐ祝いの決まりごと～包む・結ぶ・折る
開催日 2011年12月23日（金・祝）～ 2012年 1月29日（日） 
9 : 00～20 : 00　会場 生活工房ギャラリー　来場者数 9, 489
名　関連企画参加人数 31名　協力 お茶の水・おりがみ会館　企
画制作 有限会社アイエイチ・ファクトリー
関連企画 体験セミナー「折形にみる伝統的な表現」　開催日 12
月23日（金・祝）14 :00～16 :00　講師 花村孝子（美学者、礼法
評論家）　会場 セミナールームB　参加費 1,000円

D ATA
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海
沿
い
に
暮
ら
す
民
族
の
手
し
ご
と
を
紹
介

す
る
こ
と
に
よ
り
、
海
に
囲
ま
れ
た
日
本
に
住

む
我
々
が
、
遠
い
海
で
つ
な
が
っ
て
い
る
人
々

の
こ
と
を
思
う
き
っ
か
け
に
し
た
い
と
企
画
し

た
「
7
つ
の
海
と
手
し
ご
と
」
シ
リ
ー
ズ
。

　
〈
第
1
の
海
〉
と
し
て
、
パ
ナ
マ
共
和
国
の

カ
リ
ブ
海
沿
岸
に
暮
ら
す
先
住
民
・
ク
ナ
族
の
、

「
モ
ラ
」
と
呼
ば
れ
る
民
族
衣
装
の
ブ
ラ
ウ
ス

に
施
さ
れ
た
ア
ッ
プ
リ
ケ
刺
繍
を
紹
介
し
た
。

多
重
ア
ッ
プ
リ
ケ
と
も
い
え
る
手
法
で
縫
わ
れ

た
色
と
り
ど
り
の
布
と
そ
の
デ
ザ
イ
ン
か
ら
は
、

果
て
し
な
い
海
へ
の
畏
敬
の
念
と
、
海
に
遊
ぶ

自
由
な
想
像
力
、
豊
漁
の
祈
り
と
喜
び
が
伝

わ
っ
て
く
る
か
の
よ
う
。
母
か
ら
娘
へ
と
受
け

継
が
れ
て
い
く
伝
統
的
な
手
法
と
図
柄
の
中
に

も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ナ
の
女
性
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
セ
ン
ス
が
見
て
取
れ
る
。

　
モ
ラ
研
究
家
の
宮
崎
ツ
ヤ
子
氏
か
ら
、
モ
ラ

を
は
じ
め
貴
重
な
ク
ナ
族
の
資
料
を
多
数
お
貸

出
し
い
た
だ
い
た
。
あ
わ
せ
て
、
現
地
を
取
材

し
た
映
像
の
上
映
、
ク
ナ
族
と
モ
ラ
に
つ
い
て

の
ト
ー
ク
、
モ
ラ
を
つ
く
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
通
し
、
そ
の
魅
力
を
伝
え
た
。

7つの海と手しごと《第1の海》「カリブ海とクナ族のモラ」

土
地
に
根
付
い
た
伝
統
か
ら
、
自
分
な
り
の
好
み
や
セ
ン
ス
を
生
活
の

中
で
常
に
う
ち
だ
し
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
、
ぐ
っ
と
き
ま
し
た
。

30
代
女
性
の
声

ク
ナ
の
女
性
の
オ
シ
ャ
レ
と
誇
り

会場にはモラだけでなく、クナ族のハンモックや日用品、現地の映像も展示した

モラは大胆な構図と鮮やかな色が特長（写真
は「魚を持つ魚人」）

会場は連日多くの人でにぎわった 400枚もの画像を用いての
講演会も大好評

　
「
7
つ
の
海
と
手
し
ご
と
」
シ
リ
ー
ズ
〈
第

2
の
海
〉
と
し
て
紹
介
し
た
の
は
、
北
極
海
に

広
が
る
大
雪
原
に
暮
ら
す
、
イ
ヌ
イ
ッ
ト
が

作
っ
た
壁
か
け
の
数
々
。

　
狩
り
に
出
か
け
る
男
性
た
ち
の
た
め
に
、
防

寒
服
を
つ
く
る
の
は
女
性
た
ち
の
仕
事
だ
。
動

物
の
骨
か
ら
針
を
、
腱
か
ら
糸
を
作
り
、
寒
風

や
雪
解
け
水
を
も
通
さ
な
い
服
を
仕
立
て
る
技

術
は
大
変
高
度
な
も
の
。
現
在
で
は
防
寒
服
の

ほ
と
ん
ど
は
毛
皮
か
ら
ダ
ッ
フ
ル
地
の
も
の
に

変
わ
っ
た
が
、
そ
の
余
り
布
に
、
高
い
縫
製
技

術
を
活
か
し
、
色
と
り
ど
り
の
フ
エ
ル
ト
を
施

し
て
作
ら
れ
た
の
が
、
こ
の
壁
か
け
。
海
獣
の

狩
猟
や
、
犬
ぞ
り
で
雪
原
を
駆
け
る
様
子
な
ど
、

昔
な
が
ら
の
イ
ヌ
イ
ッ
ト
の
生
活
文
化
が
生
き

生
き
と
描
か
れ
て
い
る
。

　
本
展
で
は
イ
ヌ
イ
ッ
ト
の
壁
か
け
20
点
の

ほ
か
、
海
獣
の
骨
な
ど
で
で
き
た
狩
猟
道
具
や

裁
縫
道
具
、
ぬ
い
ぐ
る
み
を
展
示
し
、
合
わ
せ

て
現
地
の
映
像
も
上
映
。
ま
た
、
イ
ヌ
イ
ッ
ト

の
服
の
試
着
会
を
は
じ
め
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

講
演
会
な
ど
多
彩
な
関
連
イ
ベ
ン
ト
で
、
極
北

の
地
の
暮
ら
し
と
文
化
に
せ
ま
っ
た
。

7つの海と手しごと《第2の海》「北極海とイヌイットの壁かけ」

お
互
い
に
遠
い
存
在
で
一
生
知
ら
な
い
ま
ま
か
も
し
れ
な
い

の
に
、
壁
か
け
の
絵
は
優
し
く
楽
し
く
近
い
存
在
に
感
じ
る
。

70
代
女
性
の
声

失
わ
れ
ゆ
く
生
活
文
化
と
精
神
を
縫
い
こ
め
た
壁
か
け壁かけ20点のほか、生活道具やぬいぐるみなども展示

描かれた日常風景から、イヌイット独特の精神世界も感じ
取れる

『イヌイットの壁かけ』著者であり展示作品の旧蔵者であ
る岩崎昌子氏のトーク＆サイン会

イヌイットの服試着会。子どもを 
フードの中に入れる「アマウティク」

E
x

h
i

b
i

t
i

o
n

展
　
覧
　
会

開催日 2011年11月12日（土）～12月18日（日）　会場 生活工
房ギャラリー　展示来場者数 7, 440名　関連企画参加人数 171
名　後援 在日カナダ大使館　特別協力 北海道立北方民族博
物館、岩崎昌子　協力 国立民族学博物館、東京シネマ新社、
L AV VO結城伸子
関連企画1 イヌイットの服試着会　開催日 11月12日（土）、19
日（土）13 :00～16 :00　参加人数 34名
関連企画2 トーク＆サイン会「イヌイットの壁かけに出合っ

て」　開催日  11月13日（日）14 : 00～15 : 00　出演 岩崎昌子

開催日 2011年5月13日（金）～ 6月11日（土）　会場 生活工
房ギャラリー　展示来場者数 8 , 292名　関連企画参加人数 361
名　後援 パナマ共和国大使館 　特別協力 宮崎ツヤ子　協
力 C O S PA“パナマの野生蘭を守る活動”、N P O日本カ
リブ海交流協会、輸入雑貨アスーレ　協賛 H O R I G U C H I 
C O F F E E
関連企画 1 講演会「クナの島々を訪ねて～そのときに出合っ

たモラたち」　開催日 5月14日（土）13 : 30～15 : 30　講師 

（『イヌイットの壁かけ』著者）　参加人数 50名
関連企画3 上映会＆ミニワークショップ「イヌイットの暮ら

しと遊び」　開催日 12月4日（日） 10 : 30～12 : 30　講師 笹
倉いる美（北海道立北方民族博物館）　参加費 800円　参加人
数 37名
関連企画4 講演会「イヌイット服飾今昔物語―材料、技術、精

神の世界」　開催日 12月17日（土） 14 : 00～15 : 30　講師 

スチュアート ヘンリ（放送大学教授）　参加費 500円　参加人
数 50名

宮崎ツヤ子（モラ研究家）　参加費 500円　参加人数 91名
関連企画2 講演会「クナの暮らしとモラのモチーフ」　開催日 

5月28日（土） 13 : 30～15 : 30　出演 宮崎ツヤ子（モラ研究
家）　参加費 500円　参加人数 90名
関連企画3 1日体験「モラのミニタペストリーを作る」　開催
日 5月17日（火）、24日（火）、25日（水）、27日（金）、31日
（火）、 6月2日（木）、3日（金）、5日（日）、8日（水）、　講師 宮崎
ツヤ子（モラ研究所講師）　参加費 2,000円　参加人数 180名

D ATA
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身
近
な
素
材
＝
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
、
日

常
に
潜
む
刺
激
の
発
見
を
促
す
「
地
域
と
関
わ

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
第
2
回
世
田
谷
区
芸

術
ア
ワ
ー
ド
《
生
活
デ
ザ
イ
ン
》
部
門
に
提
案
し

た
造
形
作
家
・
玉
田
多
紀
氏
。
ア
ワ
ー
ド
受
賞
を

機
に
、
5
月
よ
り
区
内
各
所
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
実
施
、
そ
の
参
加
者
の
作
品
お
よ
び
自
身

の
作
品
の
発
表
と
し
て
、「
創
造
す
る
ダ
ン
ボ
ー

ル
」
展
を
10
月
に
開
催
し
た
。
親
子
連
れ
を
中
心

と
し
た
来
場
者
は
、
想
像
を
超
え
る
リ
ア
ル
さ

の
大
型
ダ
ン
ボ
ー
ル
作
品
に
驚
い
た
り
、
子
ど

も
た
ち
の
作
品
を
見
て
、
そ
の
出
来
栄
え
に
感

心
し
て
い
た
。

　
「
美
術
大
学
入
学
か
ら
約
10
年
間
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
活
動
を
続
け
て
き
た
私
に
と
っ
て
、
過
去

を
振
り
返
る
と
と
も
に
近
い
将
来
に
対
す
る

ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
が
明
確
と
な
っ
た
。
良
い
タ
イ
ミ

ン
グ
で
本
展
を
実
施
で
き
た
」
と
玉
田
氏
自
身

が
語
る
と
お
り
、
芸
術
ア
ワ
ー
ド
事
業
の
目
的

で
あ
る
「
次
代
の
文
化
・
芸
術
分
野
を
担
う
若

手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
飛
躍
す
る
企
画
を
つ
く
る

た
め
、
賞
を
設
け
発
表
の
場
を
提
供
す
る
」
こ
と

が
十
分
に
達
成
で
き
た
。

玉田多紀  作品／活動発表展  「創造するダンボール」

会場の様子

キャロットタワープラザ広場で実施したワー
クショップの様子

作品をのぞきこむ来場者

想
像
を
超
え
た“
ド
迫
力
”の
ダ
ン
ボ
ー
ル
作
品
が

キ
ャ
ロ
ッ
ト
タ
ワ
ー
に
出
現
！

木
工
ボ
ン
ド
が
大
好
き
な
の
で
、

い
っ
ぱ
い
使
え
て
楽
し
か
っ
た
。

10
代
男
子
の
声

　
地
球
環
境
や
貧
困
問
題
な
ど
、
世
界
で
起
き

て
い
る
様
々
な
問
題
に
つ
い
て
、
そ
の
現
状
を

受
け
止
め
て
知
る
こ
と
で
、
異
文
化
へ
の
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
フ
ォ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
誌
『D

A
Y

S
 JA

P
A

N

』
と

共
催
し
て
「
写
真
展
」
と
「
講
演
・
報
告
会
」

を
実
施
し
た
。

　

T
V
や
新
聞
で
は
な
か
な
か
報
道
さ
れ
な
い

世
界
の
現
況
に
つ
い
て
、D

A
Y

S JA
P

A
N

が

主
催
す
る
「D

A
Y

S

国
際
フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
大
賞
」
の
最
新
受
賞
作
か
ら
過
去
3
年
ま

で
さ
か
の
ぼ
り
作
品
を
選
択
。
国
際
的
に
活
動

す
る
写
真
家
の
作
品
を
コ
メ
ン
ト
と
と
も
に
紹

介
し
た
。

　
〔
ハ
イ
チ
・
貧
困
が
生
み
出
す
大
地
震
の
混

乱
〕〔
中
南
米
の
資
源
開
発
・
環
境
汚
染
と
劣

悪
な
労
働
環
境
〕〔
テ
ロ
と
紛
争
〕〔
ア
ジ
ア
の

女
性
た
ち
・
追
い
込
ま
れ
た
人
権
と
労
働
の
現

状
〕
な
ど
９
つ
の
テ
ー
マ
か
ら
作
品
を
選
び
、

会
場
を
構
成
し
た
。
同
じ
地
球
で
生
き
る
人
間

と
し
て
、
写
真
が
示
し
た
「
世
界
の
現
実
」
は
、

私
た
ち
の
日
常
生
活
や
文
化
に
つ
い
て
ま
で
も

深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
る
内
容
で
あ
っ
た
。

D AY S J A PA N写真展　地球の上に生きる2011　私たちが世界の未来にできること

世
界
に
は
厳
し
い
現
実
の
中
で
暮
ら
す
人
々
が
い

る
こ
と
を
実
感
し
た
。
胸
が
つ
ま
る
想
い
で
し
た
。

 
フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が
伝
え
る

「
世
界
の
現
実
」

50
代
男
性
の
声

ファインダー越しに写しだされた「世界の現実」。会場では69作品が展示された

広河隆一氏（D AY S J A PA N代表）自身による、東
日本大震災を撮影した作品も展示

シンポジウムでは、世界に向けて活動をして
いるN G Oを招き、活動報告をした

E
x

h
i

b
i

t
i

o
n

展
　
覧
　
会

開 催 日 20 11年10月14日（金）～ 16日（日）　 会場 ワーク
ショップ B　来場者数 708名　関連企画参加人数 85名　協力 株
式会社ベネッセスタイルケア芦花翠風邸、世田谷区立三軒
茶屋小学校
関連企画 1 地域と関わるワークショップ　開催日時 5月20日
（金）、21日（土）　会場 芦花翠風邸　講師 玉田多紀（造形作
家）　参加人数 12名　

開催日  2011年12月3日（土）～12月16日（金） 11 : 00～19 : 00
会場 ワークショップA B　来場者数 1,180名　関連企画参加人
数 84名　共催 株式会社デイズジャパン　企画制作 株式会社
世田谷社
関連企画 1 トークイベント　広河隆一×林典子　「私たちが

世界の未来にできること～ジャーナリストの視点から」　開
催日 12月10日（土）14 :00～16 :00　会場 セミナールーム
A B　講師 広河隆一（D A Y S J A P A N代表、フォトジャーナ
リスト）、林典子（フォトジャーナリスト）　参加費 1, 000円

関連企画2 地域と関わるワークショップ　開催日時 6月23日
（木）　会場 三軒茶屋小学校　講師 玉田多紀（造形作家）　参
加人数 54名
関連企画3 地域と関わるワークショップ 「ダンボールサファ

リで恐竜の子どもをつくろう！」　開催日時 8月6日（土）、7日
（日）　会場 キャロットタワープラザ広場
講師 玉田多紀（造形作家）　参加人数 19名

参加人数 52名
関連企画2 N G O活動報告シンポジウム「私たちが世界の未

来にできること～世界の現実と解決の取り組み」　開催日 
12月11日（日）14 : 00～16 : 00　会場 セミナールームA B
講師 名取郁子（認定特定非営利活動法人難民を助ける会）、
成田由香子（特定非営利活動法人A C E）、外木絢子（特定非
営利活動法人国際ボランティア学生協会）　参加費 1, 000円
参加人数 32名　

D ATA D ATA
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世
田
谷
で
も
年
々
数
が
減
っ
て
い
く
写
真

館
。
カ
メ
ラ
が
一
家
に
一
台
以
上
あ
る
現
代
で

は
、
自
然
の
成
り
行
き
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
、
気
が
つ
く
と
手
元
に
は
、
家
族
の
誰
か（
撮

影
者
）
が
写
っ
て
い
な
い
写
真
ば
か
り
残
っ
て

い
な
い
だ
ろ
う
か
？
　
本
展
で
は
、
世
田
谷
の

家
族
を
見
つ
め
続
け
て
き
た
写
真
館
の
役
割
に

注
目
し
た
。

　
世
田
谷
に
店
を
構
え
る
写
真
館
8
館
に
、
出

品
を
依
頼
。
そ
れ
ぞ
れ
の
写
真
館
の
紹
介
と
と

も
に
、
そ
こ
で
撮
ら
れ
た
家
族
写
真
を
額
に
入

れ
て
展
示
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
世
田
谷
写
真
館

マ
ッ
プ
も
配
布
し
、
来
場
者
と
写
真
館
を
結
び

つ
け
る
役
割
を
担
っ
た
。
ま
た
、
家
族
写
真
の

ス
テ
キ
な
飾
り
方
を
提
案
す
る
と
と
も
に
、
写

真
と
い
う
媒
体
を
通
し
、
家
族
の
結
び
つ
き
を

考
え
る
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

　
家
族
写
真
は
、
家
に
飾
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、

よ
り
各
家
庭
の
中
で
大
切
な
写
真
と
な
っ
て
い

く
。
台
紙
に
入
れ
て
渡
す
ま
で
が
写
真
館
の
仕

事
で
は
な
く
、
飾
り
方
も
提
案
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
気
付
い
た
と
、
出
品
し
た
写

真
館
か
ら
の
声
が
聞
か
れ
た
。

写真館の写真展《家族の肖像》

写
真
館
が
身
近
な
ア
ー
ト
の
場
で

あ
る
こ
と
に
気
付
か
せ
て
く
れ
た
。

家
族
と
地
域
を
見
つ
め
続
け
て
き
た
写
真
館
の
役
割

50
代
男
性
の
声

写真館の中に入り込んだような会場風景

昭和4年製のジャバラ写真機が迎える。覗き込
むと、椅子の前に立った人が逆さに映り込む

壁紙や額縁も、写真にあわせてさまざま 部屋の中で家族写真を
素敵に飾る提案も

　J
A

P
O

N
D

E
R

と
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
の

JA
P

O
N

（
＝
日
本
）
と
英
語
のP

O
N

D
E

R

（
＝
熟
考
す
る
・
沈
思
す
る
）
と
の
合
成
語
で
、

2
0
0
5
年
の
第
1
回
開
催
時
に
参
加
し
た

留
学
生
に
よ
り
命
名
さ
れ
た
。
祖
師
谷
国
際

交
流
会
館
で
活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

S
U

N
U

S

と
共
催
で
、
留
学
生
と
地
域
と
を
つ

な
ぎ
、
彼
ら
を
通
し
て
多
岐
の
学
術
分
野
に
触

れ
る
企
画
で
も
あ
る
。
今
年
は
、
イ
ン
ド
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
、
グ
ル
ジ
ア
、
タ

イ
、
中
国
、
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
8
名
の
留
学
生
が

参
加
。
パ
ネ
ル
展
示
や
研
究
発
表
会
を
通
し
て

専
門
的
な
研
究
を
分
か
り
や
す
く
紹
介
。「
奥

の
細
道
」
や
「
源
氏
物
語
」
に
関
す
る
発
表
も

あ
り
、
留
学
生
を
通
し
て
、
私
た
ち
日
本
人
が

自
国
の
文
化
に
改
め
て
気
付
か
さ
れ
る
場
面
も

あ
っ
た
。
関
連
イ
ベ
ン
ト
は
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ

ン
の
家
庭
料
理
教
室
を
開
催
。
毎
年
、
留
学
生

が
手
が
け
る
ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
も
、
今
年
は

C
rise

ld
a C

ae
cilia T

IT
U

S

氏
（
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
・
多
摩
美
術
大
学
大
学
院
）
が
日
本
の

家
紋
を
モ
チ
ー
フ
に
、
留
学
生
た
ち
の
活
躍
を

デ
ザ
イ
ン
に
表
し
た
。

J A P O N D E R ８　第8回留学生研究発表会

留学生による研究発表会

交流会では留学生の出身国のお茶とお菓子で
おもてなし

ウズベキスタンの家庭料理教室 研究概要のパネルを展示

発
表
者
、
聴
衆
の
双
方
が
と
て
も
多
く
の
こ

と
を
経
験
で
き
る
企
画
だ
と
思
い
ま
し
た
。

20
代
男
性
の
声

留
学
生
は
日
本
で
何
を
勉
強
し
て
い
る
の
？

E
x

h
i

b
i

t
i

o
n

展
　
覧
　
会

開催日 2011年10月9日（日）～11月6日（日）　会場 生活工
房ギャラリー　来場者数  5 , 7 7 0名　関連企画参加人数  7名
協力 協同組合東京都写真館協会世田谷支部、株式会社カ
ラーワークス・FA R R O W＆B A L L、I S U H O U S E 上柳
出品 あかばね写真館、大泉写真スタジオ、有限会社小林写
真館、有限会社島田フォトスタジオ、有限会社橋本写真館、

開催日  2011年9月14日（水）～10月5日（水） 9 : 00～20 : 00
会場 生活工房ギャラリー　来場者数 3 , 562名　関連企画参加人
数 102名　共催 S U N U S　協力 独立行政法人日本学生支援
機構（J A S S O）、財団法人日本国際教育支援協会（ J E E S）
関連企画 1 ウズベキスタン料理教室　開催日  9月29日（木）
11 : 00～15 : 00　会場 ワークショップA　講師 A k o b i r  

広瀬スタジオ、有限会社フォトスタジオはしもと、有限会社
吉浦写真館　アートディレクション 株式会社L u c y + k
関連企画 フォトデコレーション・ワークショップ　開催日  11
月3日（木・祝）14 : 00～16 : 00　講師 gg 原田さちこ（雑貨
コーディネーター）　参加費 1,500円

K U R B O N O V（東京工学院日本語学校）　参加費 1, 000円
参加人数  18名
関連企画 2 留学生による研究発表&交流会　開催日 10月1
日（土）、10月2日（日）13 :00～16 : 00　会場 ワークショッ
プB　参加人数 84名

D ATA D ATA
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私
た
ち
の
住
む
街
は
、
1
0
0
年
後
ど
う

な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
？
　
東
日
本
大
震
災
の

凄
惨
な
被
害
を
目
の
当
た
り
に
し
、
ま
た
目
に

見
え
な
い
放
射
性
物
質
は
未
来
の
日
常
と
も
無

関
係
で
は
な
く
な
っ
た
。
大
き
な
転
機
を
迎
え
、

改
め
て
未
来
を
テ
ー
マ
に
展
示
を
企
画
し
た
。

　
本
展
の
意
図
は
〝
未
来
を
想
像
す
る
〞
こ
と

で
あ
り
、
翻
っ
て
現
実
と
対
峙
す
る
こ
と
。
環

境
問
題
や
社
会
問
題
に
直
面
し
、
不
安
を
抱

え
る
未
来
だ
が
、
先
人
た
ち
の
偉
業
の
よ
う
に
、

時
代
を
拓
く
ヒ
ン
ト
は
常
に
想
像
力
の
中
に
潜

ん
で
い
る
は
ず
で
あ
る
。

　
展
示
に
は
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
豊
か
な
創
作

を
続
け
る
７
名
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
参
加
。
世

田
谷
の
日
常
か
ら
1
0
0
年
後
を
想
像
し
、
ド

ロ
ー
イ
ン
グ
や
ペ
イ
ン
ト
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
、

サ
ウ
ン
ド
作
品
な
ど
で
表
現
し
た
。

　
目
立
っ
た
の
は
〝
残
る
〞
と
い
う
視
点
。
歴

史
あ
る
寺
社
や
ボ
ロ
市
、
ヒ
ト
の
記
憶
や
存
在

と
い
う
テ
ー
マ
は
示
唆
的
で
、
時
代
の
空
気
と

と
も
に
進
歩
主
義
と
は
異
な
る
未
来
感
を
映
し

出
し
た
。
未
来
の
姿
は
誰
に
も
分
か
ら
な
い
が
、

世
田
谷
の
未
来
を
来
場
者
へ
と
問
い
か
け
た
。

100年あとの世田谷

会場風景。天井から未来の街並みを想起させる吊り物を下げた

未
来
の
先
に
見
え
る
も
の

大原氏はボロ市で買ったもので作っ
た100年後のカレンダー

q p氏はビット感のあるカラフルな
街を描いた

佃氏は松陰神社を描いた

展
　
覧
　
会

開催日 2012年2月3日（金）～2月26日（日）　会場 生活工房
ギャラリー　来場者数 4, 720名　企画／制作 古屋蔵人　参加作
家 伊藤桂司、大原大次郎、q p、近藤さくら、菅 俊一、佃弘樹、
ひらのりょう　デザイン 坂脇慶

D ATA

ワー クショップ事 業 報 告

WORK S H O P

現
在
の
延
長
に
1
0
0
年
後
も
あ
る
、
と
い

う
こ
と
に
は
っ
と
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

20
代
女
性
の
声
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デ
ザ
イ
ン
の
視
点
か
ら
、「
う
つ
わ
」
と
「
食

べ
も
の
」
の
関
係
を
探
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。

食
べ
も
の
と
な
る
野
菜
は
、
地
元
の
農
園
を
訪

れ
て
収
穫
し
、
み
ん
な
で
野
菜
の
お
や
つ
を
調

理
し
た
。
そ
の
後
、
う
つ
わ
の
形
は
ど
の
よ
う

に
生
ま
れ
る
の
か
、
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ナ
ー

の
吉
田
守
孝
氏
か
ら
、
九
谷
焼
の
陶
器
を
モ
デ

ル
に
教
え
て
も
ら
っ
た
。
最
後
は
保
護
者
を
招

い
て
の
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
き
、
今
日
一
日
の
体

験
を
語
り
合
っ
た
。

　
も
の
を
つ
く
る
時
に
大
切
な
こ
と
は
、
自
分

で
感
じ
る
こ
と
、
手
を
動
か
し
て
考
え
る
こ
と
、

そ
し
て
人
に
伝
え
届
け
る
こ
と
。
地
域
や
身
近

な
暮
ら
し
の
中
に
も
、
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
考

え
、
学
ぶ
き
っ
か
け
を
見
つ
け
た
。

　
映
像
は
な
ん
で
動
い
て
み
え
る
の
?

　

と
い

う
疑
問
を
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
制
作
の
中
か
ら

紐
解
い
て
い
く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
と
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
使
っ
て
、
子

ど
も
た
ち
が
登
場
人
物
と
な
る
実
写
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
を
撮
影
し
た
。

　
人
が
飛
ん
だ
り
瞬
間
移
動
し
た
り
、
あ
り
え

な
い
映
像
が
つ
く
れ
る
の
も
、
コ
マ
撮
り
の
面

白
さ
。
動
画
が
一
枚
一
枚
の
静
止
画
か
ら
つ
く

ら
れ
て
い
る
と
い
う
仕
組
み
も
実
感
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
完
成
し
た
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
。
身
近
な
道

具
と
な
っ
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用
し
て
、
つ

く
る
だ
け
で
な
く
、
自
分
た
ち
の
作
品
を
発
信
す

る
こ
と
を
ゴ
ー
ル
に
し
た
。

手
か
ら
感
じ
る
こ
と
、

手
を
動
か
し
て
考
え
る
こ
と

あ
り
え
な
い
動
き
も
つ
く
れ
ち
ゃ
う
、

コ
マ
撮
り
で
あ
そ
ぼ
う
！

　
生
活
工
房
で
は
2
0
0
5
年
度
か
ら
、
次
世

代
を
担
う
中
学
生
を
対
象
に
し
て
、
電
気
自
動

車
や
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
な
ど
の
次
世
代
車
体

験
教
室
を
実
施
し
て
い
る
。
本
年
度
も
主
催
事

業
と
し
て
「
中
学
生
電
気
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
ー

カ
ー
教
室
」、
教
育
委
員
会
か
ら
の
受
託
と
し

て
「
才
能
の
芽
を
育
て
る
体
験
学
習
〜
地
球
環

境
を
考
え
る
〜
中
学
生
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー
教

室
」
の
2
企
画
が
開
催
さ
れ
た
。

　
設
備
が
充
実
し
て
い
る
都
立
総
合
工
科
高

等
学
校
を
お
借
り
し
て
、
環
境
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

次
世
代
車
の
構
造
に
関
す
る
講
義
を
は
じ
め
、

電
気
自
動
車
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
バ
ギ
ー
の
組

み
立
て
実
技
や
試
乗
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
室
で

行
っ
た
。

　
本
企
画
は
、
日
本
E
V
ク
ラ
ブ
を
中
心
に
、

メ
ー
カ
ー
の
協
力
の
も
と
多
数
の
専
門
家
が
講

師
や
ス
タ
ッ
フ
と
な
り
、
中
学
生
参
加
者
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
の
も
魅
力
の
ひ
と
つ
。

　
参
加
者
全
員
で
協
力
し
て
次
世
代
車
を
組
み

立
て
た
体
験
は
、
中
学
生
に
と
っ
て
貴
重
な
経

験
と
な
り
、
未
来
に
向
か
う
た
め
の
誇
り
と
自

信
に
つ
な
が
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

子ども体験ワークショップ「中学生電気フォーミュラーカー教室 」 
才能の芽を育てる体験学習～地球環境を考える～「中学生ハイブリッドカー教室 」

「筑波サーキットコース1000」で、完成した電気フォーミュラーカー「サイド・バイ・サイド」の試走

組み立てた後での記念写真スタッフに指導を受けながら、電気自動
車の組み立て作業に集中する中学生たち

「中学生ハイブリッドカー教室」で製作
した「中学生ハイブリッドバギー１号」

免
許
を
取
っ
た
ら
電
気
自
動
車
に
乗
り
ま
す
。
全

4
回
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。
来
年
も
参
加
し
た
い
。

中
学
1
年
男
子
の
声

次
世
代
を
担
う
中
学
生
の
た
め
の
、次
世
代
車
体
験
教
室

手から知るうつわとやさい

おてがる・おきらく・コマ撮りアニメーション

発
表
し
た
時
に
み
ん
な
が
笑
っ
て
く
れ
た
。

参
加
者
の
声

畑
で
や
さ
い
を
と
っ
た
り
、
と
て
も
つ
め
た
い
井
戸
の
水
を

さ
わ
っ
た
り
、め
ず
ら
し
い
体
験
が
た
く
さ
ん
で
き
た
。

参
加
者
の
声

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

W
o

r
k

s
h

o
p

中学生電気フォーミュラーカー教室

開催日 2011年5月29日（日）、6月19日（日）、7月28日（木）、 
11月3日（木・祝）　会場 東京都立総合工科高等学校、筑波
サーキット　講師  舘内端（日本E Vクラブ代表）他　対象 
中学生　参加費  3 , 500円　参加人数  32名　主催 生活工房
協賛 本田技研工業株式会社　協力 三洋電機株式会社、三工
機器株式会社　企画制作 日本E Vクラブ

中学生ハイブリッドカー教室

開催日 2011年7月10日（日）、7月17日（日）、7月28日（木）、
11月3日（木・祝）　会場 東京都立総合工科高等学校、筑波
サーキット　講師  舘内端（日本 E Vクラブ代表）他　対象  
中学生　参加費 無料　参加人数 22名　主催 世田谷区教育委
員会　共催 東京都立総合工科高等学校　協賛  トヨタ自動
車株式会社　企画制作 日本E Vクラブ

D ATA

開催日 2011年7月24日（日）9 : 00～17 : 00
会場  ワークショップルーム A、中杉農園
講師 吉田守孝（プロダクトデザイナー）、
伊藤彩（料理家）　対象  小学 3年生以上
参加費 1,000円　参加人数 21名　企画 コド・
モノ・コト

開催日 2011年8月13日（日）、8月14日（日） 
13 : 00～16 : 30　会場 ワークショップルー
ムA　講師 小柳貴衛（アニメーション作家） 
対象 小学 3年生以上　参加費 1, 000円　参加
人数 45名　協賛 ソフトバンクモバイル株式
会社　協力 エコー仲見世商店街

D ATA

D ATA
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4
日
間
か
け
て
参
加
者
が
つ
く
っ
た
の
は
、

14
歳
の
心
と
体
を
記
録
す
る
ワ
ン
ピ
ー
ス
。
デ

ザ
イ
ナ
ー
の
飛
田
正
浩
氏
を
講
師
に
迎
え
、
14

歳
の
思
い
や
感
情
を
模
様
に
お
こ
し
、
布
に
プ

リ
ン
ト
し
た
。
完
成
し
た
布
は
工
場
で
裁
断
縫

製
し
て
ワ
ン
ピ
ー
ス
に
仕
立
て
た
。

　
と
て
も
個
人
的
な
記
憶
や
出
来
事
も
、
抽
象

的
な
色
や
形
に
削
ぎ
落
と
す
と
、
そ
こ
に
共
感

が
生
ま
れ
、
遠
く
ま
で
響
い
て
い
く
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
な
る
。
そ
れ
が
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
こ
と
な

の
だ
ろ
う
か
。
な
に
も
置
か
れ
な
い
余
白
に
も
、

14
歳
の
気
持
ち
が
、
み
っ
ち
り
詰
ま
っ
て
い
る

よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。

　
中
高
生
を
対
象
と
し
た
「
音
を
デ
ザ
イ
ン
す

る
こ
と
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
D
J
ス
ク
ラ
ッ
チ

体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
「
ス
ク
ラ
ッ
チ
」
は
、

タ
ー
ン
テ
ー
ブ
ル
上
で
回
転
す
る
レ
コ
ー
ド
を

直
接
手
で
操
作
し
て
音
を
出
す
と
い
う
D
J
特

有
の
演
奏
技
法
）。

　
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
初
め
て
触
る
本

格
的
な
D
J
機
材
を
使
っ
て
、
ス
ク
ラ
ッ
チ
の

基
本
的
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
あ
る
「
ベ
イ
ビ
ー
ス

ク
ラ
ッ
チ
」「
チ
ョ
ッ
プ
ス
ク
ラ
ッ
チ
」
な
ど
を

プ
ロ
D
J
か
ら
学
び
な
が
ら
、
リ
ズ
ム
に
乗
る

楽
し
さ
や
自
分
が
つ
く
っ
た
音
を
人
に
伝
え
る

喜
び
を
体
験
し
た
。

14
歳
の
心
と
体
を
記
録
す
る

 

ワ
ン
ピ
ー
ス
を
つ
く
る

 

プ
ロ
Ｄ
Ｊ
か
ら
音
を
表
現
す
る

楽
し
さ
を
学
ぶ

14歳のワンピース

D J体験教室　― S TA G AYA★M I X 2011―

　
日
常
的
に
つ
か
っ
て
い
る
家
電
製
品

（
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
、
電
子
レ
ン
ジ
、
掃
除
機
、

D
V
D
レ
コ
ー
ダ
ー
）
を
、
企
業
協
力
の
も
と

に
参
加
者
（
小
学
生
）の
手
で
分
解
し
な
が
ら

仕
組
み
を
調
べ
る
体
験
型
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。

中
身
を
探
る
だ
け
で
は
な
く
、
ド
ラ
イ
バ
ー
な

ど
道
具
の
正
し
い
使
い
方
、
リ
サ
イ
ク
ル
問
題

に
つ
い
て
も
学
習
す
る
。
分
解
す
る
家
電
製
品

は
株
式
会
社
東
芝
よ
り
提
供
さ
れ
た
（
各
製
品

は
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
や
店
頭
展
示
品
と
し
て
使
用

し
て
い
た
デ
モ
機
を
中
心
に
集
め
た
）。
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
当
日
は
、
メ
ー
カ
ー
技
術
者
や
デ

ザ
イ
ナ
ー
な
ど
の
専
門
職
を
中
心
と
し
た
社
内

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
「
分
解
博
士
」
と
し
て
参
加

者
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
た
。

　
製
品
の
ネ
ジ
を
丁
寧
に
ド
ラ
イ
バ
ー
で
開

く
と
、
参
加
者
か
ら
「
お
ぉ
凄
い
！
こ
う
な
っ

て
い
る
の
か
！
」
と
の
声
が
。
分
解
を
通
じ
て

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い
の
は
〝
製
品
の
仕
組

み
〞
と
と
も
に
〝
モ
ノ
に
対
す
る
理
解
と
愛
着
〞。

一
つ
の
製
品
が
多
く
の
人
た
ち
の
研
究
の
成
果

と
し
て
、
み
ん
な
の
家
庭
に
届
く
こ
と
を
実
感

し
て
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
。

分解ワークショップ～家電製品の仕組みを探ろう！

パ
ソ
コ
ン
は
と
て
も
精
密
な
部
品
で
組
立
て
ら
れ
て
い
て
、

こ
れ
を
設
計
し
た
人
は
す
ご
い
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

日
常
生
活
を
丁
寧
に
観
察
す
る
こ
と
で
、

子
ど
も
た
ち
の
科
学
的
好
奇
心
が
目
覚
め
る
！

小
学
5
年
男
子
の
声

ネジをひとつひとつ丁寧に外しながらノートPCの分解に挑戦する

分からない箇所は分解博士に質問しながら作業

撮影会 心模様を色と形に表してみる

最後に博士と一緒に記念撮影

グループごとに分解して気づいたことを博士ととも
に話し合う

と
に
か
く
機
材
に
触
れ
て
楽
し
か
っ
た
。
実

際
に
手
元
を
見
て
学
べ
た
の
も
良
か
っ
た
。

10
代
男
子
の
声

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

W
o

r
k

s
h

o
p

開催日  2011年11月12日（土）、11月13日（日）13 : 30～17 : 00
会場 ワークショップA B　講師 金子金次（メディア・アドバ
イザー）、東芝ボランティアスタッフ延 29名　対象 中学生
参加費 1, 000円（親子2人1組）　参加人数 32組（16組×2日）
延64名　協力 株式会社東芝

D ATA

開催日 2011年12月3日（土）、4日（日）、10
日（土）、11日（日）　会場 ワークショップA
講師 飛田正浩（s p o k e n w o r d s p r o j e c t 
デザイナー）　対象 中学2年生女子　参加費 
4 , 000円　参加人数 9名
関連企画 生活工房ギャラリー「14歳のワン

ピース」展　開催日 2012年3月24日（土）～4
月1日（日）　会場 生活工房ギャラリー　来場
者数 1,532名

開催日  2011年10月29日（土）、30日（日） 
14 : 00～17 : 00　会場 ベスタクス株式会
社本社 D Jブース　講師 D J To p B i l l　対象 
中高生　参加費  6 , 000円　参加人数  9名
協力 ベスタクス株式会社

D ATA

D ATA

1
つ
の
形
に
残
る
も
の
を
作
る
こ
と

が
で
き
て
本
当
に
楽
し
か
っ
た
で
す
。

参
加
者
の
声
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様
々
な
デ
バ
イ
ス
が
投
入
さ
れ
、
電
子
書
籍

へ
の
関
心
も
高
ま
る
中
で
、
話
題
の
多
く
が
イ

ン
フ
ラ
や
マ
ー
ケ
ッ
ト
的
で
あ
る
の
に
対
し
、

デ
ザ
イ
ン
を
切
り
口
に
電
子
書
籍
と
本
に
関
す

る
セ
ミ
ナ
ー
を
行
っ
た
。

　
講
師
と
し
て
お
呼
び
し
た
の
は
〝
誰
で

も
電
子
書
籍
が
つ
く
れ
る
〞
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

B
C

C
K

S

の
開
発
を
行
っ
た
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ

ザ
イ
ナ
ー
の
松
本
弦
人
氏
と
日
本
デ
ザ
イ
ン
セ

ン
タ
ー
の
原
研
哉
氏
。
い
ち
早
く
電
子
書
籍
に

お
け
る
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
デ
ザ
イ
ン
を
発
表
し
た

B
C

C
K

S

の
デ
ザ
イ
ン
の
解
説
や
、
原
氏
が
関

わ
っ
た
ウ
ェ
ブ
環
境
に
お
け
る
日
本
の
タ
イ
ポ

グ
ラ
フ
ィ
の
研
究
会
に
関
し
て
、
対
話
形
式
で

話
が
進
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
デ
ザ
イ
ン
観
を
垣
間

見
な
が
ら
、
具
体
的
な
デ
ザ
イ
ン
設
計
に
ま
で

話
が
及
ん
だ
。

　
黎
明
期
で
あ
る
電
子
書
籍
の
デ
ザ
イ
ン
は
、

今
後
様
々
な
観
点
か
ら
提
案
、
検
証
が
な
さ
れ

る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
普
及
や
一
般
化
へ
向
け

て
デ
ザ
イ
ン
が
果
た
す
役
割
は
少
な
く
な
い
だ

ろ
う
が
、
電
子
書
籍
に
お
け
る
〝
読
み
や
す
さ
〞

の
議
論
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。

デザインで読む「本 」と「電子書籍」

職
能
と
シ
ス
テ
ム
の
狭
間
で
ゆ
れ
る
「
本
」
と

「
文
字
」
が
面
白
か
っ
た
。

電
子
書
籍
と
文
字
の
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る

30
代
男
性
の
声

松本弦人氏（右）と原研哉氏（左）

B C C K Sのデザインについて話す松本 自身のデザインについて話す
原氏

多くの人が熱心に耳を傾けた

開催日 2011年 9月 11日（日）　会場 セミ
ナールーム　講師 松本弦人（グラフィック
デザイナー）、原研哉（デザイナー）　参加費 
1,000円　参加人数 73名　協力 B C C K S

D ATA

SEMINAR /EVENT

セミナ ー ／ イベ ント
事 業 報 告
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日
常
生
活
の
中
で
、
私
た
ち
の
生
命
を
あ
ら
ゆ

る
角
度
か
ら
支
え
て
い
る
繊
維
。
日
本
の
優
れ
た

研
究
と
技
術
力
に
よ
っ
て
、
そ
れ
は
日
々
進
化
し

続
け
て
い
る
。

　
本
企
画
は
衣
服
造
形
家
・
眞
田
岳
彦
氏
が
５
つ

の
領
域
「
衣
」「
医
療
」「
食
」「
移
動
」「
住
」

か
ら
、
各
分
野
の
専
門
家
や
企
業
内
開
発
者
を
ゲ

ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し
て
お
招
き
し
、
先
端
技
術

を
テ
ー
マ
に
、
私
た
ち
の
生
活
の
「
今
」
と
「
未

来
」
を
考
察
す
る
連
続
セ
ミ
ナ
ー
（
全
５
回
）。

毎
回
、
眞
田
氏
か
ら
も
、
私
た
ち
が
未
来
へ
向
け

て
選
択
す
べ
き
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
つ
い
て
の
ヒ

ン
ト
が
、
作
品
を
通
じ
て
考
察
さ
れ
た
。

　
私
た
ち
の
生
活
と
技
術
の
発
展
に
つ
い
て
、

時
に
は
観
念
的
な
視
点
か
ら
も
検
証
す
る
こ
と

で
、
一
人
ひ
と
り
の
暮
ら
し
に
と
っ
て
「
本
当

の
心
の
豊
か
さ
」
と
は
何
か
を
考
え
る
機
会
を

目
指
し
た
。
現
代
社
会
に
お
い
て
、
先
端
技
術

は
生
活
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、

社
会
全
体
で
活
か
さ
れ
る
こ
と
で
、
人
を
つ
な

ぎ
、
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
に
寄
与
す

る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ
て
、

そ
ん
な
未
来
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

連続セミナー　眞田岳彦ディレクション　生
い の ち

命をつつむ未来繊維

私
た
ち
の
生
活
に
お
け
る

「
本
当
の
豊
か
さ
」を
探
求

毎回、各分野の専門家からレクチャーを受ける 眞田氏の作品による提案

防刃ベストの試着（第1回「衣」より）色水を膜ろ過する実験（ 第 3回
「食」より）

　L
ife in F

ilm

で
は
、
布
、
木
、
紙
を
特
集
し

て
年
3
回
、
計
17
作
品
の
記
録
映
像
を
上
映
し

た
。
半
世
紀
に
わ
た
り
日
本
の
生
活
文
化
を
記

録
し
て
き
た
民
族
文
化
映
像
研
究
所
。
そ
の
作

品
に
は
、
草
木
の
命
を
い
た
だ
い
て
、
衣
食
住

の
暮
ら
し
を
つ
く
っ
て
き
た
先
人
た
ち
の
姿
が

記
録
さ
れ
て
い
る
。

　
糸
を
紡
ぎ
布
に
織
る
、
木
を
は
つ
る
、
美
し

く
強
い
紙
を
漉
く
、
映
像
は
日
本
の
暮
ら
し
の

肌
理
の
よ
う
な
も
の
を
鮮
や
か
に
映
し
出
す
。

先
人
が
丹
念
に
積
み
重
ね
て
き
た
歴
史
の
層
。

そ
の
厚
み
と
深
さ
に
気
付
く
こ
と
、
自
分
の
足

元
を
見
つ
め
直
す
こ
と
の
大
切
さ
を
、
映
像
は

教
え
て
く
れ
た
。

　
「
み
る
」
の
上
映
会
の
後
に
は
、
ト
ー
ク
イ

ベ
ン
ト
や
映
像
に
ま
つ
わ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

も
行
い
、「
き
く
」「
つ
く
る
」
と
い
う
体
験
か

ら
も
テ
ー
マ
を
探
求
し
た
。
津
軽
こ
ぎ
ん
刺
し
、

職
人
の
道
具
で
つ
く
る
木
の
皿
と
箸
、
地
域
の

神
社
を
会
場
に
し
た
切
紙
づ
く
り
な
ど
、
映
像

作
品
の
世
界
を
自
分
の
手
を
使
っ
て
体
験
し
た
。

L i f e i n F i l m

積
み
重
ね
て
き
た
も
の
を
、忘
れ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
？

既
製
品
し
か
目
に
し
な
い
中
、
古
く
か
ら
の
日
本
の
伝
統
の
知
恵
と
技

の
す
ば
ら
し
さ
と
と
も
に
、
労
力
の
か
け
方
に
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。

30
代
の
声

上映会風景

v o l . 3 神社を会場にした切り紙ワークショップv o l . 1 姫田忠義さん伊勢真一さんによるトークイベント

v o l . 2 ヒノキの皿と箸づくり

セ
ミ
ナ
ー
&
イ
ベ
ン
ト

普
段
の
生
活
で
は
何
気
な
さ
過
ぎ
て
気
付
か
な
い
部
分
で
も
、
私
た
ち
の
生
活
は
先

端
の
技
術
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
興
味
深
い
内
容
で
し
た
。

20
代
女
性
の
声

会場 セミナールームAB、ワークショップA　進行 眞田岳彦（衣
服造形家）、吉川新吾（繊研新聞社）　参加費 ［一般］1, 000円 ［学
生］800円　協力 白十字株式会社、日清紡テキスタイル株式会
社、大塚製薬株式会社、株式会社繊研新聞社　企画制作 サナダ
スタジオ

第1回「衣 F a s h i o n～身体化するファイバー」

開催日 2011年5月28日（土）　講師 堀井二三男（株式会社廣瀬
商会、T E S会東日本支部代表幹事）、水野伸介（日清紡テキス
タイル株式会社）　参加人数 63名

第2回「医療  M e d i c a l～再生する皮膚と心の布」

開催日 2011年7月23日（土）　講師 黒柳能光（北里大学大学院
医療系研究科教授）、藤田直哉（社団法人日本衛生材料工業連

開催日  vo l .1 布と生活 2011年 6月 18日（土）・19日（日）
v o l .2 木と生きる 2011年9月17日（土）・18日（日）　v o l .3
紙にこめる 2012年2月18日（土）・19日（日）　会場 セミナー
ルームA B　参加費 上映会1回券500円、3回券1,200円、トー
クイベント 300円　来場者数 延633名　ワークショップ参加人数 
76名　協力 民族文化映像研究所、優れたドキュメンタリー
映画を観る会、いせフィルム、日本民藝館、太子堂八幡神社
関連企画1 トークイベント「記録者の声を聞く― 姫田忠義×

伊勢真一」　開催日 6月19日（日）16 : 00～17 : 00　ワーク

ショップ「津軽こぎん刺しの美にふれる」　開催日 6月25日
（土）13 : 00～17 : 30　講師 山端家昌（kog i n . ne t 主宰、グ
ラフィックデザイナー）　参加費 4, 500円　会場 日本民藝館、

合会）　参加人数 61名

第3回「食  Food～生命をつなぐ繊維」

開催日 2011年10月1日（土）　講師 峯岸進一（東レ株式会社、
工学博士）、鶴谷良一氏（ユニチカ株式会社 メディカル事業
部）　参加人数 56名

第4回「移動  T r a n s p o r t～人が移動するためのファイバー」

開催日 2012年1月28日（土）　講師 福田哲夫（インダストリ
アルデザイナー）、石山孝二（東邦テナックス株式会社）
参加人数 60名

第5回「住 A r c h i t e c t u r e～人と空間を包む繊維」

開催日 2012年2月18日（土）　講師 大野定俊（株式会社竹中工
務店）、斉藤嘉仁（太陽工業株式会社）　参加人数 54名

北沢地区会館　参加人数 26名
関連企画2 トークイベント「木の文化をみつめる―姫田忠義

×木村治兵衛」　開催日 9月18日（日）16 :10～17 :10　ワー

クショップ「木にふれる―ヒノキの皿と箸づくり」　開催日 9
月19日（月・祝）　講師 村瀬治兵衛（漆工芸家）　参加費 4, 500
円　会場 ワークショップA　参加人数 23名
関連企画3 トークイベント「日本の暮らしと紙―澤幡正範×

下中菜穂」　開催日 2月19日（日）16 : 10～ 17 : 10　ワーク

ショップ「紙に神がおりてくる。日本の白い切り紙をつく

る」　開催日 2月25日（土）17 : 00～19 : 30　講師 下中菜穂
（造形作家＋もんきり研究者）　参加費 3,000円　会場 太子堂
八幡神社　参加人数 27名

D ATA
D ATA
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日
本
語
の
豊
か
さ
、美
し
さ
を
体
感
す
る

　
こ
と
ば
の
持
つ
力
・
豊
か
さ
を
「
朗
読
」
の

世
界
を
通
し
て
体
感
し
、
日
常
生
活
を
豊
か
に

送
る
こ
と
を
目
指
し
た
講
座
。
N
H
K
日
本

語
セ
ン
タ
ー
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
講
師
と
な
り
、

基
礎
か
ら
は
じ
め
表
現
力
の
向
上
を
目
指
し
て
、

聞
き
や
す
い
声
の
出
し
方
、
聞
き
手
に
伝
え
る

た
め
の
読
み
方
を
少
人
数
制
の
丁
寧
な
指
導
の

も
と
レ
ッ
ス
ン
し
た
。「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
な
ど

の
な
じ
み
深
い
名
作
を
題
材
に
、
音
で
表
現
す

る
楽
し
さ
を
学
び
な
が
ら
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
が
図

れ
る
よ
う
工
夫
を
凝
ら
し
た
内
容
と
な
っ
た
。

　
朗
読
発
表
会
で
は
、
各
講
座
で
の
指
導
や
日

頃
の
練
習
成
果
を
活
か
し
て
心
を
こ
め
て
朗
読

し
、
読
み
手
も
聴
き
手
も
、
あ
ら
た
め
て
日
本

語
の
美
し
さ
を
実
感
で
き
る
機
会
と
な
っ
た
。

　
日
々
の
食
事
の
文
化
的
な
背
景
は
ど
こ
か
ら

き
て
い
る
の
か
？
　
身
近
な
テ
ー
マ
で
あ
る

「
食
」
を
通
し
て
世
界
と
の
つ
な
が
り
を
知
る

本
企
画
で
は
、
広
く
世
界
中
で
食
さ
れ
て
い
る

麺
に
注
目
し
た
。

　
講
演
で
は
、
敦
煌
文
書
な
ど
古
代
の
文
献
や

絵
巻
を
紐
解
き
、
当
時
の
暮
ら
し
ぶ
り
や
現
代

と
の
類
似
点
を
学
ぶ
こ
と
で
み
え
て
く
る
日

本
と
世
界
と
の
つ
な
が
り
を
意
識
。
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
文
献
か
ら
読
み
解
か
れ
た
古

来
の
製
麺
法
の
試
作
、
資
料
映
像
の
視
聴
、
ミ

ニ
・
ト
ー
ク
の
3
部
構
成
で
、
多
角
的
な
切
り

口
か
ら
麺
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
。

　
こ
の
他
、
現
代
の
麺
の
代
表
、
イ
ン
ス
タ

ン
ト
ラ
ー
メ
ン
の
生
み
の
親
で
あ
る
日
清
食

品
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
へ
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
行
い
、
そ
の
記
録
や
《
め
ん
の
系
譜

図
》
等
の
資
料
を
配
布
。
古
代
か
ら
現
代
ま
で

を
駆
け
巡
っ
た
。

　
様
々
な
視
点
で
、
参
加
者
自
ら
が
五
感
を
活

か
し
て
麺
に
秘
め
ら
れ
た
歴
史
と
文
化
の
味
わ

い
を
探
り
、
世
界
と
の
つ
な
が
り
を
体
感
し
た
。

食の文化史　世界を旅する麺之路朗読講座　「豊かなことばの世界 」

講演の様子。講師の勝木言一郎氏完成した麺「索餅」

麺（索餅）を吊るしてのばす トークの様子。冷水希三子氏（右）、稲盛有紀子氏（左）

食
べ
て
知
る
、食
の
歴
史
と
文
化
の
つ
な
が
り

食
を
通
し
て
知
る
こ
と
も
お
も
し
ろ
い
と
感
じ
ま
し
た
。

50
代
女
性
の
声

読
む
楽
し
さ
、
聞
く
楽
し
さ
を
味
わ
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

70
代
女
性
の
声

　
写
真
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
地
域
を
見

つ
め
る
講
座
。
写
真
家
の
桃
井
一
至
氏
を
講
師

に
迎
え
、
は
じ
め
に
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
の
機
能

や
使
い
方
の
基
礎
を
学
ん
だ
。
そ
の
後
ま
ち
に

出
て
、
新
緑
の
馬
事
公
苑
か
ら
駒
沢
給
水
塔
ま

で
を
散
策
し
な
が
ら
撮
影
。
弦
巻
か
ら
歩
い
て

行
く
と
、
道
の
先
に
大
正
12
（
1
9
2
3
）年
に

施
工
さ
れ
た
歴
史
あ
る
建
造
物
が
現
れ
る
。
地

元
で
活
動
す
る
駒
沢
給
水
塔
風
景
資
産
保
存
会

に
ガ
イ
ド
を
お
願
い
し
、
給
水
塔
の
役
割
や
歴
史

の
お
話
も
し
て
い
た
だ
い
た
。

　
最
後
は
、
お
気
に
入
り
の
一
枚
を
選
ん
で
の

講
評
会
。
人
の
作
品
か
ら
学
ぶ
こ
と
も
講
座
の

面
白
さ
で
あ
る
。
作
品
は
ギ
ャ
ラ
リ
ー
カ
フ
ェ

く
り
っ
く
に
て
展
示
し
発
表
し
た
。

世
田
谷
の
ま
ち
を
撮
る
、

 

カ
メ
ラ
を
通
し
て
見
つ
け
た
風
景

都
内
に
こ
れ
だ
け
面
白
い
撮
影
ス
ポ
ッ

ト
が
あ
る
こ
と
が
良
か
っ
た
で
す
。

30
代
男
性
の
声

歴史あるたたずまいの駒沢給水塔

カフェくりっくでの展示

馬事公苑

I Tエンターテインメントセミナー特別編
カメラをもって世田谷散歩～新緑のまちと駒沢給水塔

朗読発表会 朗読発表会はがき 豊かなことばの世界
フライヤー

会場 ワークショップA　特別協力 株式会社京阪神エルマガ
ジン社、日清食品ホールディングス株式会社　協力 株式会社
メディア・ワン、T S U TAYA三軒茶屋店
企画1 講演「麺の源流をたどる」　開催日 2011年11月18日
（金）18 : 30～20 : 30　講師 勝木言一郎（独立行政法人国立文
化財機構東京文化財研究所）　ナビゲーター 宮下佐江子（公益
財団法人古代オリエント博物館　学芸部長）　参加費 500円

参加人数 61名
企画2 ワークショップ「切る・もむ・のばす　麺づくり」　開催
日 11月19日（土）水引餅と六宝猫耳麺、20日（日）索餅と撥魚 
各日とも10 :00～15 :00　講師 冷水希三子（フードコーディ
ネーター）　トーク 稲盛有紀子（株式会社京阪神エルマガジン
社）　参加費 3,000円　参加人数 41名

D ATA

D ATA

D ATA

開催日 年4回各4講座（水曜午前・午後、木
曜、金曜）　会場 セミナールーム　出演 財
団法人N H K放送研修センター日本語セ
ンター　参加費 20,000円（4回分）、アーツ
カード会員は18 ,000円　共催 財団法人
N H K放送研修センター日本語センター
参加人数 139名
関連企画 朗読発表会　開催日 2012年3月11
日（日）　参加人数 70名

開催日 2011年6月5日（日）13 : 00～ 16 : 30
会場 セミナールームB、馬事公苑、駒沢給
水塔周辺　講師 桃井一至（写真家）、ソニー
マーケティング株式会社　参加費  5 , 000円
参加人数 10名　共催 ソニーマーケティング株
式会社　協力  駒沢給水塔風景資産保存会
関連企画 ギャラリーカフェくりっく展示「カ

メラをもって世田谷散歩」　開催日 2011年7
月10日（日）～ 8月20日（土）　会場  ギャラ
リーカフェくりっく　来場者数 6, 950名

セ
ミ
ナ
ー
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教材に使用した「ジャメコンタント号」
（日本E Vクラブ製作／撮影＝三浦康史）

菊地あき子氏の解説

　
環
境
へ
の
配
慮
は
、
現
代
社
会
に
お
い
て
今

や
当
た
り
前
と
な
り
、
様
々
な
場
面
に
お
け
る

選
択
基
準
と
し
て
も
重
要
で
あ
る
。
地
球
で
生

き
る
私
た
ち
に
と
っ
て
、
数
十
年
後
に
は
枯
渇

し
て
し
ま
う
石
油
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
問
題
は
、

緊
急
を
要
す
る
時
を
迎
え
て
い
る
。

　
そ
こ
で
注
目
を
浴
び
て
い
る
の
が
、
次
世
代

車
と
し
て
登
場
し
た
脱
石
油
が
可
能
な
電
気

自
動
車
だ
。
昨
年
の
世
田
谷
芸
術
百
華
「
現
代

に
蘇
る
ジ
ャ
メ
コ
ン
タ
ン
ト
〜
電
気
自
動
車
の

ル
ー
ツ
を
探
る
」
に
引
き
続
き
、
今
回
は
、
こ
れ

か
ら
の
生
活
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
問
題
に
重
点
を

置
き
、
私
た
ち
の
生
活
と
電
気
自
動
車
と
の
上

手
な
付
き
合
い
方
に
つ
い
て
、
日
本
E
V
ク
ラ

ブ
代
表
・
舘
内
端
氏
と
と
も
に
考
察
し
た
。

　
舞
台
上
で
は
、
日
本
E
V
ク
ラ
ブ
の
技
術
ス

タ
ッ
フ
が
電
気
自
動
車
を
部
品
の
状
態
か
ら
組

み
立
て
な
が
ら
、
そ
の
仕
組
み
に
つ
い
て
舘
内

氏
が
解
説
。
家
庭
に
お
け
る
電
気
自
動
車
の
有

効
な
活
用
方
法
な
ど
、
未
来
に
向
け
て
人
類
が

選
択
す
べ
き
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
つ
い
て
語
ら

れ
た
。

　
2
0
1
1
年
3
月
11
日
、
岩
手
県
釜
石
市
の

写
真
館
経
営
菊
地
信
平
氏
は
、
大
き
な
揺
れ
の

直
後
地
震
の
様
子
を
写
そ
う
と
一
台
の
カ
メ
ラ

を
持
っ
て
表
に
出
た
。

　
そ
の
時
、
ひ
た
ひ
た
と
流
れ
て
き
た
津
波
が

あ
っ
と
い
う
間
に
怒
涛
の
ご
と
く
押
し
寄
せ
、

逃
げ
な
が
ら
撮
影
し
た
写
真
の
数
々
。
以
来
、

自
ら
も
避
難
所
で
暮
ら
し
な
が
ら
、
被
災
者
の

生
活
の
様
子
や
変
わ
り
果
て
た
町
の
あ
る
が
ま

ま
の
姿
を
撮
り
続
け
て
い
る
。

　
暗
闇
の
中
を
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
に
乗
っ
て
避

難
し
て
き
た
子
ど
も
た
ち
、
破
壊
さ
れ
た
建
物

の
そ
ば
に
花
を
咲
か
せ
た
桜
、
秋
の
コ
ス
モ
ス
、

逞
し
く
地
を
這
う
か
ぼ
ち
ゃ
の
黄
色
い
花
、
復

興
の
先
陣
を
切
っ
て
催
さ
れ
た
釜
石
の
港
ま
つ

り
、
そ
し
て
町
の
人
た
ち
の
笑
顔
。

　
心
の
目
が
捉
え
た
5
0
0
枚
の
記
録
と
、
特

別
上
映
し
た
津
波
の
様
子
（
隣
接
す
る
両
石
町

の
方
が
ビ
デ
オ
撮
影
し
た
記
録
）
と
併
せ
、
多

く
の
参
加
者
が
被
災
地
へ
の
思
い
を
新
た
に
す

る
機
会
と
な
っ
た
。

環境と生活デザイン  電気自動車でご飯を炊こう！  
～電気自動車が問いかけるエネルギーの未来

知の航海特別編　東日本大震災の記録

舞台上で電気自動車を組み立てながら進行

写真＝菊地信平

節
電
の
時
代
に
電
気
自
動
車
は
有
効
か

 

3

・11
の
震
災
を

釜
石
市
の
菊
地
信
平
さ
ん
の
写
真
で
振
り
返
る

電
気
自
動
車
の
構
造
が
シ
ン
プ
ル
な
の
に
驚

い
た
。
い
ろ
い
ろ
学
ぶ
こ
と
が
多
か
っ
た
。

30
代
男
性
の
声

写
真
も
ビ
デ
オ
も
住
民
自
身
が
と
っ
た
も
の
で
、

そ
の
瞬
間
の
生
の
映
像
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

50
代
男
性
の
声

D ATA

開催日 2012年3月15日（木）
会場 セミナールーム　参加
人数 72名　お話 菊地あき子

D ATA

開催日 2011年12月3日（土）14 : 00
～16 : 30　会場 北沢タウンホール
講師 舘内端（日本E Vクラブ代表）
聞き手 鳥塚俊洋（J A F M AT E編集
長）　来場者数 72名　主催 世田谷区
企画制作 生活工房、日本E Vクラブ
●世田谷芸術百華2011

セ
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ー
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お
も
し
ろ
い
場
所
で

ゆ
か
い
な
集
合
写
真
を
つ
く
る
！

N
P
O
法
人
に
お
け
る

自
己
資
金
の
調
達
に
つ
い
て
学
ぶ

世
田
谷
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
巡
る

 

マ
ジ
カ
ル・バ
ス
ツ
ア
ー
！

区
民
に
よ
る
手
づ
く
り
の
国
際
交
流

世
界
を
知
り
、学
び
、交
流
す
る

　
参
加
者
と
、
写
真
家
・
池
田
晶
紀
氏
ひ
き
い

る
「
ゆ
か
い
」
の
ス
タ
ッ
フ
が
、
面
白
い
集
合

写
真
の
撮
影
を
目
的
と
し
て
、
世
田
谷
区
内

の
名
所
や
フ
シ
ギ
な
場
所
を
め
ぐ
っ
た
。「
未

来
の
自
分
が
写
真
を
見
た
と
き
、
楽
し
ん
で
く

れ
る
よ
う
に
」
を
テ
ー
マ
に
、
多
彩
な
ス
ト
ー

リ
ー
で
写
真
を
撮
影
。
大
人
や
子
ど
も
、
家
族

や
カ
ッ
プ
ル
、
１
人
で
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
参

加
者
が
、
初
対
面
な
が
ら
ツ
ア
ー
の
中
で
打
ち

解
け
、
持
参
し
た
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
合
い
楽

し
ん
だ
。
そ
し
て
完
成
し
た
集
合
写
真
に
は
、

と
っ
て
お
き
の
笑
顔
が
つ
ま
っ
て
い
た
。
そ
の

成
果
は
D
V
D
に
ま
と
め
、
後
日
上
映
会
（
11

月
23
日
）
も
開
催
。
参
加
者
の
家
族
や
友
達
を

含
め
、
29
名
も
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　

N
P
O
に
と
っ
て
寄
付
や
会
費
な
ど
の
自
己

資
金
の
調
達
は
、
事
業
を
安
定
的
に
継
続
し
て

い
く
た
め
だ
け
で
な
く
、
自
分
た
ち
の
存
在
意

義
を
社
会
に
広
め
て
い
く
手
段
で
も
あ
る
。

　
2
0
1
1
年
の
N
P
O
法
改
正
お
よ
び
新

寄
付
税
制
の
成
立
に
尽
力
し
た
「
N
P
O
法
人

シ
ー
ズ
・
市
民
活
動
を
支
え
る
制
度
を
つ
く
る

会
」
の
ス
タ
ッ
フ
を
講
師
に
招
き
、
新
し
い
認

定
N
P
O
法
人
制
度
の
概
要
に
加
え
、
自
己
資

金
の
調
達
方
法
に
つ
い
て
、
ヒ
ン
ト
や
ノ
ウ
ハ

ウ
を
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー
を
行
っ
た
。

　
今
後
の
活
動
に
関
わ
る
テ
ー
マ
故
に
、
参
加

者
も
熱
心
に
聴
講
し
、
濃
い
内
容
と
な
っ
た
。

　
自
然
の
中
で
観
察
す
る
太
古
の
地
層
か
ら
、

人
の
手
に
よ
る
最
先
端
の
地
下
化
工
事
ま
で
、

普
段
何
気
な
く
歩
い
て
い
る
世
田
谷
の
地
下
に

広
が
る
世
界
を
体
験
。

　
等
々
力
渓
谷
で
は
地
形
と
地
層
を
、
玉
川
大

師
で
は
裸
足
で
地
下
霊
場
を
、
そ
し
て
地
下
化

が
進
む
小
田
急
電
鉄
で
は
下
北
沢
駅
か
ら
世
田

谷
代
田
駅
間
の
地
下
工
事
現
場
を
見
学
し
た
。

　
等
々
力
渓
谷
の
よ
う
に
身
近
な
場
所
か
ら
、

日
頃
は
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
工
事
現
場
な
ど
、

世
田
谷
区
民
に
と
っ
て
身
近
な
生
活
の
場
に
あ

る
非
日
常
を
体
験
す
る
ツ
ア
ー
と
な
っ
た
。
現

地
で
専
門
的
な
解
説
を
聞
き
な
が
ら
見
学
で
き

た
こ
と
に
多
く
の
良
い
感
想
を
い
た
だ
い
た
。

　
生
活
工
房
で
は
、
区
民
団
体
が
行
う
国
際
交

流
事
業
を
共
催
し
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

　
今
年
で
第
20
回
と
な
っ
た
「
国
際
交
流
i
n

せ
た
が
や
」
は
、
在
日
外
国
人
と
の
文
化
交
流

を
テ
ー
マ
に
行
わ
れ
る
区
民
手
づ
く
り
の
国

際
交
流
事
業
で
あ
る
。
22
カ
国
の
大
使
館
大
使
、

書
記
官
等
を
来
賓
に
迎
え
、
2
7
4
名
が
参
加
。

　
ト
ル
コ
の
民
族
舞
踊
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
や
、
お
茶
や
お
花
・
着
付
け
な
ど
の
日
本
文

化
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
10
カ

国
か
ら
P
R
ブ
ー
ス
が
出
店
し
、
各
国
の
特
産

品
の
販
売
や
文
化
紹
介
が
行
な
わ
れ
、
区
民
と

在
日
外
国
人
と
の
交
流
が
行
わ
れ
た
。

開催日 2011年10月22日（土）　会場 等々力渓
谷、玉川大師玉眞院地下霊場、小田急電鉄下
北沢駅シモチカナビ、世田谷代田駅　講師 長
谷川均（国士舘大学 地理・環境専攻教授）ほ
か　参加費 1, 500円　参加人数 22名　協力 小
田急電鉄株式会社
●世田谷芸術百華2011

バスツアーワークショップ　ゆかいな集合写真バスツアー

バスツアーワークショップ　世田谷の地下に潜る第20回国際交流 i nせたがや2012

D ATA

善養寺にて　撮影＝ゆかい

下北沢駅の地下工事現場

等々力渓谷にて地層を観察

こどものひろば公園にて　撮影＝高橋希

多摩川の河原にて　撮影＝高橋希

世田谷代田駅の地下工事

市民活動支援講座　市民活動のためのファンドレイジングセミナー

世
田
谷
区
が
こ
ん
な
に
ア
ツ
イ

な
ん
て
知
ら
な
か
っ
た
。

参
加
者
の
声

開催日 20 11年10月10日（月・祝）　会場 

こどものひろば公園、世田谷八幡宮、善
養寺、多摩川の河原　講師 ゆかい（池田
晶紀、ただ、川瀬一絵、後藤武浩）　参加費 

3,000円　参加人数 38名（大人31名、こど
も6名、乳児 1名）
●世田谷芸術百華2011

開催日  2012年2月25日（土） 13 : 00～16 : 00
会場 ワークショップルームA B、セミナールー
ムA B　参加費 1,000円　参加人数 274名　共催 

世田谷海外研修者の会

D ATA

D ATA

開催日 2012年2月23日（木）18 : 30～21 : 00
会場 セミナールームA B　講師 関口宏聡
（N P O法人シーズ プログラム・ディレク
ター）　対象 市民活動団体従事者など 参加費 

1,000円　参加人数 54名　後援 世田谷区　協
賛 特定非営利活動法人世田谷N P O法人協議
会　企画制作 株式会社世田谷社

D ATA

地
域
と
市
民
活
動

参加国によるP Rブースの様子民族衣装を身につけたブースの方々

熱心にメモを取る参加者が目立った会場の様子講師の関口宏聡氏
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今
年
度
で
15
／
16
回
を
迎
え
た
地
域
密
着
型

イ
ベ
ン
ト
「
世
田
谷
ア
ー
ト
フ
リ
マ
」
は
、
も

の
を
通
じ
て
世
田
谷
の
ま
ち
や
活
動
す
る
ひ

と
を
繋
ぐ
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
毎
回

6
0
0
0
人
を
越
え
る
来
場
者
で
賑
わ
い
を
み

せ
て
い
る
。

　
そ
の
特
徴
は
、
世
田
谷
を
中
心
に
活
動
す
る

延
べ
1
5
0
組
の
作
家
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
素
材

を
用
い
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
販
売
す
る
ほ
か
、

豆
本
づ
く
り
な
ど
、
そ
の
場
で
参
加
で
き
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
楽
し
め
る
こ
と
だ
。
ま
た
、

作
家
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
直
接
楽
し

め
る
の
も
大
き
な
魅
力
と
な
っ
て
い
る
。

　
よ
り
幅
広
い
層
の
人
々
に
ア
ー
ト
フ
リ
マ
の

楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
機
会
と
し
て
実
施
し

て
き
た
「
世
田
谷
ア
ー
ト
フ
リ
マ
出
張
編
」
は
、

昨
年
度
に
引
き
続
き
世
田
谷
文
学
館
に
て
開
催

し
た
。
文
学
館
周
辺
の
区
民
を
中
心
に
、
昨
年

を
大
き
く
上
回
る
来
場
者
が
あ
っ
た
。
市
民
参

加
型
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
安
定
成
長
の

フ
ェ
イ
ズ
に
突
入
し
た
本
イ
ベ
ン
ト
。
今
後
も

「
も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
」
を
訴
求
し
て
い
き

た
い
。

世田谷アートフリマ

安
く
て
良
い
も
の
が
あ
る
。
商
売
っ
気

の
な
い
出
展
者
が
い
る
の
が
嬉
し
い
。

会
場
を
彩
る
手
仕
事
感
あ
ふ
れ
る
ア
ー
ト
作
品
た
ち

作品を見ながら作家さんと話すのも楽しみの一つ

その場で申し込み可能なワークショップも連
日盛況だった

世田谷アートフリマのゆるキャラ「せたが
やじん」も大人気

文学館の開催では地域の区民の
来場者が目立った

市
民
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
危
機
を

乗
り
切
れ
る
か

　
生
活
工
房
で
は
、
世
田
谷
区
内
の
公
益
的
な

市
民
活
動
団
体
の
活
動
促
進
や
区
民
の
社
会
活

動
推
進
の
場
と
し
て
、「
市
民
活
動
支
援
コ
ー

ナ
ー
」
を
設
置
し
て
い
る
。
運
営
委
託
し
た

N
P
O
と
と
も
に
、
市
民
活
動
の
活
性
化
を
進

め
て
い
る
（
2
0
1
2
年
3
月
時
点
で
5
1
1

団
体
が
利
用
登
録
）。
N
P
O
に
よ
る
運
営
も

軌
道
に
乗
り
、
細
か
い
工
夫
と
配
慮
に
よ
る
利

用
環
境
の
向
上
に
努
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
同
コ
ー
ナ
ー
に
登
録
し
て
い
る
市
民

活
動
団
体
の
P
R
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
喫
茶
パ
オ
」
を
開
催
。
各
団
体
の
活
動

紹
介
等
の
パ
ネ
ル
展
示
や
、
各
団
体
の
特
色
を

生
か
し
た
商
品
を
販
売
す
る
ブ
ー
ス
を
設
け
、

団
体
間
の
交
流
の
場
、
来
場
者
へ
活
動
成
果
を

発
表
す
る
場
に
し
た
。

　
世
田
谷
区
に
は
、
N
P
O
を
は
じ
め
と
し
た

市
民
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を
支
援
す
る

組
織
・
団
体
が
あ
り
、
市
民
活
動
の
場
と
な
る

施
設
や
助
成
金
の
提
供
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
支
援

を
行
っ
て
お
り
、
6
つ
の
支
援
組
織
と
世
田
谷

区
で
「
よ
り
良
い
地
域
社
会
を
作
る
た
め
の
市

民
活
動
」
を
支
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し

て
い
る
。

　
本
年
は
、
災
害
を
テ
ー
マ
に
交
流
会
を
開
催
。

「
東
京
で
直
下
型
地
震
が
起
き
た
と
き
、
あ
な

た
は
ど
う
す
る
？
」
と
い
う
設
定
の
も
と
、
専

門
家
に
よ
る
レ
ク
チ
ャ
ー
と
地
震
発
生
後
3
日

間
の
行
動
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
地
域
に
お
け
る
助
け
合
い

や
日
頃
の
情
報
交
換
の
大
切
さ
を
実
感
す
る
機

会
と
な
っ
た
。

世田谷市民活動支援会議

講師の市川啓一氏 グループごとに発災後の行動を話し合った
自分を示すコマを経過ととも
に動かしシミュレーション

市民活動支援コーナー

10
代
女
性
の
声

共催 社会福祉法人世田谷区社会福祉協
議会、財団法人世田谷トラストまちづ
くり、社会福祉法人世田谷ボランティ
ア協会、特定非営利活動法人国際ボラ
ンティア学生協会、特定非営利活動法
人世田谷N PO法人協議会、世田谷区 
地域福祉部生涯現役推進課、世田谷区 
生活文化部市民活動推進課
関連企画 せたがや市民活動交流会　開
催日 2011年12月4日（日）14 :00～17 : 00
会場 北沢タウンホール　講師 市川啓一
（株式会社レスキューナウ危機管理研
究所代表取締役／特定非営利活動法
人国際ボランティア学生協会特別顧問）
参加人数 33名

D ATA

開催日 9 :00～ 21 : 00（月曜休館）　委
託先 特定非営利活動法人国際ボラン
ティア学生協会（ I V U S A）　来場者数 
23 , 239名　会場 生活工房3F
関連企画 パオフェスタ2011「ハロウィ

ン喫茶パオ」　開催日 2011年10月15
日（土）～ 16日（日） 11 : 00～18 : 00
会場 市民活動支援コーナー　主催 特定
非営利活動法人国際ボランティア学生
協会（ I V U S A）　参加人数 2, 784名

D ATA

開 催 日 ［Vo l .15］2011年4月23日（土）～ 24日（日）、
［Vo l .16］9月24日（土）～ 25日（日）　会場 生活工房
ギャラリー、ワークショップAB、セミナールーム　来場
者数 ［ Vo l .15］約4,000名、［Vo l .16］約6 ,000名　共
催 世田谷アートフリマプロジェクト　協力 世田谷 233
関連企画 世田谷アートフリマ i n 文学館　開催日 11月3
日（木・祝）　会場 世田谷文学館　来場者数 約500名

D ATA

コーナー内に建てられたパオ 市民活動支援コーナー大判出力スペース

地
域
と
市
民
活
動
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多
様
な
市
民
活
動
が
さ
ら
に
活
発
に
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年間展示スケジュール 〔2011年度に開催した展示 〕

 4月期 亀竜会老人クラブ和紙ちぎり絵
 5月期 N i g h t F a n t a s y　夜の幻想曲
 6月期 チンチン電車が走っていた街
 7-8月期 カメラをもって世田谷散歩
 8-9月期 世田谷ゆかりのイラストレーション
 10月期 あいえぬじ～展
 11月期 ペイントスタジオc h o u - c h o u *
  グラスペイント展［煌］2011
 12月期 s u r f

 1月期 留学生の写真展
 2月期 塚原俊彦ガッシュ展　宮沢賢治第二集
 　 3月期 花に魅せられて I V
 4月期 写真展　無農薬野菜のおたより 本城正治

世
田
谷
区
内
で
活
動
す
る

お
は
な
し
の
会
が
大
集
合
！

市
民
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
表
現
の
場

　
世
田
谷
お
は
な
し
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
共
催
す

る
本
企
画
は
、
今
年
11
回
目
を
迎
え
た
。
今
年

も
お
は
な
し
会
で
は
、
幼
児
か
ら
小
学
生
ま
で

対
象
年
齢
を
分
け
た
幅
広
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
成

で
、
紙
芝
居
、
素
ば
な
し
、
手
遊
び
、
わ
ら
べ
唄
、

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な
ど
の
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
施
し
た
。
来
場
者
に
は
、
リ
ピ
ー
タ
ー
も

多
く
、
夏
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
多
く
の
区

民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。

　
本
企
画
は
、
区
内
で
活
動
す
る
読
み
聞
か
せ

の
会
や
児
童
館
・
図
書
館
と
連
携
し
て
開
催
す

る
こ
と
で
、
参
加
グ
ル
ー
プ
同
士
の
つ
な
が
り

を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。

　
三
軒
茶
屋
を
行
き
交
う
人
々
が
お
茶
を
囲

み
憩
う
ス
ペ
ー
ス
の
壁
面
を
つ
か
っ
て
、
市
民

作
品
を
発
表
で
き
る
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
カ
フ
ェ
く

り
っ
く
」。
駅
直
結
の
タ
ワ
ー
2
階
と
便
利
な
立

地
も
手
伝
っ
て
、
ふ
と
お
茶
を
飲
み
に
訪
れ
る

人
は
1
日
2
0
0
人
に
の
ぼ
る
と
い
い
、
作
品

発
表
の
場
と
し
て
も
す
っ
か
り
定
着
し
て
い
る
。

　
壁
面
に
飾
れ
る
作
品
と
い
う
制
約
は
あ
る
も

の
の
、
写
真
・
イ
ラ
ス
ト
・
木
工
作
品
・
絵
画
・

押
し
花
・
和
紙
ち
ぎ
り
絵
・
ト
ー
ル
ペ
イ
ン

ト
・
グ
ラ
ス
ペ
イ
ン
ト
な
ど
多
種
多
様
な
作
品

群
が
、
4
週
間
ご
と
に
入
れ
替
わ
り
、
カ
フ
ェ

で
の
ひ
と
と
き
に
豊
か
さ
と
安
ら
ぎ
を
添
え
て

い
る
。

おはなしいっぱい

ギャラリーカフェくりっく壁面展示

わらべ唄勉強会 特別ゲスト・松井位子

4月の様子

手
あ
そ
び
な
ど
、
知
ら
な
い
遊
び
を

子
ど
も
た
ち
が
遊
べ
て
良
か
っ
た
。

の
声

30
代
女
性
&

4
歳
、
2
歳

6月の様子

開催日 2011年8月17日（水）～ 19日（金）11 : 00
～ 15 : 00　会場 ワークショップA B　出演 16グ
ループ　特別ゲスト 松井位子　来場者数 延1, 301名
共催 世田谷おはなしネットワーク　協力 世田谷
区立中央図書館、世田谷区立児童館
関連企画1 講演会　開催日 6月23日（木）　会場 セ
ミナールームA B　講師 國井明美　参加人数 71名
関連企画2 講演会　開催日 11月8日（火）　会場 セ
ミナールームA B　講師 広瀬恒子　参加人数 67名

開催日 通年13企画程度　展示期間 4週間  会場 
ギャラリーカフェくりっく　展示費用 有料

D ATA

D ATA

2011

2012 地
域
と
市
民
活
動
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【材料】　4人分

玉ねぎ ・・・・・・・ ・  1 個 

じゃがいも ・・・・・・・ ・  1 個 

にんじん ・・・・・・・ ・  1/2個

ヒヨコ豆（水煮） ・・・・・・・ ・  60g

アサリ（むき身） ・・・・・・・ ・  150g

ベーコン ・・・・・・・ ・  2 枚

レタス ・・・・・・・ ・  2 枚

小麦粉 ・・・・・・・ ・  大さじ 1

水 ・・・・・・・ ・  カップ2

牛乳 ・・・・・・・ ・  カップ2

クラッカー ・・・・・・・ ・  4枚

【作り方】

(1) 玉ねぎとじゃがいもは皮をむいて1cm

の角切り、にんじんは皮をむいてイチョウ

切 り に す る。ベ ーコ ン も1 cmの 角 切 り に

し、レタスは千切りにしておく。

(2) 鍋にサラダ油をひき、弱火でベーコンを

じっくり炒める。玉ねぎとじゃがいも、に

んじんを加えてしんなりするまで炒める。

生
活
工
房
の

美、

味、

し、

い、

レ
シ
ピ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
カ
フ
ェ
を
通
じ
て
、

今
年
度
も
生
活
工
房
で
は
世
界
の
料
理
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
そ
ん
な
美
味
し
い
レ
シ
ピ
を
公
開
し
ま
す
。

レタスとあさりのチャウダー

す
や
す
や
眠
れ
る

(3) 小麦粉をふって、全体に絡ませながら

炒めたら、ヒヨコ豆、ローリエ、タイムを加

え、水を注いで中火にかける。沸騰したら

アクをていねいに取り除く。

(4) アサリと牛乳を加えて一煮立ちさせ、

塩・コショウで味を整える。

(5) たっぷりのレタス、粉 チーズ、砕いたク

ラッカーをトッピングしていただきます。

 ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ 

 レシピ作成：中山晴奈 （NEXT KITCHEN ）

「I'm so sleepy」の土日限定 カフェの

“すやすや系”メニューとして供されました。

粉チーズ ・・・・・・・ ・  適量

ローリエ・タイム ・・・・・・・ ・  適量

サラダ油 ・・・・・・・ ・  適量

塩・コショウ ・・・・・・・ ・  少々

生活工房の美味しいレシピ

写
真
＝
阿
部
健
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【材料】　4人分

中力粉 ・・・・・・・ ・  400g

麺に加えるスープ ・・・・・・・ ・  210〜220cc

塩  ・・・・・・・ ・  20ｇ

【作り方】

(1) 豚肩 ロースを煮出し、スープに塩をと

かして冷しておく。

(2) 粉をボウルにふるい入れ、スープを少し

ずつ加えながら箸で混ぜ、手でこねて生地

をまとめる。

(3) 丸めた生地に、濡らした布巾（サラン

ラップでも可）を被せ、室温で30分〜 60分

ほど休ませる。

(4) まな板に打粉をして生地をのせ、麺棒で

厚さ1cm 程度にのばす。作業中に生地が乾

水
すいいんべい

引

かないよう、湿ったキッチンペーパーをか

けておく。

(5) 生地を5mm 幅ほどに切り、打ち粉をし

たまな板の上で、手でローラーのように転

がして棒状（箸くらいの太さ）になるまで引

きのばす。

(6) “(5)”を水に浸け、手でもみ、にらの葉

位の厚さまでのばす。 

(7) のばした麺を、水4リットルを鍋で沸かし、

半透明になるまで 5分〜10分ほど茹でる。

(6)麺をざるにあげ、流水で洗う。

  ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ 

レシピ作成＝冷水希三子（フードコーディ

ネーター）  

「世界を旅する麺之路」のワークショップに

て調理しました。

【材料】　4人分

中力粉 ・・・・・・・ ・  340g

米粉 ・・・・・・・ ・  60g

塩 ・・・・・・・ ・  18g

水 ・・・・・・・ ・  200〜210ml

植物油 ・・・・・・・ ・  適量

【作り方】

(1) 中力粉、米粉、塩を大きめのボウルにふ

るい入れる。

(2) “(1)”に、水を加えながら箸で混ぜ、手

でこねて生地をまとめる。

(3) 丸 め た 生 地 に、濡 ら し た 布 巾（サ ラ ン

ラップでも可）を被せ、室温で30分〜60分

ほど休ませる。

(4) 打粉をしたまな板に生地をのせ、手の腹

や麺棒で 1cmの厚さに丸くのばす。

索
さくべい

(5) のばした生地の端から、幅1cm程度の切

り目を螺旋状に入れる。

(6) 長いひも状に切り取った生地を、植物油

をつけながら指でもみ、丸めながら麺状にの

ばす。

(7) のばした麺を、竿に掛ける。

(8) 水4リットルを鍋で沸かし、麺を10分〜

15分ほど茹でる。

(9) 麺をざるにあげ、流水で洗う。

 ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ 

レシピ作成＝冷水希三子（フードコーディ

ネーター）

「世界を旅する麺之路」のワークショップに

て調理しました。
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【材料】　4人分

玉ねぎ ・・・・・・・ ・  中1 個

トマト ・・・・・・・ ・  小 1個

牛ひき肉 ・・・・・・・ ・  200〜300g

パセリ・長ねぎ ・・・・・・・ ・  適量

サラダ油 ・・・・・・・ ・  大さじ 1

塩・コショウ ・・・・・・・ ・  適量

ワンタンの皮 ・・・・・・・ ・  15枚

【作り方】

(1) 玉ねぎを細かく刻む。

(2) ひき肉に刻んだ玉ねぎを入れ、塩とコ

ショウを加え混ぜる。

(3) ワンタンの皮に肉を少し入れ、つつむ。

(4) 鍋に水を入れ、沸かす。

チュチュワラ（水餃子）

(5) 餃子を鍋に入れ、5〜10分ぐらい茹でる。

(6) 刻んだ玉ねぎとトマトをフライパンで

炒める（塩適量で味つけする）。

(7) 茹であがった餃子をお皿にのせ、“(6)”

をのせ、長 ネギやパセリなどで飾る。

餃子を広めのお皿に移して食べる方法は家

庭的ですが、茹で汁と一緒にお茶碗に入れ

てスープのように食べることもあります。

その時、プレーンヨーグルトを入れたりも

します。

 ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ 

 「JAPONDER 8」の関連企画「留学生の国の

家庭料理をつくろう 〜ウズベキスタン 編」

にて調理しました。

【材料】　4人分

じゃがいも ・・・・・・・ ・  2 個

（皮をむいて正味 200g ）

ホットケーキミックス ・・・・・・・ ・  100g 

サラダ油 ・・・・・・・ ・  大さじ1/ 2

○トッピングの具はお好みでピザソース、と

ろけるチーズ、ウィンナー、ピーマン、ミニト

マト、コーン、なす、バジル等

【作り方】

(1) じゃがいもを薄切りにする。水にさら

さず使う。

(2) “(1)”とホットケーキミックス、水大さ

じゃがピザ

じ4強をボウルに入れ混ぜる。

(3) フライパンを熱して油をうすくひき、

“(2)”を流し入れて手早く広げる。このと

き、厚さを均等にするのがポイント！

(4) 焼き色がつくまで中火で3〜5分ほど

じっくり焼く。

(5) 裏返してピザソースを塗り、具とチーズ

をトッピングする。

(6) ふたをしてチーズが溶けるまで焼く。

 ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ 

 レシピ作成＝伊藤彩（料理家）

子ども体験 ワークショップ「手から知る、

うつわとやさい」にて調理しました。

生活工房の美味しいレシピ 生活工房の美味しいレシピ
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「S t a c k - i n g  De s i g n」展関連ワークショップ

iPhoneのカメラやアプリケーショ

ンを使ってアニメーションを作り

ました。三軒茶屋の商店街や広場

を舞台に屋外ロケも敢行。最新機

材を使い、コマ撮りアニメの原理

を楽しく学びました。

イメージスケッチから始ま

り、ダンボール集め、水に

浸して紙へ戻す作業といっ

た作品づくりの準備工程か

らチャレンジした子ども達。

個性的な本格的アート作品

が完成しました。

形が同じで平たいものは大量に積み重ね可能

高齢者施設入居者がつくった「恐竜のたまご」

棒状のものでも積み方を工夫すればこの通り

展示されたワークショップ参加者作品

立ちあがったカエルが
なんともキュート

これぞまさに「似てない似顔絵」相手の好きなものを描きます

大人対象の回でのオリジナリティ溢れる力作

似てない似顔絵でコミュニケーション

遠近法を利用して、指の動きにあわせて子どもたちも動きます。
みんなの動きを合せるのが大変でした

4 7

5 8

6 9

1

2

3

f o r  k i d s

「重ねる行為」「つながるコト」を
 デザインしよう

「創造するダンボール」展関連ワークショップ

f o r  k i d s

ダンボールサファリで

恐竜をつくろう！

おてがる・おきらく・
アニメーション

f o r  k i d s  & a d u l t s

「たびたびひとり旅」展関連ワークショップ

お互いの動作を真似するゲームや

伝言 ゲームなどを通じて、行為と

しての「つながる」「重ねる」をス

タッフとともに話し合い、紙粘土で

カタチにしました。

「重ねる行為」「つながるコト」
をカタチに !

ダンボールを使ったアート
作品にチャレンジ！

iPhoneを使って
実写の動画を作ろう！

「似てない似顔絵」は、言葉がなか

なか通じない国々をBooji lさんが

旅行するなかで考案したコミュニ

ケーションツール。お互いに簡単

な質問をしながら似顔絵を描くの

で、子どもから大人までいつの間

にかお友達に！

似顔絵を描いて友達を作ろう！

み
ん
な
夢
中
で

描
い
て
ま
す

は
い
、
ポ
ー
ズ

迫
力
満
点
!

ど
こ
ま
で

積
め
る
か
な
?

f o r  k i d s  & a d u l t s

ワークショップ・レビュー ワークショップ・レビュー
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V o l. 1

津 軽こぎん刺しの
カードケース

V o l. 2

ひのきの皿と箸

V o l. 3

切り紙

津軽こぎん刺しとは青森県津軽地
方に伝わる伝統的な刺し子のこと。
日本民藝館でその実物を鑑賞した
後、制作をスタート！

太子堂八幡神社を会場に行った
ワークショップ。神事と紙のつな
がりや歴史についても学び、伝統的
な切り紙づくりを楽しみました。

講師の村瀬治兵衛さんに用意して
頂いた上質なひのき材を使い、木
の種類や性質について教えて頂
き、丸太から板を切り出しました。

奇数目（1目、3目、5目…）に刺し、菱形の文様
が生まれます

お借りしたプロの道具と立派なひのき

山形県米沢市のキリハライ

正月や季節の行事など、暮らしの折々に切り紙を
添えて楽しんでみましょう

豆こ、猫のマナグ（眼）など、身近な動物や自然をモチー
フに生まれた模様

ち
く
ち
く

　

 

ち
く
ち
く

飾
り
つ
け

料理にお菓子に、いろんなシーンに使えるお皿です

図
案
が

　

い
っ
ぱ
い

切
り
出
す

と
こ
ろ
か
ら

体
験
し
ま
す

華
や
か
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ン

海にまつわる手しごと

カラフルなイヌイットヨーヨー

海外の写真をその土地の地図とともに 様々なパーツでコラージュ中

ワークショップ・レビュー ワークショップ・レビュー

L i f e  i n  F i lm
f o r  a d u l t s f o r  a d u l t s

f o r  a d u l t s

毎回、上映作品にまつわるものづくりワーク

ショップを開催。映像を観て昔を懐かしむだ

けでなく、そこから学び、今の暮らしに活かし

て楽しむことがゴールです。

「カリブ海とクナ族のモラ」展では、カメ・ネコ・カニ・

ウサギ・鳥が魚をとるモラの5種類を作るワークショッ

プを10日間開催。「北極海とイヌイットの壁かけ」展の

関連イベントでは、イヌイットヨーヨーを作りました。

写真を部屋の中で素敵に飾るには？ 雑貨コーディ

ネーターのgg・原田さちこさんを講師に迎え、造

花・壁紙・レースペーパーなど様々な素材を使って、

持ち寄った思い出の写真をデコレーションしました。

布、木、紙と手の仕事

カリブ海と北極海の手しごとを体験

大切な写真をコラージュで飾ろう！

フォトデコレーション

カ
ラ
フ
ル
で

た
の
し
い
作
品
が

で
き
ま
し
た

完成したモラ複数の布を縫い付けるモラ独自の手法
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（左）「14歳のワンピース」、（右）「DJ体験教室　SETAGAYA★MIX2011」
デザイン＝渡辺明日香

「JAPONDER 8」
デザイン＝Criselda Caecilia TITUS

（上左）「Life in Film  vol.1 布と生活」

（上右）「Life in Film  vol.2 木と生きる」

（下）「Life in Film  vol.3 紙にこめる」

デザイン＝山端家昌

「玉田多紀　作品／活動発表展

創造するダンボール」

デザイン＝佐藤洋美

「デザインで読む『本』と『電子書籍』」

デザイン＝松本弦人

（左）「カリブ海とクナ族のモラ」

（右）「北極海とイヌイットの壁かけ」

 デザイン＝direction Q

（左）「Stack-ing Design 積み、重ねる、カタチ。」

（右）「電気自動車でご飯を炊こう！」

 デザイン＝片山中藏

「たびたび　ひとり旅

Boojilが描くカラフルな世界」

デザイン＝すぎはらけいたろう

生活工房  G r a p h i c s 生活工房  G r a p h i c s

「子ども体験ワークショップ」

デザイン＝古賀鈴鳴
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「DAYS JAPAN写真展」 
地球の上に生きる2011 
私たちが世界の未来にできること』

デザイン＝世田谷社

（左）「ジャケ買いのビガク　誘惑するジャケットデザイン」

（右）「100年あとの世田谷」

デザイン＝坂脇慶

（上左）「和紙でおりなす日本のこころ　

連鶴・折形・和紙人形」

（上右）「感謝をつなぐ祝いの決まりごと

包む・結ぶ・折る」

（下）「E Vが約束する未来展」

デザイン＝アイ・エイチ ファクトリー

（左）「分解ワークショップ」、（中）「中学生ハイブリッドカー教室」、（右）「中学生 電気フォーミュラーカー教室」

デザイン＝瀬畑和美

「14歳のワンピース」展

デザイン＝榎本太郎

撮影＝池田晶紀（ゆかい）
「生

い の ち

命をつつむ未来繊維」

デザイン＝八十島博明

「I 'm so sleepy
どうにも眠くなる展覧会」

デザイン＝竹村真由子（SunREOR）

「写真館の写真展」

デザイン＝Lucy+k

「食の文化史　世界を旅する麺之路」

デザイン＝藤田康平（Barber）
撮影＝田中陽子

生活工房  G r a p h i c s 生活工房  G r a p h i c s
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［ 1 ］来場者数

■ 来場者総数 236,651名

□ 展覧会 163,334名

□ ワークショップ 1,183名

□ セミナー／イベント 2,365名

□ 地域と市民活動 38,323名

□ 貸館使用者 31,446名

［ 2 ］事業数

■ 事業総数 105件

□ 展覧会 9件

□ ワークショップ 16件

□ セミナー／イベント 13件

□ 地域と市民活動 15件

□ 関連事業 59件

［ 3］アンケート

月ごとの事業分布
今年度もたくさん
来場頂きました！ 月に約9事業を

実施！

いろんなデータを
みてみよう！！

世田谷
文化生活情報センター

「生活工房」

生
活
工
房
を
飛
び
出
し
、

今
年
度
も
多
く
の
事
業
で

 

区
内
を
巡
り
ま
し
た
！

展覧会「 I' m so sleepy　どうにも眠くなる展覧会」の場合

セミナー「デザインで読む『本』と『電子書籍』の場合

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

5

13

10

10

10

12

1

7

7

8

8

［ 来場者男女比 ］ ［ 来場者年代別 ］ ［ 来場者の住まい ］

男性
34%

20代
23%

30代
32%

無回答 11% 無回答 2%

世田谷区
内43%

23区
34%

東京都下
15%

10代 4 %
東京都外 6%

40代
13%

50代 6%

60代 7%

無回答
13%

女性
55%

［ 来場者男女比 ］ ［ 来場者年代別 ］ ［ 来場者の住まい ］

男性
34%

20代
43%

30代
21%

無回答 5%
無回答 2%

無回答 1%
70代 5%

東京都外
32%

世田谷区
内25%

23区
27%東京都下

15%

10代未満 1%

10代 6%
60代 7%

50代 4%

40代 11%

女性
61%

小田急電鉄下北沢駅 （ P60）　
北沢 2-24-2

小田急電鉄世田谷代田駅 （ P60 ）　
代田 2-31-12

北沢 タウンホール （ P58 ）　
北沢 2-8-18

こどものひろば公園 （ P60 ）　
下馬 2-31-4

駒沢給水塔 （ P57 ）　
弦巻 2-41

善養寺・多摩川の河原 （ P60 ）　
野毛 2-7-11

場 所 名（掲載 ページ）　 住 所

世田谷区立三軒茶屋小学校 （ P43 ）

三軒茶屋 2-42-1

世田谷八幡宮 （ P60 ）　
宮坂 1-26-3

世田谷文学館 （ P62 ）　
南烏山 1-10-10

太子堂八幡神社 （ P55 ）　
太子堂 5-23-5

玉川大師玉眞院 （ P60 ）　
瀬田 4-13-3

ディスクユニオン下北沢 （ P39 ）　
北沢 1-40-7

東京都立総合工科高等学校 （ P48 ）

 世田谷区成城 9-25-1

等々力渓谷 （ P60 ）　
等々力 1

中杉農園 （ P49 ）　
 桜 ケ丘 4-14

馬事公苑 （ P57 ）　
上用賀 2-1-1

ベスタクス （ P51 ）　
若林 1-18-6

芦花翠風邸 （ P43 ）　
南烏山 1-10-17
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講習会や会議のためのお部屋です。プロ

ジェクターを含む映像・音響設備も備えて

おり、効果的なデジタルプレゼンテーショ

ンが可能です。可動式間仕切りを開くと

120名まで収容できます。

世田谷で活動している市民活動団体のためのコー

ナーです。打ち合わせや作業のスペース、チラシや

資料を作成するためのプリンタや印刷機などを備

えています。　⇒ P63もご覧ください。

扇形の壁面が特徴的な展示向けのスペースです。

可動展示パネルを動かすことで、室内のレイアウ

トが変更でき、多様な展示が行えます。音響や映

像機器を使った集会等の開催も可能です。

世田谷文化生活情報センター　生活工房へのアクセス

東急田園都市線「三軒茶屋」下車地下道直結徒歩２分

東急世田谷線「三軒茶屋」下車直結

小田急バス、東急バス「三軒茶屋」下車徒歩１分

開館時間…午前9時 ̶ 午後10時
休館日・管理休館日…年末年始・月曜日
（貸出施設のみ。祝祭日と重なる日は除く）

所在地…〒154 ̶ 0004 東京都世田谷区
　　　　太子堂 4 ̶ 1 ̶ 1キャロットタワー
TEL…03 ̶ 5432 ̶ 1543（代表）
FAX…03 ̶ 5432 ̶ 1559
URL…http: // www.setagaya-ldc.net
E-MAIL… info@setagaya-ldc.net
TWITTER…＠setagaya _ ldc

事 務 室

市民活動支援コーナー

生活工房
ギャラリー

市
民
活
動

支
援
コ
ー
ナ
ー

1日 200人以上の人々が利

用するカフェくりっくで

は、場所の雰囲気を演出す

るため、一般公募のアート

作品を壁面に展示してい

ます。写真、イラスト、版

画、絵画、押し花など約
１ヶ月ごとに入れ替えます。
⇒ P64もご覧ください。

ギャラリーカフェくりっく壁面
〔 貸出対象スペース 〕

生活工房ギャラリー

セミナールーム B
83㎡／定員 48名〔 貸出対象スペース 〕

セミナールーム A
74 ㎡／定員 48名〔 貸出対象スペース 〕

日常生活に関わる様々な「ものづくり」を目的としたスペースです。併設さ

れているコミュニティキッチン（63㎡）には、キッチンシンク３ヶ所のほか

ガスコンロ３ヶ所、厨房用品を備えており、交流会にも使用できます。

ワークショップルームA
 126㎡／定員 50 名〔 貸出対象スペース 〕

ワークショップルームB
 14 5㎡／定員 50 名〔 貸出対象スペース 〕

生活工房が主催する企画展示を約 1ヶ月の単位で入れ替えながらおこ

なっています。貸出はしていません。開館時間は午前9時～午後8時。

ギャラリー

カフェ

くりっく

生活工房は、地域の人々の発表・活動の場でもあります。

生活工房では多彩な設備を備えたスペースで独自の企画を行うほか、

一般の団体等に部屋を貸し出しています。

スペースごとに登録条件・利用方法などが異なりますので、

詳細はお問い合わせ下さい。
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マンガ『難あり男子』は集英社より発売中。
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房
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に
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援
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協
力
を
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き
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し
た
皆
様
に
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の
場
を
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り
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深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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「Stack-ing Design」展にて試作されたスタッキング可能な調味料入れ（デザイン＝ del ibab）。
 写 真 ＝ 平 野 太 呂




